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序     文 
 

独立行政法人国際協力機構（JICA）は、パキスタン・イスラム共和国（以下、「パキスタン」

と記す）政府との討議議事録（R/D）に基づき、技術協力プロジェクト「パキスタン・イスラム

共和国シンド州持続的畜産開発プロジェクト」を 2014 年 2 月から 5 年間の計画で実施しています。 
プロジェクトの中間時点である 2016 年 7 月 31 日から 8 月 20 日までの間、日本及びパキスタ

ン側での合同評価を通じて、協力期間前半における活動の実績の確認と評価及び後半に向けての

課題の抽出と提言を行うことを目的として、JICA 国際協力専門員要田正治を団長とする中間レビ

ュー調査団を現地に派遣しました。 
本報告書は、これらの中間レビュー調査団による現地調査や協議の内容・結果をまとめたもの

であり、今後のプロジェクト運営に広く活用されることを願うものです。 
最後に、調査の実施にあたりご協力をいただいた内外の関係者の方々に深い感謝の意を表する

とともに、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 
 
平成 28 年 9 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
農村開発部長 三次 啓都 
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中間レビュー調査結果要約表 
 

１． 案件概要 

国名：パキスタン・イスラム共和国 案件名：シンド州持続的畜産開発プロジェクト 

分野：農業 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：農村開発部 協力金額：約 7 億 2,000 万円 

協力期間： 
2014 年 2 月～2019 年 2 月 

先方関係機関：シンド州畜産局 

日本側協力機関： 

他の関連協力： 

１－１ 協力の背景と概要 
パキスタン・イスラム共和国（以下、「パキスタン」と記す）の畜産分野は、農業総生産の約

5 割、総 GDP の約 1 割を占める重要なセクターである。家畜は、特に小規模畜産農家にとって、

貴重な資産であるとともに、日常的な生活栄養補給や現金収入源としての重要な役割を果たし

ている。飼育管理においては農村女性の果たす役割が大きく、畜産部門における雇用機会の創

出を通じた女性の社会参加促進という観点からも畜産振興は重要である。 
本事業の対象地域であるシンド州には、約 1,400 万頭（パキスタン国内ではパンジャブ州に

次ぐ第 2 の保有数）の一般牛及び水牛がおり、レッド・シンディ種やクンディ種といった熱帯

性家畜種の起源地を誇り、同国最大の商港カラチ（中近東やアジア等への国際的な輸出ハブ港）

を擁する。シンド州の畜産部門は、このような比較優位とポテンシャルを有しながらも、畜産

分野ではパンジャブ州へ行政サービスや投資が偏重されており、等閑視されてきた。また、シ

ンド州は度重なる洪水の被害を受けるなど、リスクに対して脆弱な地域であり、都市農村間の

格差（農村部の貧困率は都市部の 2 倍）や食料を十分確保できていない世帯の割合（72％）が

パキスタン国内で最も大きくなっている。シンド州の畜産開発は、全農家の約 8 割を占める小

規模農家を対象に実施するものであり、地域の安定化と発展にとって重要である。しかしなが

ら、同州畜産局の組織体制及び行政サービスは、英国統治以降の伝統的な、獣医師を中心とし

た疾病対策に偏重しており、畜産関連の産業振興に向けた人材育成や農家へのサービス内容の

転換、官民連携の具体的ビジョンや実施体制が整っていない。 
このようななか、わが国は 2010 年から 2012 年に「シンド州畜産（肉・酪農）開発マスター

プラン策定プロジェクト」を実施し、前述の状況を確認し、マスタープラン（M/P）及びアク

ションプラン策定支援を行った。パキスタン政府は、M/P の提言を受け、適正な畜産開発及び

小規模農家の営農改善に関わる技術協力をわが国に要請した。本プロジェクトは、この要請を

受け、2014 年 2 月から 5 年間の予定で実施されているものである。 
 
１－２ 協力の内容 
（１）上位目標 

適正技術及び家畜資源の有効活用方法がシンド州内の畜産農家によって適用される。 
 
（２）協力終了時の達成目標（プロジェクト目標） 

畜産に携わる農家の収入と資産（assets）の増大のための基盤（適正技術開発・普及体制

整備・実施機関の体制強化・関係者の能力向上）をパイロット県において構築する。 
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（３）プロジェクトの成果（アウトプット） 

成果１：パイロット畜産農家における実証を通じてジェンダー視点に立った畜産開発の

適正技術とマネジメント手法が開発される。 
成果２：子牛救済・活用、乾水牛のリサイクリング、家畜のシェアリング・リボルディ

ング等により家畜資源を有効活用する仕組みが実証される。 
成果３：開発、実証された適正技術、仕組みがパイロット県内の畜産農家に普及される。

成果４：畜産局の事業運営、管理、調整能力が強化される。 
 
（４）投入（レビュー調査時点） 
＜日本側＞ 専門家の派遣：日本人専門家 11 分野 16 名、第三国専門家 1 名派遣 
 研修実施：本邦にて、1 名の獣医学分野の研修を実施済み 

機材供与：事務機材、分析機材、車両など、総額約 1,013 万ルピー（約 1,082
万円）相当の機材 

現地活動費：総額 6,595 ルピー（約 7,047 万円）の現地活動費（在外事業強

化費）の支出（2016 年 3 月現在） 
＜パキスタン側＞ カウンターパート（C/P）人員の配置：11 名（うち 9 名プロジェクト専属）

 C/P 予算：合計 1 億 7,500 ルピー承認、約 2,000 万ルピー支出済み 
 施設・機材：専門家・C/P の執務室、ラボ施設など 
 

２． 評価調査団の概要 

日本側 団長／総括 
計画管理 
 
評価分析 

要田 正治 
今村 誠 
 
鈴木 篤志 

JICA 農国際協力専門員 
JICA 農村開発部農業・農村開発第一グループ第一

チーム職員 
A&M コンサルタント有限会社 シニアコンサルタン

ト 
パキス 
タン側 

団  長 Dr. Aslam Pervez Umrani 総局長（普及／研究）／畜産局獣医・診断部長

 Dr. Abdul Qadir Junejo 畜産局家畜計画・モニタリング部長 

調査期間 2016 年 7 月 31 日～8 月 20 日 評価種類：中間レビュー 

３． 評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 
（１）投入の実績：上記１－２のとおり。 
 
（２） 成果の達成状況：達成度は、「非常に高い」、「高い」、「中から高」、「中程度」、「中から低」

「低い」の６段階で評価を行った。 
 
成果１：パイロット畜産農家における実証を通じてジェンダー視点に立った畜産開発の適正技

術とマネジメント手法が開発される。 
・対象 5 県で選定された 25 戸のパイロット農家で、7 つの分野（①営農、②マーケテ

ィング、③飼養管理、④飼料、⑤繁殖、⑥家畜衛生、⑦育種）を対象に適正技術の

検証・開発が実施されており、これまでに 50 項目を「適正技術」として選定した。

・これら選定された技術の検証活動を 25 農家で継続するとともに、農家から収集した

データの分析をすすめ、選定された技術の有用性についての最終的な評価を行う。
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・ジェンダー視点については、25 畜産農家中 1 農家に女性が家長である農家を選定し、

技術の検証を行うことで、女性に配慮した取り組みを進めている。また、今後、女

性普及員が採用されれば、より多くの女性農家へのアプローチが可能となる見込み

である。 
・これらの活動の結果を反映させ、協力期間終了までに「適正技術ガイドライン」が

最終化される予定である。同時に、現場技術者や普及員のための各種マニュアル、

普及教材も最終化されることが見込まれる。 
 

以上の状況から、適性技術について相当量の情報・データが集積されており、成果１に向け

た活動はほぼ予定どおり進捗していることが確認された。したがって、成果１の達成状況と見

込みは、「中から高」レベルにあると判断された。 
 
成果２：子牛救済・活用、乾水牛のリサイクリング、家畜のシェアリング・リボルディング等

により家畜資源を有効活用する仕組みが実証される。 
・プロジェクトは、子水牛救済センターにおける子水牛の試験飼育をとおして救済技

術の開発に成功しつつある。実施チームは、これまでの試験から得られた経験・情

報を基に、「子水牛育成マニュアル」の取りまとめを予定している。今後、伝統的な

シェアリング方法を参考に、農家への子水牛配布の仕組みを幾つか試行する計画で

ある。また、同時に、子水牛の育成に関心のある畜産ステークホルダー（商業農家

や一般農家、NGO、関連企業）に対する開発技術の啓発を行っていくことを計画し

ている。 
・ハイデラバードのキャトルコロニーにおいて、妊娠診断技術（直腸検査等）、繁殖障

害診断と治療に関わる技術指導を継続する。また、シェアリングやマイクロファイ

ナンスの調査結果を検証し、可能であれば、乾水牛のリサイクリングに適用する方

法を模索する。 
・プロジェクトはこれまでの活動を通して、家畜資源有効活用改善に貢献する技術的

な可能性を見いだしつつあるものの、子水牛の育成経費が現状では市場における同

年齢の子水牛の価格を超えていることから、経済的な面で解決すべき課題がある。

経済的な実行可能性が証明されないと、関係者の関心をひくことは難しいとみられ

る。 
 

以上の分析結果に基づき、現段階では成果２の達成度と見込みは「中」レベルと判断された。

 
成果３：開発、実証された適正技術、仕組みがパイロット県内の畜産農家に普及される。 

・プロジェクトは、1 年目、2 年目に実施した参加型農村調査手法（PRA）によって農

村社会について一定の理解を進めたが、普及スタッフ及び移動手段（車両やバイク）

の調達の遅れが成果３のための活動に少なからず影響を及ぼしている。当初計画に

よれば、3 年目までに 100 カ村で普及活動が始まっているはずであったものの、実

際にこれまでできたのはパイロット農家（P/F）が選定された 12 カ村のみであった。

・プロジェクト後半に普及活動が本格的に展開される見通しであるが、下記のとおり、

何点かの懸念事項が実施チームにより挙げられている。 
i) 普及スタッフは 5 月に雇用されたが、その能力は活動を始めてみないと分からな

い。 
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ii) 今のところ女性普及スタッフがいないため、村の女性へのアウトリーチが限られ

ている。 
iii) 普及ガイドライン上は、農家（第 1 受益者）から農家（第 2 受益者）への普及が

起こることを想定しているが、実際にどの程度それが起こるかどうかはまだわか

らない。 
iv) 5 県同時並行で普及活動が展開されることになり、活動のフォローアップ、進捗

管理が円滑になされるか不明である。 
・これらの事項のほか、中間レビュー調査では成果１に関わる活動（適正技術の検証・

開発）と成果３の活動（技術の普及）間の調整・連携が現状では弱いことが観察さ

れた。 
・成果３の活動状況と、残された実施期間を考慮すれば、現行プロジェクト・デザイ

ン・マトリックス（PDM）に設定されている普及ターゲットの農家数（5 県で 7,500
戸）を実現することはかなり難しくなっていると考えられることから、調査団とし

ては普及計画を適正なレベルに見直すことを提言した。 
 

以上の分析から、成果３の全般的な達成状況と見込みは、現状では「低い」レベルにあると

判断された。 
 
成果４：畜産局の事業運営、管理、調整能力が強化される。 

・広く畜産局職員を対象としたマネジメント能力強化研修がニーズアセスメントに基

づき、これまでに 3 回実施された（3 回目の研修は現在実施中）。 
・マネジメント分野の能力開発研修は、畜産局職員にとって初めての経験であり、プ

ロジェクトは成果４のための活動を試験的に実施してきた。研修の効果を短期的に

評価するのは難しいものの、中間レビュー調査では、研修参加者、あるいはインタ

ビューを行った能力開発ユニット（CBU）メンバーから研修内容を評価する声が多

く聞かれた。 
 

プロジェクトが計画するとおり、能力強化が畜産局の通常業務として位置づけられるように

なれば、成果４はプロジェクト終了までに一定のレベルで達成されることが見込まれるが、現

段階では活動と指標の結びつきが弱いことから、成果４の達成度は「低から中」レベルと判断

された。 
 
（３）プロジェクト目標の達成度（見込み） 
プロジェクト目標：畜産に携わる農家の収入と資産（assets）の増大のための基盤（適正技術開

発・普及体制整備・実施機関の体制強化・関係者の能力向上）をパイロッ

ト県において構築する。 
・2014 年 2 月から 2 年半で、プロジェクトは確実に活動を進めてきた。一定数の適正技術が

特定され、P/F における実証が進められている。新生子水牛の救済、乾乳水牛のリサイク

リングの方法も実証される見込みである。畜産農家への普及活動も間もなく本格的に開始

され、対象地域で一定の数の畜産農家が適正技術について学ぶ機会を得ることができるだ

ろう。さらに、一連の研修を通して、畜産局職員のマネジメント能力が向上することも期

待される。これまでの活動を通して、畜産局のメイン C/P は、畜産に関わるさまざまな技

術・知識を専門家から得ている。適正技術が、畜産農家にいき渡り、畜産農家が実際に技
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術を採用することで、シンド州における生乳の生産性が改善される可能性はあるとみられ

る。この点で、プロジェクトは目標の実現に向け、進捗しているといえる。 
・ 一方、幾つかの活動が遅れており、PDM で設定された指標の幾つかは、達成度が低いのも

事実である。パキスタン側による人材、機材の調達、資金執行の遅れが、特に畜産農家へ

の普及活動の進捗に大きく影響していることは既に報告したとおりである。したがって、

プロジェクト目標の達成度、あるいは達成見込みは、現段階では「中から低」レベルと判

断した。 
・ プロジェクトはこれまでに実施チーム内、あるいは対象地域の畜産農家と良い関係を築い

てきていることから、後半において活動の実施スピードを速めることは可能であり、2019
年 2 月の終了までにプロジェクト目標はある程度満足のいくレベルで達成できる可能性は

あるものとみられる。 
 
３－２ ５項目評価の結果 
（１）妥当性 

下記の分析に基づき、プロジェクト採択時同様、「非常に高い」と判断された。 
・本プロジェクトを取り巻く政策的な環境は、2014 年の開始以降、大きくは変わっておら

ず、中央、州政府とも社会経済開発政策において、畜産セクター開発に重点を置いてい

る。中央レベルでは「Pakistan Vision 2025」が、州レベルでは「Sindh Vision 2030」が包

括的な開発政策となっていて、このなかで、乳・肉生産、養鶏を含む畜産サブセクター

開発の重要性が述べられている。 
・シンド州には 1,400 万頭を超える牛・水牛が飼養されており、大半の農民にとって、牛・

水牛を飼育することは最も一般的な農業活動である。乳･肉は、州内農家の重要な栄養源

であるとともに、生計の手段となっている。しかしながら、多くの農家は伝統的な方法

によって家畜を飼育しており、その生産性は極端に低いままであることから、改善の余

地が大きい。小規模農家にあった適正技術の開発と普及に重点を置いているプロジェク

トの取り組みは、農民のニーズに沿うものである。 
・日本政府のパキスタンに対する援助政策は、プロジェクトが形成された当時から大きく

は変更されていない。また、JICA の年間事業実施計画では、本プロジェクトが農村にお

ける経済開発支援に対する取り組みとして位置づけられていて、整合性に齟齬はない。

・畜産物、特に乳製品は、日本人にとっても日常的に消費する重要農産品であり、わが国

は酪農についても長い経験と先進的な経営技術をもっていることから、日本がシンド州

の酪農分野への技術協力を行う優位性は高いといえる。 
 
（２）有効性 

下記の分析に基づき、「中」レベルと判断された。 
・普及員の配置や機材の調達が遅れたことが、特に成果３の活動に影響し、結果としてプ

ロジェクト目標の達成見込みを低下させる要因となってきた。プロジェクトとしては、

現職職員による暫定普及チームを組織し、本来、新規に雇用された普及員によって行わ

れる予定であった農村調査や研修を、暫定チームが行うことで影響を最低限にするため

の対策をとった。中間レビュー調査時点で、普及員は配置され、普及活動が本格的に実

施される予定であることから、後半の活動で遅れを取り戻し、目標がある程度のレベル

で達成される可能性はあるものと考えられた。 
・プロジェクト目標は、期待される 4 つの成果が達成されれば、実現できるレベルの内容
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となっており、PDM で設定された成果とプロジェクト目標の論理関係に、おおむね問題

はないと考えられた。一方、現行 PDM に関する問題として、成果、プロジェクト目標

の達成度を評価するために設定されていた指標にあることが確認された。つまり、当初

から想定されていたプロジェクトへの投入規模（人材や資金）、あるいは実施機関である

畜産局が置かれた環境（厳しい財政事情や意志決定に州政府上層部の影響が大きいこと

など）、また畜産局にとって小規模農民に対する技術普及は全く新しい事業であったこと

を考えると、現行 PDM で設定されている指標が高すぎた面があった。さらに、幾つか

の指標が適切なレベルに設定されていなかったことで、プロジェクト目標の達成レベル

を正確に評価できなかった。 
・よって、中間レビュー調査団として、指標を中心に PDM の見直しをできるだけ早い時

期に行うことを提言することとした。 
 
（３）効率性 

以下の分析により、本プロジェクトの効率性は「低から中」レベルと判断された。 
・C/P の配置、プロジェクト事務所を含む施設・機材の提供、分析施設の提供、C/P 資金の

拠出などが、本件プロジェクトに対するパキスタン側からの投入である。9 名の専属 C/P
が、プロジェクト開始と同時に配置されたことは特記に値するが、その後の投入（普及

員、車両・オートバイ、C/P への日当など）は軒並み遅延しており、プロジェクトの進

捗に少なからぬ影響を及ぼしてきたことが、プロジェクトの効率的な実施を妨げる要因

となっていた。 
・本プロジェクトに対する日本側からの投入は、専門家の派遣、機材供与、獣医研究者へ

の本邦研修実施、ローカルコストの負担などである。すべての投入は、おおむね計画ど

おりであったことから、効率性はある程度高かったと判断されたが、パキスタン側から

の C/P に対する日当拠出の遅れに伴う日本側の補完的支出や、供与された機材の一部が

いまだ稼働していないことが、効率性を低下させる要因となっていることも確認された。

・本プロジェクトは開発研究（R&D）的な性格の活動も多いため、厳密な費用・便益分析

を行うことはできなかったものの、プロジェクトで実証・開発される適正技術が広範囲

の農家に裨益することや畜産局職員に対するの能力向上が、局全体あるいは将来的に畜

産農家に裨益する可能性があることから、投入・成果の効率性の見込みは悪くはないと

みられた。 
・PDM で特定されていた、活動が成果に結びつくための外部条件について、パキスタン側

からの投入が大幅に遅れていることから、実際に相当影響を及ぼしていることが確認さ

れた。 
 
（４）インパクト 

下記のとおり、「低から中」レベルの正のインパクトが予測される。 
・プロジェクト期間内にプロジェクト目標が実現すれば、上位目標がプロジェクト終了後

に実現に向かう可能性はあるとみられるものの、そのためには、パキスタン関係者によ

る継続的な努力が必要である。上位目標の実現は、畜産局がパイロット地域を越え、州

全体に裨益するような普及体制を確立できるかということに関係しており、これは重要

な外部条件となる。 
・シンド州の大半の農家にとって、畜産物は重要な栄養源であり、また収入を得る手段と

なっている。プロジェクトが、州内農家の家畜管理技術の改善を目的としていることか
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ら、広範囲の農家の生計向上に正のインパクトを及ぼす可能性はあるといえる。 

・これまでのところ、負のインパクトは特に報告されていない。また、こののちも発生す

る可能性は認められない。 
 
（５）持続性 

以下の観察・分析から、持続性の見通しは「低から中」レベルと判断された。 
１） 政策・組織･制度面 

・ 上記、妥当性のところで述べたとおり、プロジェクトは中央・州政府の社会・経済政

策に沿って実施されているので、現在の政策が維持される限り、政策的な持続性は高

いと考えられる。 
・ 一方、プロジェクトが取り組む普及事業は、畜産局にとって新しい試みであり、制度、

不確実な要因も多いことが予測される。プロジェクトをとおして、普及事業が農民の

家畜管理技術の改善、ひいては収入の面で目に見えるインパクトを実証することがで

きれば、畜産局がそうしたサービスを発展させていく可能性が高まり、組織的な持続

性も高くなるものと推察される。現在取り組んでいる技術面、マネジメント面での畜

産局職員の能力向上が、組織的な持続性を高めるのに寄与することも期待できる。  
２） 財政面 

・ 本プロジェクトの活動経費の多くが、日本側からの予算でまかなわれているが、畜産

局としても州政府の開発予算〔開発委員会 I（PC-I）が該当〕へ申請を行い C/P 予算を

確保する努力を続けている。州政府は、プロジェクト開始時に 5 年間で総額 1 億 7,550
万ルピーの予算を承認したものの、これまでに実際に拠出され、利用できた額は 20％
程度にとどまっている。当面は、承認されている開発予算が実際に活用できることが

重要であるが、開発予算はあくまでもプロジェクト実施期間中につく有期限資金であ

り、プロジェクト終了後の財政面の持続性は通常予算〔開発委員会 IV（PC-IV）が該

当〕として手当てされることで担保される。本プロジェクトとしても畜産局の能力向

上の取り組みの一環で、通常予算へのプロポーザル作成支援を行うことが計画されて

いるが、現段階ではその実現性を見通すことは難しい。 
・ 他方、農家レベルでの経済的な持続性は、技術がもたらす収益性によっている。プロ

ジェクトが普及する技術が、農家の収入増につながることが証明されれば、農家はプ

ロジェクトや政府の関与がなくともその技術を継続することは容易に想像されるが、

農家への技術の普及はまだ初期段階にあり、農家レベルでの持続性を見通すことは難

しい。 
３） 技術面 

・ メイン C/P がプロジェクト活動を通して得る知識や技術は、彼らが畜産技術者として

業務に従事する限り役立つものであり、C/P レベルの技術面における持続性は高いと

みられる。 
・ 一方、プロジェクトで支援する技術は小規模農家にとって適性となる内容が取り組ま

れているので、農家が自らの技術を改善しようとする意志をもつ限り、長期にわたり

農家の役に立つことが期待できる。したがって、技術面での持続性はある程度高いこ

とが期待できるものの、通常、農家の行動変容には長い時間が必要であり、残された

2 年半という限られた期間で、新しい技術がどの程度定着するかは、現段階では予見

することが難しい。 
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３－３ 効果発現に貢献した要因／問題点及び問題点を惹起した要因 

本件プロジェクトが成果を達成するうえで貢献している要因として、特に以下を挙げること

ができた。 
・全般的に、C/P と日本人専門家間のコミュニケーションは緊密に行われており、プロジェク

ト実施メンバー間に良好な関係が築かれていることが、活動がスムーズに進む要因として働

いてきた。 
・数名の専門家は M/P 策定調査から継続的に派遣されており、対象地域における畜産事情に関

わる知識・技術が豊富である。 
 

一方、阻害要因とその対応状況が、以下のとおり確認された。 
・PDM でも外部条件として挙げられていた、パキスタン側からの投入が大幅に遅れてること

が、成果、プロジェクト目標の達成に影響を及ぼしている。 
・これに対し、プロジェクトとしては、現職職員による暫定普及チームを組織し、本来、新規

に雇用された普及員によって行われる予定であった農村調査や研修を、暫定チームが行うこ

とで影響を最低限に抑えるための対策をとった。また、開発予算の執行が進むよう、畜産局、

州政府予算担当部署に対して、働きかけを行ってきた。 
 
３－４ 結論と提言 

プロジェクト期間の前半において、パキスタン側からの普及人材、機材、日当などの投入に

関わる遅れが影響しているものの、専門家、C/P 双方の努力により活動はプロジェクト目標の

達成に向け進捗していることが確認された。2014 年 2 月の事業開始と同時に専属 C/P として配

置された獣医技術職員 9 名が、専門家指導の下、熱心に現場活動に取り組んでおり、これまで

の活動を通して、C/P 職員、25 戸のパイロット農家をはじめ、関係者の能力向上は着実に進ん

でいるとみられる。シンド州では、畜産関連のドナー事業として、世銀や国連食糧農業機関

（FAO）による事業（口蹄疫ワクチン接種）も実施されているが、なかでも本件プロジェクト

が、土地なし農民など、貧困割合の高い小規模農民層を直接ターゲットとする活動を展開して

いることに対して、州政府や畜産局高官をはじめ、関係者から高い評価を得ていることは特記

されるべきである。 
一方、本件プロジェクトは、適正技術の実証、農民への技術普及、畜産局のマネジメント能

力向上と幅広い分野で活動を展開しており、プロジェクトの目標に対し、直接的な効果が見込

まれない一部の活動にまで手を広げすぎている面もあることが観察された。プロジェクトの後

半では、活動範囲をある程度絞り込むことで効率的に活動を進めるとともに、各活動の目標を

適正なレベルに設定し直すことも必要である。中間レビュー調査団からの提言に沿って、この

のち、遅れている州政府からのプロジェクト予算が執行され、滞っていた普及員や必要機材の

調達が進めば、協力期間終了までにプロジェクト目標は満足のいくレベルで達成される可能性

はあるものと考えられた。 
本中間レビュー調査の結果に基づき、下記の提言を行った。 

 
（１）プロジェクトチームに対する提言 

１） 育種協会に係る活動（血統登録）については、プロジェクト目標に資する投入へ最適

化する。 
２） 家畜資源の有効活用について、伝統的な家畜シェアリング、リボルディング、マイク

ロファイナンスについての情報収集、子水牛救済センターの設置、繁殖障害診断と治療、
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早期妊娠鑑定技術導入による乾乳水牛救済などが取り組まれてきたが、小規模農家にと

っても経済的に導入できる仕組みとしていく。 
３） プロジェクト終了後の持続性を高めるために、開発予算（PC-I が該当）による有期限

スタッフによる普及活動に限らず、畜産局の正規職員である獣医官（VO）や準獣医官

（SA）を可能な限り活動に巻き込むべきである。また、既にこれまで活動に参加してき

た 5 名のフォーカル・パーソン（FP）や、パイロット農家の有効活用を図るなどの対策

を取る。 
４） 畜産局のマネジメント能力向上支援について、まずは人材育成戦略を作成し、レベル

や人数を考慮して研修を実施する。また、研修受講後に習得した業務を生かせるような

フォローアップも実施する。 
５） 成果１（適正技術開発）と成果２（技術普及）の実施チーム間のコミュニケーション、

連携を強化する。 
６） 調査団からの提言に基づき、できるだけ早期に PDM を改訂する。 

 
（２）畜産局に対する提言 

１） フルタイムのプロジェクト・マネジャー（PM）が雇用されるまで、現 PM を補佐する

体制を強化する。 
２） PC-I により確保された予算の執行プロセスについて、プロジェクトチームがフォロー

できるよう共有する。 
３） 畜産局の正規職員である VO や畜産アシスタント（SA）がプロジェクト成果を習得で

きる機会を増やす。 
４） 養鶏研究所（PRI）飼料分析ラボと畜産局内ミニラボに整備された供与機材を持続的

に稼働し有効活用するために早急な処置をとる。 
 
（３）シンド州政府に対する提言 

１） 遅延している普及用車両・バイクの調達、10 名の女性普及員（EW）の雇用、フルタ

イム PM の雇用、C/P 向け日当支払いなどを含む改訂 PC-I 作成ための手続きを迅速に進

めるよう支援する。 
２） PC-I、将来的（プロジェクト終了後）には PC-IV による人材の雇用、予算・機材の調

達への継続的な支援を行う。 
３） プロジェクトで開発・実証された技術が対象となる農家へ普及されるよう、PC-I を改

訂する。 
 
（４）JICA に対する提言 

１） シンド政府からの C/P 予算がこれ以上遅延することがないことを確認のうえ、4 年次

の投入を慎重に検討する。シンド州側の対応について、遅くとも 2017 年 2 月までには確

認し、JICA からの投入に反映させる。 
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Summary Results of the Mid-term Review Study 
 

1． Outline of Project 
Country: India Project on Sustainable Livestock Development for Rural 

Sindh 

Sector: Agriculture Scheme: Technical Cooperation Project 

Division in Charge: Rural Development 
Department 

Total Cost: 7.2 million JPY 

Period of Cooperation 
From February 2014 to February 2019 

Implementing Organization: 
Department of Livestock and Fisheries, Government of 
Sindh, Islamic Republic of Pakistan 

Supporting Organisation in Japan: 

1.1 Background of the Project 
In Pakistan, livestock sector contributes 50％ of total agricultural production and 10％ of national 

GDP. Pakistan holds one of the largest numbers of livestock population in the world. Livestock plays an 
important role for small-scale farmers, including tenant and landless farmers, as daily as well as 
emergent sources of nutrition supply and income, and invaluable assets. Livestock development is also 
crucial for the creation of employment opportunity and the facilitation of social participation of women 
since they have been traditionally engaged in feeding management of livestock in rural area. 

Sindh Province holds 14 million cattle and buffalo, 3.2 times bigger than those in Japan, 4.4million. 
The province holds Karachi, the largest commercial city in the country, is an exporting hub port toward 
the Middle East and Asia. These are considered as comparative advantages and potentials for the 
development; however, Sindh livestock sector has been overlooked mainly due to the concentration of 
public services and investment on Punjab Province. 

Since small-scale farmers occupy 80％ of the livestock farmers in Sindh province, the Sindh 
livestock sector development particularly for the small-scale farmers needs to draw more attention for 
the remedy of socio-economic disparity among the people and the stability as well as the development 
of the areas. However, the organizational structure and services of the provincial Livestock Department 
have been focusing mostly on disease control of livestock by the veterinarians, derived from the British 
colonial era. That prompts lack of consideration on capacity development of human resources for 
neither livestock development as an industry nor service appropriation for farmers. The Department has 
yet to have a clear vision for public-private partnership or implementation structure. Furthermore, the 
farmers have been traditionally applying primitive livestock rearing technologies, which leads to low 
productivity and failure to draw livestock potentials 

Under these circumstances, the Japanese government supported in conducting “the Project for the 
Master Plan Study on Livestock, Meat and Dairy Development in Sindh Province” (M/P study) from 
July 2010 to July 2011. As a result of this project, the livestock development strategy through to 2020, 
the master plan and action plans were formulated. In order to realize the master plan, the Government of 
Pakistan submitted an official request for implementing a technical cooperation project to the 
Government of Japan. Based on the request, the said Project was formulated and has been implemented 
since February 2014 scheduled to complete in February 2019. 
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1.2 Summary of the Project 
(1) Overall Goal 

The appropriate technologies and the methods for utilizing livestock resources are adopted by the 
farmers in and outside the pilot districts. 

 
(2) Project Purpose 

The foundation for increasing incomes and assets of livestock farmers is built up in the pilot districts. 
 
(3) Expected Outputs 

1) The appropriate technologies and management for livestock development are established 
through on-farm application at the pilot farms with gender consideration. 

2) The methods for utilizing livestock resources are verified. 
3) The verified appropriate technologies and the methods for utilizing livestock resources are 

disseminated in the pilot districts. 
4) The capacity of the Livestock Department for project planning, management, and coordination 

is strengthened. 
 
(4) Inputs 

From Japanese Side: 
1) Dispatch of Experts: A total of 16 Japanese experts in 11 technical fields and a third country 

expert from Bolivia have been assigned. 
2) Overseas Training: A training on viral diagnosis for a veterinary research officer was 

undertaken in Japan. 
3) Provision of Equipment: Equipment approximately valued at Rs. 10.13 million (equivalent to 

JPY 10.82 million) have been procured and provided for the Project. 
4) Operational Cost: A total amount of around Rs. 65.95 million (equivalent to JPY 70.47 million) 

was spent during the period from February 2014 to March 2016. 
 

From Pakistan Side: 
1) Counterpart (C/P) Personnel: A total of 11 officers have been assigned to the Project, out of 

which 9 officers are full-time counterparts. 
2) C/P funds: A total amount of Rs. 175.5 million (for 5 years) has been approved by the Sindh 

government, out of which Rs. 20 million has been utilized. 
3) Facilities and Equipment: Project offices, Calf Salvation Centre, laboratories at Poultry 

Research Institute (PRI) and Central Veterinary Diagnosis Laboratory (CVDL) etc. have been 
provided. 

2． Evaluation Team 
Japan Leader Dr. Masaharu Kanameda Senior Advisor (Livestock), Rural 

Development Department, JICA HQ 
 Cooperation 

Planning 
Mr. Makoto Imamura Officer, Team 1, Group 1, Rural 

Development Department, JICA HQ 
 Evaluation 

Analysis  
Mr. Atsushi Suzuki Senior Consultant, A&M Consultant Co., 

Ltd.   
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Pakistan Leader Dr. Aslam Pervez 

Umrani 
Director, Veterinary Research & Diagnosis 

 Member Dr. Abdul Qadir Junejo Director, Animal Planning & Monitoring 

Period of Study From July 31 to August 20, 2016 Type of Evaluation: Mid-Term Review 

3． Results of Evaluation 
3.1 Achievements 

Achievement level was assessed with 6 grades; namely, 1) very high, 2) high, 3) moderately high, 4) 
moderate, 5) moderately low, 6) very low. 

 
(1) Output 1: The appropriate technologies and management for livestock development are established 

through on-farm application at the pilot farms with gender consideration. 
 On the 25 Pilot Farmers (P/Fs) selected in the 5 districts, the development/verification of 

appropriate technologies has been undertaken focusing on 7 technical fields, namely: 1) Farm 
management, 2) Marketing, 3) Feeding management, 4) Fodder, 5) Animal reproduction, 6) 
Animal health, and 7) Genetic improvement. A total of 50 appropriate technologies have been 
identified so far. 

 The project team will continue the verification activities at 25 P/Fs and the effectiveness of 
identified appropriate technologies will be examined and evaluated. 

 In regard to gender consideration, a female farmer has been involved as the P/F where 
technology verification is being carried out. With female extension workers assigned to the 
districts, it is expected that more female farmers are to be involved. 

 By incorporating the results of these activities, the team will revise and finalize the ‘Guideline 
for Appropriate Technologies’ by the end of the Project. In addition to the overall guideline, 
various manuals and textbooks will be prepared that are expected to be used by field 
technicians and extension workers. 

Conclusion: It is observed that substantial amount of data and information regarding the appropriate 
technologies of livestock management has been accumulated and a number of technical 
publications has already been produced; the overall achievement of Output 1 and 
prospect are regarded as moderately high. 

 
(2) Output 2: Fertilisation technology for small and poor farmers is developed. 
 The Project has succeeded in development of calf salvation methods through trials conducted 

at the calf centre. The team has a plan to prepare a calf rearing manual based on the 
experiences and information obtained through the trials. Several options for calf distribution 
are to be studied and compiled, referring to the results of the survey on traditional sharing 
system in the province. The Project will start promotion of developed methods to commercial 
farmers, ordinary farmers, NGOs and private firms that have an interest in calf salvation. 

 The technical guidance on early diagnosis of pregnancy, reproductive disorder and treatment 
will be conducted at the cattle colony in Hyderabad. The survey results on sharing system and 
microfinance will be reviewed, and if feasible, applied to the dry buffalo recycling plan. 

 While the Project will certainly be able to contribute to better use of livestock resources in the 
province, there are still observed some challenges particularly regarding the economic aspect  
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of the practices as the cost for rearing calves exceeds market price of similar age calves at the 
moment. Unless the method is verified as economically viable, it will be difficult to convince 
stakeholders. 

Conclusion: Based on these observations, the MTR team concludes that the overall achievement and 
prospect for Output 2 are at the moderate level. 

 
(3) Output 3: The verified appropriate technologies and the methods for utilizing livestock resources 

are disseminated in the pilot districts. 
 While the Project has accumulated a certain level of understanding through the PRA 

(participatory rural appraisal) studies conducted in the first and second years, the delay in 
deployment of extension team and procurement of transport means (vehicles and motorcycles) 
has substantially affected the activities for Output 3. According to the original plan, extension 
activity was to be initiated in nearly 100 villages by the end of the 3rd year, but the Project has 
managed to reach only 12 villages where the 1st group of P/F are. 

 There have been several uncertain issues or challenges raised by the Project team that include: 
i) Though new extension workers were finally employed in May 2016, their capacity is 

unknown; 
ii) Since the Project still does not have any female extension workers, the outreach to women 

farmers will be seriously limited; 
iii) It is assumed in the Extension Guideline (plan) that dissemination of technologies from 

farmers (1st beneficiaries) to farmers (2nd beneficiaries) will take place as a result of 
interventions by the Project, but it is uncertain as to what extent it will materialize; and 

iv) It is uncertain as to what extent the progress monitoring and follow-ups of extension 
activities are done by newly assigned extension team. 

 Apart from these issues, the MTR team has observed that the coordination between activities 
for verification of appropriate technologies (Output 1) and those for extension (Output 3) is 
rather weak at the moment. 

 Looking at the progress of the activities for Output 3 and the period remained for the Project, it 
is not feasible to target the same number of farmers as stated in the current PDM (7,500 
farmers across the 5 districts); therefore, the MTR team has advised the Project team to review 
the plan for extension. 

Conclusion: Based on these observations, the MTR team concludes that the overall achievement and 
Prospect for Output 3 are regarded as the low level. 

 
(4) Output 4: The capacity of the Livestock Department for project planning, management, and 

coordination is strengthened. 
 Based on the results of a needs assessment survey, capacity development trainings have been 

organized targeting the staff across the department every year (3rd year trainings are on-going).
 Since trainings to enhance the capacity of staff on the project management are very new to the 

Livestock Department, the Project has carried out the activities for Output 4 on rather trial 
basis. While it is difficult to assess the impact of these activities at this stage, the MTR team 
has observed a number of positive reactions from the training participants or CBU members. 

Conclusion: If the Project continues the support and could succeed in transferring these activities 
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into routine tasks of the department, Output 4 can be achieved at a certain level by the 
end of the Project, but the overall achievement level is currently at the moderately low 
level. 

 
(5) Project Purpose: The foundation for increasing incomes and assets of livestock farmers is built up in 

the pilot districts. 
 The Project has been able to make a substantial progress in activities in the past 2 and half 

years since the Project started in February 2014. A good number of appropriate technologies 
have been identified and will be verified at the P/F. The methods for salvaging new born calves 
and recycling dry buffaloes will be verified. The extension activities of these technologies will 
start very soon, which will benefit a good number of farmers in the target area. The capacity of 
departmental staff has been enhanced through a series of training in the project management. 
The C/P officers who have been closely working with Japanese experts have gained their 
knowledge and skills in various technical fields of livestock management. Most technologies 
verified by the Project have high potential to improve the production level of livestock farmers 
in rural Sindh. In this regard, it is certain that the Project has been making progress towards 
realization of the Project Purpose. 

 On the other hand, it is a fact that a number of activities are behind schedule and the 
achievement level of some Indicators set in PDM are still low. Delay in the necessary inputs 
including human and financial resources has greatly affected the progress in some activities, 
particularly in extension of technologies to farming community.  

Conclusion: Overall achievement in Project Purpose is considered still at the moderately low level 
at the moment. Since the Project has established good relationship among the 
implementation team and with farmers in the target areas, it will be possible to 
accelerate the implementation process in the remaining period and the Project Purpose 
will be achieved at a satisfactory level by the end of the implementation period in 
February 2019. 

 
3.2 Summary of Evaluation Results by Five Criteria 
(1) Relevance is regarded as very high. 
 The policy environment for the Project at both central and provincial level has not drastically 

changed from the time when the Project commenced in 2014. Both of Pakistan and Sindh 
governments have put a great emphasis on the development of livestock sector in the 
socio-economic development polies. “Pakistan Vision 2025” and “Sindh Vision 2030” have 
been overall development policies at the federal and provincial level, in which development in 
the livestock subsector including dairy, meat and poultry has been focused on. 

 Sindh province has more than 14 million cattle and buffaloes; therefore, raising cattle or 
buffaloes on farms is so common among the majority farmers. Livestock products particularly 
milk and meat are important source of nutrition as well as income for the farmers in the 
province. The Project has focused on the development and extension of appropriate 
technologies that are suited for the small-scale farmers in the province. As such, local needs for 
the Project have continued to be high.  

 The assistance policy of Japanese Government for Pakistan has not been changed from the time 
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of the Project formulation. The Project has been placed in the rural economic development 
programme in the Japan’s Official Development Assistant (ODA) programme for Pakistan and 
the JICA’s annual plan. Hence, the Project has been well aligned to the Japan’s foreign 
assistance policy. 

 Livestock products particularly dairy products are one of the important food for the Japanese 
people as well. Japan has a long history of dairy farming and has developed the most advanced 
production system in the world. Hence, Japan has comparative advantage to implement the 
technical cooperation project to contribute to the dairy sector in Pakistan. 

 
(2) Effectiveness is regarded as moderate. 
 Delay in assignment of new staff for extension activities and procurement of some equipment 

(e.g. vehicles, motor cycles) have greatly affected the progress of activities for Output 3, 
consequently, the achievement level of Project Purpose. The Project has made efforts to 
mitigate impacts of this delay by forming a temporary extension team with incumbent officers 
and conducting a series of training for them. As the new staff have been recruited by the time 
of the MTR study, it was considered that although the achievement level of Project Purpose is 
regarded not very high at this stage, the chances to recover the lost time and achieve the 
Project Purpose at a satisfactory level by the end of the Project term are existing. 

 The logic between Outputs and Project Purpose in the PDM was considered generally good. 
Project Purpose was set at appropriate level against the expected outputs. One problem 
observed in the current PDM is that some Indicators for Outputs and Project Purpose were set 
at rather high level against the anticipated inputs and difficult situation where the Livestock 
Department had been operating, including budgetary conditions, slow decision making and 
actions by high authorities (e.g. 7,500 farmers as target). Considering that the department did 
not have specialised sections or experienced staff for extension work before the Project 
commenced, setting such ambitious target had put the Project in more difficult situation. 
Besides that, some Indicators for Project Purpose and Outputs in the current PDM were not 
properly set in terms of level. 

 The MTR team recommends that the Indicators be reviewed to feasible and appropriate level in 
given conditions. 

 
(3) Efficiency is regarded as moderately low. 
 Assignment of C/P personnel, provision of equipment and facilities including office space for 

the Project team, lab facilities at CVDL and PRI, and disbursement of C/P funds for local 
expense were the major inputs from Sindh Government. 9 offices have been assigned to the 
Project on full-time basis. Some Inputs have not been provided as planned, which has been 
affecting the implementation of the Project. Hence, the efficiency of Inputs from Sindh 
Government has not been very high. 

 Inputs from JICA for the implementation of the Project included dispatch of Japanese experts 
and a third country expert, provision of equipment, technical training in Japan for a veterinary 
officer at CVDL and local expense. All the inputs have been provided mostly as planned which 
has contributed to enhanced efficiency of the Project. On the other hand, the delay in payment 
of allowances for C/Ps from Sindh Government has made JICA supplement payment for them 
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since March 2015 to date, which are additional inputs for JICA. And also, some lab equipment 
provided for feed and milk analysis had not been fully utilized due to unstable supply of water 
and electricity, which has affected the efficiency negatively. 

 Since the Project has rather R&D feature, it is difficult to conduct a thorough cost-benefits 
analysis on it; however, a certain level of positive result is anticipated because appropriate 
technologies and a number of capacity development trainings have great potential to benefit 
the livestock farmers broadly on a long term basis. 

 The important assumption from activities to Output level identified at the beginning of the 
Project had really affected the progress of the Project since the delay in recruitment of new 
officers and procurement of equipment has substantially hampered the achievement of Output 3. 

 
(4) The positive impacts are anticipated at the moderately low level. 
 If the Project Purpose is achieved by the end of the Project, the Project will have impact on the 

Overall Goal that is “The appropriate technologies and the methods for utilizing livestock 
resources are adopted by the farmers in and outside the pilot districts.” While it is too early for 
the MTR team to assess as to what extent the Project will have impact on the Overall Goal at 
this stage, continuous efforts will be required to make it happen. It will depend on whether the 
Livestock Department is able to establish the extension system to benefit farmers across the 
province, which would be an important assumption for realizing the overall Goal. 

 Livestock is without doubt important source of food and income for most farmers in Sindh. As 
the aim of the Project is to support farmers in improving their technologies for livestock 
management, it is anticipated that the Project will bring about positive impact on their 
livelihood on a large scale. 

 Any negative impact has been caused by the Project so far and is not anticipated in the future. 
 
(5) Overall sustainability considered to be moderately low. 

Policy and institutional aspect 
 As discussed in Relevance, the Project has been implemented in accordance with the 

government overall development policies. As far as the current policies are not changed 
dramatically, the sustainability of the Project outcome will be maintained at the same level. 

 As the Project has been trying to introduce a new function/service on technology extension for 
farmers that has not existed in the Livestock Department. If the Project can demonstrate that 
such service can bring about visible impact on farmers’ practice of livestock management and 
increased income, possibility for the Department to sustain the function will increase. 
Consequently, the institutional sustainability can be boosted even after the Project has phased 
out. Capacity of the relevant officers enhanced through the Project both in technical and 
management aspects will also contribute to boosting the institutional sustainability. 

Financial aspect 
 While many activities have been carried out with financial support from JICA, the Livestock 

Department has been making efforts to secure C/P budget by applying for PC-I funds. Sindh 
Government has allocated Rs. 115.61 million since the beginning of the Project in 2013/14, but 
only 20％ of the amount has been released and actually utilized for the Project by the time of 
MTR. It is reported that there is possibility for some of project activities can be incorporated  
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into regular work of the Department by applying to PC IV which proposal need be submitted 6 
months before the end of the Project. The Project is planning to support the Department to 
prepare the proposals as a part of capacity development, it is not certain at this stage about the 
level of financial sustainability of the Sindh government in the future. 

 On the other hand, financial sustainability at farmers’ level will be very much depending on the 
profitability of technologies. If farmers can generate adequate income by applying new 
technologies, they will continue to use them even without much support from the Project or the 
government. As the Project is still at initial stage in terms of extension, it is difficult to get a 
clear conclusion regarding sustainability at famer’s level. 

Technical aspect 
 Technical sustainability at the level of C/P officers would be high as the knowledge and skills 

equipped with officers particularly with main C/Ps will assist them in carrying out their work 
as far as they continue to work for the Department. 

 A good level of sustainability can be expected in regard to the technical aspect at farmers’ level 
as the technologies transferred to the farmers will help them in improving their livestock 
management for a longer period as far as they are willing to do so. However, looking at the 
nature of technologies, 2 and half years of the remaining project period may not be enough to 
consolidate the technologies as it usually takes long time for farmers to change behaviours and 
adopt new technologies.  

 
3.3 Contributing and prohibiting factors to the project implementation 

The following factors have been contributing to the smooth implementation of the Project: 
1) A good collaborating relationship has been established in the Project team through frequent and 

effective communication between members. 
2) The expert team has high level of understanding regarding the local conditions of livestock sector 

as some members have continuously been engaged in the JICA project since the time of the 
Master Plan study. 

 
On the other hand, the factor that has negatively affected the implementation process and 

countermeasure are as follows: 
1) As discussed above, the delay in recruitment of new officers and procurement of some equipment 

has negatively affected the implementation process. 
2) The Project team has made efforts to mitigate impacts by forming a temporary extension team 

with incumbent officers and undertaking some extension activities with them. And also, the team 
has had discussions with higher level of officers in charge of budget at the department and 
provincial government headquarters. 

 
3.4 Conclusion and Recommendations 

It is confirmed that the Project has been implemented as designed with a good collaboration 
between Sindh C/P officers and Japanese experts. If the Project team continues to undertake the 
activities in the same manner, it can be expected that the Project will bring about good results. On the 
other hand, the Project has been facing a number of issues and challenges that need to be attended as 
some activities are behind the schedule. Therefore, it is expected that the Project team continue work  

  



xix 

 
together in order to materialize the set goal. In this context, the MTR team has made the following 
recommendations to improve the performance of the Project. 
 
A. Necessary Measures to be taken by the Project 

(1) The scope of output and activities are for benefit to the target group, in this regard, input for 
supporting Breeders’ Association should be optimized within the range of achievement of 
Project Purpose.  

 
(2) Information gathering such as traditional sharing, revolving, access to micro finance have been 

done, Calf Salvation Centre has been established and been operating, reproductive disorder 
diagnosis and treatment and improvement of conception rate have also been tackling with. In 
this regards, method of utilization of buffalo calf and dry buffalo should be made economically 
viable for the target group. 

 
(3) For sustainable extension system after the Project, apart from the extension workers recruited 

under PC-1, involvement of existing technical and para-technical staff in the pilot districts 
should be incorporated within the present activity for securing sustainability. Current 5 Focal 
Persons also should be continuously engaged in the Project for utilization of their knowledge 
and experiences. Moreover, the Project should consider pilot farmers and/or any other core 
farmers as possible facilitators for farmer-to-farmer knowledge-dissemination through the 
development of their capacity on this regard.  

 
(4) For achieving indicators, the capacity development of staff of Livestock Department, the 

effective strategy of human resource development plan should be prepared and training 
opportunity should be allocated to the appropriate number and position of staff following the 
plan. Moreover, follow up after training should be considered for utilization of outcome by the 
staff. 

 
(5) Regarding coordination between Output 1 (verification of appropriate technology) and Output 3 

(dissemination), the MTR team observed this coordination was weak at this moment. For 
smooth and effective dissemination, coordination should be improved. 

 
(6) For the sustainability of the project activities for output 1 and output 2, the number of technical 

training be increased in the targeted districts for technical and para technical staff. 
 

(7) The current PDM (version 2) should be reviewed and revised based on the suggestions made by 
MTR study team. 

 
B. Necessary Measures to be taken by Livestock Department 

(1) Supporting system for Project Manager(PM) till full-time PM recruited should be strengthened.
 

(2) The mechanism of PC-1 budget release should be shared with the Project execution team for 
both sides for follow up. 
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(3) Incumbent technical and para-technical staff on the pilot districts should be given the 

opportunity to learn Project outcomes (appropriate technologies). 
 

(4) Rapid actions for making PRI sustainably operational and effective use of laboratory equipment 
procured by JICA in Mini-laboratory in the Department building as well as in PRI should be 
planned and implemented. 

 
C. Necessary Measures to be taken by Sindh Government 

(1) Relevant support and advise to earlier settlement of the delayed issues on purchase of vehicles 
and motorbikes, recruitment of 10 female extension workers, and revision of PC-1 
whichincludes recruitment of full-time PM and Project allowances to counterpart staff. These 
should be processed among the related government offices with shared time-schedule. 

 
(2) Continuous support for assignment of human resources, provision of budget and equipment by 

PC-1, and by PC-4 in the future (after the Project). 
 

(3) Revised PC-1 shall be designed and approved in such a manner that all the technologies 
developed through JICA assistance reach to targeted number of farmers. 

 
D. Necessary Measures to be taken by Japan International Cooperation Agency 

(1) JICA budget for the 4th year project activities should be carefully examined in proportion to the 
counterpart fund of Sindh government, which has already been behind schedule, for the fear of 
further delay. The progress of PC-1 release and input from Livestock Department should be 
confirmed not later than February, 2017 for JICA’s action. 
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第１章 調査の概要 
 
１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

独立行政法人国際協力機構（JICA）は 2010 年から 2012 年にパキスタン・イスラム共和国（以

下、「パキスタン」と記す）「シンド州畜産（肉・酪農）開発マスタープラン策定プロジェクト」

を実施し、シンド州の畜産全般の現状調査を行うとともに、マスタープラン（M/P）及びアクシ

ョンプランの策定支援を行った。「シンド州持続的畜産開発プロジェクト」（以下、「本プロジェク

ト」）は、同 M/P 調査の提言を受け、適正な畜産技術開発及び農家の営農改善を目的とした技術

協力事業として、2014 年 2 月から 5 年間の予定で実施されている。本プロジェクトが、実施期間

の中盤を迎えるにあたって、2016 年 7 月下旬より 3 週間にわたり中間レビュー（MTR）調査が実

施された。 
本調査の目的は、下記のとおりであった。 
 

（１） プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）及び実施計画（PO）に基づき、プロジェ

クトの進捗や実績を確認するとともに、目標及び成果達成の貢献・阻害要因を分析する。 
 
（２） 評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点から、プロジェクト

の評価を行う。 
 
（３） プロジェクトの後半期間に実施されるべき対策について提言を行う。 
 
１－２ 調査団員構成 

（１）日本側 
 氏 名 担当分野 所属・役職 

１ 要田 正治 総  括 JICA 国際協力専門員 
２ 今村 誠  協力企画 JICA 農村開発部農業・農村開発第一グループ第一チーム 職員

３ 鈴木 篤志 評価分析 （有）A&M コンサルタント シニアコンサルタント 
 
（２）パキスタン側 

 氏 名 担当分野 所属・役職 
１ Dr. Aslam Pervez Umrani 総  括 総局長（普及／研究）／畜産局獣医・診断部長 
２ Dr. Abdul Qadir Junejo 団  員 畜産局家畜計画・モニタリング部長 

 
１－３ 調査期間・日程 

パキスタンでの現地調査は、2016 年 7 月 31 日から 8 月 19 日まで 20 日間にわたり実施された。

詳細スケジュールは、付属資料１．「協議議事録・合同中間レビュー報告書」の ANNEX I に示さ

れるとおり。 
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１－４ 主要面談者 

（１）シンド州政府計画・開発局（P&D） 
・Ms. Rehana Ghulam Ali Memon〔次官（開発）〕 
・Mr. Altaf Bijarani〔次官（計画）〕 
・Mr. Shahabdin Memon（上級主任） 
・Mr. Raja Masroor Hassan（主任代理） 

 
（２）畜産局 

・Mr. Muhammad Ramzan Awan（次官） 
・DR. Ali Akber Soomro（総局長／プロジェクト・コーディネーター） 
・Dr. Jamil Ahmed Shaikh〔育種部長／プロジェクト・マネジャー（PM）〕 
・Dr. Mushtaq Hussain Jokhio（家畜飼育部長） 
・Dr. Aslam Pervez Umrani〔総局長（普及／研究）・獣医研究診断部長／MTR 調査団メンバー〕 
・Dr. Abdul Qadir Junejo（家畜計画モニタリング部長／MTR 調査団メンバー） 
・Dr. Abdul Latif Memon（ハイデラバード県事務所副局長） 
・Dr. Mehmood Baloch（タンド・アラヤ県事務所副局長） 
・Dr. Krishan Baluawi（バディン県事務所副局長） 
・Dr. Syed Riaz Ahmed Shah（マティアリ県事務所副局長） 
・Dr. Zakir Hussain（タンド・モハメド・カーン県事務所副局長） 

 
（３）世界銀行シンド州農業成長プロジェクト－畜産 

・Dr. Nazeer Hussain Kalhoro（プロジェクト・ダイレクター） 
・Dr. Abdulla Sethar（副プロジェクト・ダイレクター） 

 
（４）プロジェクト専門家 

・岡部 寛（総括／組織強化） 
・冨永 秀雄（適正技術開発 1） 
・小林 進介（飼料） 
・川元 美歌（普及／ジェンダー） 
・弓削田 高大（研修管理） 
・原 典子（適正技術開発 2／業務調整） 
・Dr. Ghulam Sarwar Shaikh（ジェネラル・コーディネーター） 

 
（５）JICA パキスタン事務所 

・東城 康裕（所長） 
・髙城 元生（次長） 
・濱野 聡（所員） 
・奥村 憲（所員） 
・Mr. Amir Abbas Bukhari（シニア・プログラム・オフィサー） 
・前田 紫（南アジア部職員） 
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１－５ 中間レビュー（MTR）の手法 

１－５－１ 中間レビュー（MTR）の視点と手順 
本 MTR 調査は、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」（2010 年 6 月）に沿って PDM に基

づき、以下の手順で実施した。 
 
（１） 本邦での事前調査 

１） プロジェクトチームで作成した事前検討資料やこれまでのプロジェクト報告書等を

レビューし、プロジェクトの実績・実施プロセスの状況を整理・分析する。 
２） 現行 PDM に基づき、プロジェクトの実績、実施プロセス、及び評価５項目に沿った

調査項目とデータ収集方法、調査方法等を検討し、評価グリッドを作成する。 
３） 上記２）の評価グリッドに基づき、カウンタパート（C/P）機関を主とする相手国実

施機関、専門家、C/P 等に対する質問を検討する。 
 

（２） パキスタンでの現地調査 
１） 今回調査の内容、計画についてパキスタン側 MTR 調査団と協議を行い、合意する。 
２） 評価グリッドに基づき、プロジェクト関係者に対するヒアリング、サイト視察を行い、

プロジェクト実績・活動プロセス等に関する情報・データの収集・整理を行う。 
３） 上記１）で収集したデータを分析し、プロジェクト実績、実施プロセスの分析と貢献・

阻害要因を抽出する。 
４） 事前調査及び上記１）～３）で得られた結果を総合的に判断し、評価５項目の観点か

ら評価を行い、提言とともに合同 MTR 報告書（英文）に取りまとめる。 
５） 上記４）の報告書を日本側・パキスタン側合同 MTR 調査団で合意したのち、プロジ

ェクト運営委員会（PSC）にてパキスタン・日本双方のプロジェクト関係者へ説明する

とともに協議を行い、その結果をミニッツ（M/M）として合意、署名する。 
６） 現地調査結果概要を取りまとめ、JICA パキスタン事務所にて報告を行う。 

 
なお、本プロジェクトの PDM は、討議議事録（R/D）署名時（2013 年 8 月 20 日）に作成さ

れたオリジナルバージョンに対して、活動開始後、2014 年 11 月 26 日に第 1 改訂版が、2016
年 4 月 8 日に第 2 改訂版がプロジェクト関係者らによって作成され、PSC にて承認された。本

MTR 調査は、現行 PDM である第 2 改訂版に基づき実施した。MTR に用いた PDM は、付属資

料２として添付した。 
 

１－５－２ 調査項目 
主な MTR 調査の項目は、以下のとおりであった。 

 
（１） プロジェクト実績の確認 

プロジェクトの投入実績、活動実績、成果（アウトプット）の現状、プロジェクト目標

の達成見込み、上位目標の達成見込みを確認し、検証した。 
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（２） プロジェクト実施プロセスの確認・検証 
プロジェクト実施プロセスを検証するために、プロジェクト活動を円滑にするために工

夫されたこと、モニタリングのための仕組みの有無、プロジェクト関係者（日本人専門家、

パキスタン側 C/P、その他関係者）間の連携状況などを確認した。 
 

（３） 評価５項目の視点からの分析 
プロジェクトの実績と実施プロセスの確認・検証を通して収集した情報を基に、評価５

項目の視点からプロジェクトを評価した。評価５項目の視点の概要は、以下に示したとお

りである。 
また、評価にあたっては、達成度を「非常に高い」、「高い」、「中から高」、「中程度」、「低

いから中」、「低い」の６段階で評価を行った。 
 

項 目 定 義 

妥当性 プロジェクトがめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が、評価を

実施する時点において妥当か（受益者のニーズに合致しているか、問題や課題

の解決策として適切か、相手国と日本側の政策との整合性はあるか、プロジェ

クトの戦略・アプローチは妥当か等）を問う視点。 
有効性 プロジェクトの実施により、本当に受益者若しくは社会への便益がもたらされ

ているのか（あるいは、もたらされるのか）を問う視点。 

効率性 プロジェクトのコストと効果の関係に着目し、資源が有効に活用されているか

（あるいは、されるか）を問う視点。 

インパクト プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的・間接的効果や波及効果を

みる視点。予期していなかった正・負の効果・影響を含む。 

持続性 援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続しているか（あるいは、

持続の見込みがあるか）を問う視点。 

 
１－５－３ データ収集方法 

上記の調査を実施するに先立ち、評価項目に沿った評価設問を設定した。それぞれの評価設

問に対して、必要な情報・データ、その情報源や収集方法について検討し、この結果、付属資

料３に示した評価グリッドを作成した。本調査のための情報・データの収集は、作成した評価

グリッドに沿って実施した。具体的な情報・データの収集方法は、以下のとおり。 
 

（１） 既存資料のレビューと分析 
プロジェクトに関する以下の資料をレビューし、分析に活用した。 

１） MTR 用事前資料集（日・英）（2016 年 6 月） 
２） プロジェクト業務計画書（日・英）第 1 年次（2015 年 1 月）、第 2 年次（2016 年 1 月） 
３） プロジェクト業務進捗報告書（日・英）第 1 年次（2014 年 2 月）、第 2 年次（2015 年

2 月）、第 3 年次（2016 年 2 月） 
４） コンサルタト業務従事月報（日）（2016 年 3 月分～7 月分） 
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５） 「シンド州畜産（肉・酪農）開発マスタープラン策定プロジェクト詳細計画策定調査

報告書」（日）（2010 年 4 月） 
６） 「シンド州畜産（肉・酪農）開発マスタープラン策定プロジェクト Final Report（和文

要約）」（2011 年 10 月） 
７） 「シンド州持続的畜産開発プロジェクト詳細計画策定調査報告書」（日）（2013 年 5 月） 
８） 「対パキスタン・イスラム共和国 国別援助方針」（平成 24 年 4 月） 
９） 「対パキスタン・イスラム共和国 事業展開計画」（2015 年 4 月現在） 
10）Pakistan-Vision-2025 (August 11, 2014) 
11）Sindh Vision 2030 (July 03, 2007) 
12）Livestock Development Policy (2007) 
13）その他、パキスタン国及びシンド州農業・畜産政策に係わる資料 

 
（２） プロジェクト関係者への質問票（アンケート）調査 

現地調査に先立ち、評価分析を担当する団員が、プロジェクトの実績、実施プロセス、

評価５項目に関する質問票を作成、事前にプロジェクト関係者（専門家、C/P）に配布し、

回答を得た。 
 

（３） プロジェクト関係者に対するインタビューの実施 
現地調査中は、可能な限り関係者（C/P、日本人専門家、州畜産局、県事務所）並びに

受益者（対象地域のパイロット農家）に面会し、質問票から得られない情報の補完的な収

集に努めた。 
 

（４） プロジェクト合同 MTR 報告書の作成と署名 
調査結果に基づき英文「合同評価報告書（Joint Mid-Term Review Report）」（付属資料１）

を作成し、双方の団長により署名が行われた。 
 

１－５－４ 調査の制約・限界 
本 MTR 調査では、可能な限り客観的かつ包括的な情報・データの入手に努めたが、限られ

た時間内での調査と分析のため、以下に示すような制約があった。 
 

（１） 調査期間中に、対象となっている 5 県を訪れ、活動に参加している受益者（パイロット

農家など）からできるだけ多くの情報を得るよう努めたものの、直接インタビューを行う

ことができた農家の数には限りがあった。 
 

（２） 投入や活動の適性度といった価値判断については、できる限り定量的、客観的な分析が

できるよう努力をしたが、必要なデータが入手できないケースも多々あった。そのような

場合には、関連資料やアンケート、面談者の証言を MTR 団員が可能な限り客観的な視点

から検証し、定性的な情報として調査結果に含めた。 
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第２章 プロジェクトの概要 
 
２－１ プロジェクトの背景 

パキスタンの畜産分野は、農業総生産の約 5 割、総 GDP の約 1 割を占める重要なセクターであ

る。家畜数も世界有数であり、一般牛が世界第 8 位（約 3,400 万頭）、水牛が第 2 位（約 3,100 万

頭）、ヤギが第 3 位（約 6,000 万頭）、ヒツジが第 9 位（約 2,800 万頭）である。乳生産量は第 4
位（約 3,550 万 t）である（FAOSTAT 2010 年データ）。家畜は小規模農家（小作農、土地なし層含

む）にとって、貴重な資産であるとともに、日常的な生活栄養補給や現金収入源としての重要な

役割を果たしている（家畜は小規模農家の収入・資産の 10～50％を占める）。飼育管理において

は農村女性の果たす役割が大きく、畜産部門における雇用機会の創出を通じた女性の社会参加促

進という観点からも畜産振興は重要である。 
本事業の対象地域であるシンド州には、約 1,400 万頭（日本の総保有牛総数である約 440 万頭

の 3.2 倍。パキスタン国内ではパンジャブ州に次ぐ第 2 の保有数）の一般牛及び水牛がおり、一

般牛レッド・シンディ種や水牛クンディ種といった熱帯性家畜種の起源地を誇り、同国最大の商

港カラチ（中近東やアジア等への国際的な輸出ハブ港）を擁する。シンド州の畜産部門は、この

ような比較優位とポテンシャルを有しながらも、畜産分野ではパンジャブ州への行政サービスや

投資が偏重されており、等閑視されてきた。また、シンド州は度重なる洪水の被害を受けるなど、

リスクに対して脆弱な地域であり、都市農村間の格差（農村部の貧困率は都市部の 2 倍）や食料

を十分確保できていない世帯の割合（72％）がパキスタン国内で最も大きくなっている。 
シンド州では伝統的に複合農業が営まれ、家畜が現金収入源、資産、農村住民への貴重な動物

性たんぱく質の供給源、女性を含む労働力の吸収源等の機能を有しており、畜産部門は個々の農

家にとってリスクに対するソーシャルセーフティネットの機能も果たしている。耕種部門につい

ては畜産部門に対する飼料の供給源として機能する一方、少数の地主による伝統的な大土地所有

制度が一般的であり、小規模農家は作付品目も自由に選択することができないケースや、収穫の

50～75％が大土地所有者のものとなるケース等が存在する。したがって、畜産開発は、シンド州

農村部において、全農家の約 8 割（560 万頭の一般牛・水牛を保有）を占める小規模農家を対象

に実施するものであり、地域の安定化と発展にとって重要である。しかしながら、同州畜産局の

組織体制及び行政サービスは、英国統治以降の伝統的な、獣医師を中心とした疾病対策に偏重し

ており、畜産関連の産業振興に向けた人材育成や農家へのサービス内容の転換、官民連携の具体

的ビジョンや実施体制が整っていない。また、農家は伝統的な家畜飼育を行っているが、生産性

は低く（牛乳の生産性は全国平均 12 リットル/頭に対して、シンド州の小規模農家の平均は 4 リ

ットル/頭）、家畜がもっている潜在能力を引き出せていない状況にある。 
このようななか、わが国は 2010 年から 2012 年に「シンド州畜産（肉・酪農）開発マスタープ

ラン策定プロジェクト」を実施し、前述の状況を確認し、M/P 及びアクションプラン策定支援を

行った。パキスタン政府は、M/P の提言を受け、適正な畜産開発及び小規模農家の営農改善に関

わる技術協力をわが国に要請した。本プロジェクトは、この要請を受け、2014 年 2 月から 5 年間

の予定で実施されているものである。 
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２－２ 協力内容 

（１）協力期間 
2014 年 2 月 24 日～2019 年 2 月 23 日（5 年間） 

 
（２）協力相手機関 

シンド州畜産局 
 
（３）対象地域 

シンド州内の 5 県：バディン県（人口 154 万人）、ハイデラバード県（同 209 万人）、マテ

ィアリ県（同 72 万人）、タンド・アラヤ県（同 65 万人）、タンド・ムハマド・ハーン県（同

61 万人） 
 
（４）対象グループ 

プロジェクトサイト内において 5 頭以下の家畜を飼育する小規模農家 
 
（５）上位目標 

適正技術及び家畜資源の有効活用方法がシンド州内の農家によって適用される。 
 
（６）プロジェクト目標 

畜産に携わる農家の収入と資産（assets）の増大のための基盤（適正技術開発・普及体制整

備・実施機関の体制強化・関係者の能力向上）をパイロット県において構築する。 
 
（７）成 果 

１） パイロット農家における実証を通じてジェンダー視点に立った畜産開発の適正技術と

マネジメント手法が開発される。 
２） 子牛救済・活用、乾水牛のリサイクリング、家畜のシェアリング・リボルディング等に

より家畜資源を有効活用する仕組みが実証される。 
３） 開発、実証された適正技術、仕組みがパイロット県内の農家に普及される。 
４） 畜産局の事業運営、管理、調整能力が強化される。 
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第３章 プロジェクトの実績と実施プロセス 
 
３－１ 投入実績 

３－１－１ パキスタン側からの投入 
下記のとおり、C/P 職員の配置、C/P 予算の拠出、施設・機材の提供が、パキスタン側から

の主な投入であった。詳細は、付属資料１．「協議議事録・合同中間レビュー報告書」の ANNEX 
IV に示した。 
 
（１） カウンタパート（C/P）スタッフの配置 

合計 11 名の畜産局職員が、2014 年 2 月のプロジェクト開始よりプロジェクト C/P とし

て配置されている。このうち 9 名が専属 C/P として、日本人専門家の指導の下、現場の活

動に従事している。このほか、県レベルには、普及員 25 名がプロジェクトのために期限

付職員として採用されることになっていたが、その選定プロセスが大幅に遅れたため、5
つのパイロット県で、獣医官（VO）と畜産アシスタント（SA）がそれぞれ 1 名ずつ暫定

的にフォーカル・パーソン（FP）、普及員（EW）として配置された。畜産局は、2016 年 5
月に、遅れていた臨時職員のうち 17 名（うち EW 10 名）の選定手続きを完了し、パイロ

ット県に配置した。 
 

（２） C/P 予算の承認と拠出 
プロジェクトが実施される 5 年間の C/P 経費として、合計 1 億 7,500 ルピーが中央政府

及び州政府により承認されているが、これまでに実際に拠出、利用されたのは、合計 2,000
万ルピーであった。 

 
（３） 施設・機材の提供 

プロジェクトチーム（専門家・C/P）の執務室が、畜産局本省ビル内に提供され、水道、

電気などがパキスタン側経費で提供されている。また、「子水牛救済センター」が、畜産

局の中庭に設置されるとともに、畜産局傘下の施設である「養鶏研究所（PRI）」と「中央

獣医診断研究所（CVDL）」のラボが、プロジェクト活動に関わる分析業務のために提供さ

れている。 
 

３－１－２ 日本側からの投入 
下記のとおり、専門家の派遣、本邦研修の実施、資・機材の供与、現地活動費の支出が、日

本側からの主な投入であった。詳細は、付属資料１．「協議議事録・合同中間レビュー報告書」

の ANNEX V に示されているとおり。 
 

（１） 専門家の派遣 
MTR 時点で、11 分野の日本人専門家が延べ 16 名と、第三国専門家（ボリビア人）1 名

が派遣された。 
 
 



－9－ 

（２） 本邦研修の実施 
ウイルス検査を目的としたポリメラーゼ連鎖反応（PCR）操作習熟のための本邦研修が、

CVDL の獣医研究者 1 名に対し実施された。 
 

（３） 機材の供与 
事務機材、分析機材、車両など、総額約 1,013 万ルピー（約 1,082 万円）相当の機材が、

プロジェクト活動のために供与された。 
 

（４） 現地活動費 
2016 年 3 月末（2015 年度）までに、総額 6,595 万ルピー（約 7,047 万円）の現地活動費

（在外事業強化費）が支出された。 
 
３－２ 活動実績 

パキスタン C/P と日本人専門家からなるプロジェクトチームは、2014 年 2 月から PDM 及び PO
に沿って活動を進めてきた。本レビュー調査時点までに実施された活動の概要と後半の予定を、

PDM に示された活動項目ごとに取りまとめ、結果を付属資料１．「協議議事録・合同中間レビュ

ー報告書」の ANNEX VI に示した。プロジェクト実施チームの自己評価に基づく各活動項目の進

捗状況は、表３－１に示すとおりであった。 
 

表３－１ 活動の進捗状況 
達成レベル *(%) 

成 果   活   動  項  目 0 25 50 75 100
０ 0 ベースライン調査を実施する。             

１ 

1-1. パイロット農家を選定する。             
1-2. パイロット農家と適正技術開発計画を作成する。             
1-3. パイロット農家において適正技術の実証を行う。             
1-4. 実証された技術を周辺農家に適用する。             
1-5. 適正技術の適用状況をモニタリングし、評価する。             
1-6. 大学等の関係者と共に、適正技術開発に必要な研究／活動を実施する。             
1-7. 技術ガイドラインを作成する。             

２ 

2-1. 実験農場を選定する。             
2-2. 子牛配布、乾乳牛リサイクル、家畜シェアリング、家畜リボルディング方法を検証する。             
2-3. 家畜資源の有効活用計画を作成する。             
2-4. 家畜資源の有効活用計画を試行、評価する。             
2-5. 効果が確認された家畜資源の有効活用方法を農家に適用する。             
2-6. 家畜資源の有効活用方法の農家への適用状況をモニタリング、評価する。             
2-7. 家畜資源の有効活用に関するガイドラインを作成する。             

３ 

3-1. 普及計画を作成する。             
3-2. 普及マテリアルを作成する。             
3-3. マスタートレーナー及び普及員（女性を含む）のための訓練を実施する。             
3-4. 普及活動を実施する。             
3-5. 普及活動をモニタリング、評価する。             
3-6. 普及計画および普及マテリアルの見直しを行う。             

４ 

4-1. 事業管理、情報共有、調整方法等を含んだ事業運用ガイドラインを作成する。             
4-2. 事業計画、管理、モニタリング手法に関する研修を実施する。             
4-3. 関係者間の調整及び情報共有のために、「畜産開発プラットフォーム」を設置する。             
4-4. 運用ガイドラインの見直しを行う。             

* PDM に示された各活動項目の「達成レベル」は、プロジェクトメンバーの自己評価に基づく。 



－10－ 

３－３ 成果（アウトプット）の達成状況 

PDM で計画された 4 つの成果に対し、それぞれ設定されている指標を検証したうえで、全体の

達成状況と今後の見通しを以下にまとめた。 
 

３－３－１ 成果１ 

成果１ パイロット農家における実証を通じてジェンダー視点に立った畜産開発の適正技術

とマネジメント手法が開発される。 
 

（１） 指標達成状況の検証 

指標 1-1 マスタートレーナーや普及員も含め担当カウンターパートとパイロット農家の

70％が、プロジェクトで作成する技術ガイドラインを習得している。 
１） プロジェクト開始と同時に予定されていた「マスタートレーナー（MT）・普及員（EW）」

の雇用が遅れたため、これまでにプロジェクト活動に実際に関わってきたのは、畜産局

本部のメイン C/P 9 名とパイロット農家（P/F）25 戸のみである。また、適正技術につい

ての「ガイドライン」は、第 1 ドラフトが作成されたところで、完成に至っていない。 
２） 一方、メイン C/P〔畜産局の正規職員 11 名のうち、局長とプロジェクト・マネジャー

（PM）を除く〕は日本人専門家の指導の下、25 戸の P/F を定期的に訪問し、適正技術

検証に関わる活動を継続的に行っていることから、「ガイドライン」（ドラフト）に示さ

れた技術・知識について徐々に習得しつつあることが示唆されている。 
３） よって、現段階で本指標の達成レベルを数値化して示すことは難しいものの、C/P と

パイロット農家が、現在のプロジェクト活動を継続し、新たに雇用される EW 等の人材

が必要な研修を受講し、プロジェクト活動を行っていくことにより、指標に示された数

値は達成されることが期待される。 
 

指標 1-2 25 農家で適正技術が実証される。 

１） 対象 5 県で選定された 25 戸の P/F で、7 つの分野（①営農、②マーケティング、③飼

養管理、④飼料、⑤繁殖、⑥家畜衛生、⑦育種）を対象に適正技術の検証・開発が実施

されている。 
 

表３－２ 選定された適正技術と有用基礎技術 

分 野 選定された技術の数 
適正技術 有用技術* 合 計 

① 営農 2 2 4 
② マーケティング  1 3 4 
③ 飼養管理 26 9 35 
④ 飼料 5 5 10 
⑤ 繁殖 3 6 9 
⑥ 家畜衛生 10 2 12 
⑦ 育種 3 2 5 
⑧ 家畜資産 0 3 3 

合 計 50 32 82 
*：「有用基礎技術」の多くは乳量増加に直接関係しない技術で、また残された 2.5 年間という期間内での実証が困

難と目された技術である。これらは、畜産開発 100 年の計を達成するうえで有用な基礎技術であり、なかには
将来の適正技術として選ばれる潜在候補技術も含まれる。 
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２） 検証に関わる活動は、2014 年 11 月から本格的に開始され、1 年目終了（2015 年 2 月）

までに生乳生産と農家の収入を増加させるのに寄与する可能性のある技術群を特定し

たうえで、P/F にて検証をすすめ、1 年目に 24 項目、2 年目に 26 項目、合計で 50 項目

が「適正技術」として選定された（表３－２）。 
３） これまでの活動結果に基づき、「適性技術ガイドライン」の第1ドラフトの改訂が進め

られている。並行して下記、マニュアル 8 種と研修教材 1 種が作成された。 
 

① 畜産の経営診断マニュアル 
② 乳脂肪検査マニュアル 
③ 耳標装着マニュアル 
④ 飼料サンプリングマニュアル 
⑤ 土壌サンプリングマニュアル 
⑥ 超音波診断マニュアル 
⑦ 直腸検査の指導教材 
⑧ パイロット農家の乳量測定マニュアル 
⑨ ブリード検査マニュアル 

 
４） P/F における技術の検証に並行し、畜産局傘下の研究所や大学と連携し、下記の分析

作業が行われている。 
① 「畜産局養鶏部（PRI）」飼料分析ラボ（カラチ）における飼料成分分析 
② シンド農科大学と民間企業 Engro Fertilizer との土壌・粗飼料分析データの共有 
③ 「畜産局中央獣医診断研究所（CVDL）」（タンド・ジャム）のラボ・農場における

繁殖生理の研究 
５） 以上の分析から、数値的な達成度を示すことは難しいものの、指標 1-2 については、

その達成に向け活動は確実に進捗しているとみられる。 
 

（２） 全般的な達成状況と見込み 
・ プロジェクトは、25 農家での技術検証活動をこののちも継続する予定である。実施チー

ムの計画では、現在行っている第 1 グループ 12 農家からの週例データ収集は 3 年目末

まで、第 2 グループ 13 農家からの月例データ収集は最終年末まで継続される。収集デ

ータの分析をすすめ、選定された技術の有用性についての最終的な評価を行う。PRI、
大学、CVDL との連携による研究施設での分析は継続し、検証の材料とする。マネジメ

ント手法については、適正技術と一体となったものであるとプロジェクトチームは理解

しているところ、提言の 1 つである PDM の改訂の検討のなかで明確化する。 
・ ジェンダー視点については、25 農家中 1 農家に女性が家長である農家を選定し、技術の

検証を行うことで、女性に配慮した取り組みを進めている。また、今後、女性 EW が採

用されれば、より多くの女性農家へのアプローチが可能となる見込みである。 
・ これらの活動の結果を反映させ、協力期間終了までに「適正技術ガイドライン」が最終

化される予定である。同時に、現場技術者や EW のための各種マニュアル、普及教材も

最終化されることが見込まれる。 
・ 以上の状況から、適性技術に関わる相当量の情報・データが集積されていて、成果１に
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向けた活動はほぼ予定どおり進捗していることが確認された。ただし、PRI における飼

料分析、畜産局での入室検査は、分析機器に必要な電気、水などを安定的に供給する基

盤整備に時間がかかっているため遅延している。したがって、成果１の全般的な達成状

況と見込みは、「中から高」レベルにあると判断した。 
 

３－３－２ 成果２ 

成果２ 子牛救済・活用、乾水牛のリサイクリング、家畜のシェアリング・リボルディング

等により家畜資源を有効活用する仕組みが実証される。 
 

（１） 指標達成状況の検証 

指標 2-1 担当カウンターパートと農家の 70％が、プロジェクトで作成する家畜資源有効活

用ガイドラインを理解している。 
１） 子牛救済・活用、乾水牛のリサイクリング、家畜のシェアリング、リボルディング等

により家畜資源を有効活用する仕組みには幾つかあるが、これまでのところ、プロジェ

クトとしては「子水牛の救済・活用」と「乾水牛のリサイクリング」に焦点を当てた活

動が行われてきた。家畜のシェアリングについては、プロジェクト活動への応用の可能

性を検討するための伝統的な仕組みについての調査が実施された。 
２） 子水牛の救済のための仕組み・技術の開発：キャトルコロニーでは、無数の子牛・子

水牛が、伝統的に出生後数日で殺処分されている。これは、キャトルコロニー内には新

生子（水）牛を育成する場所がないことや、子（水）牛を育てるために、商品である生

乳を与えなければならないことから、経済的に合わないことなどが理由となっている。

母牛の生乳を消費することなく、新生子（水）牛を育成できる方法を確立できれば、貴

重な家畜資源を有効利用できる可能性は高くなる。このような目的のため、プロジェク

トでは畜産局の中庭に「子水牛救済センター」を設置し、新生子水牛の育成技術につい

ての試行、開発が行われている。これまでに、ハイデラバードのキャトルコロニーから

90 頭の新生子水牛が救済され、このうち 65 頭の育成に成功し、P/F や周辺農家に配布さ

れた。 
３） 乾水牛のリサイクリング：子水牛同様、キャトルコロニーでは、乾水牛は 1 泌乳サイ

クルの搾乳ののち、食肉用に売却されることが多い。乾乳牛飼育のための場所が十分な

いことと、出産後、短期間で受胎させるための繁殖技術が関係者（農場主、獣医師、畜

産技術者）の間にいきわたっていないことが原因となっている。このため、プロジェク

トでは、C/P も含め、官民の獣医師、畜産技術者が繁殖技術（早期妊娠鑑定も含む）を

向上させるための方策を模索している。一方、乾水牛のリサイクリングが、本プロジェ

クトのターゲットグループである小規模農家にどう裨益するかについての検証は今後

の課題である。 
４） 以上のとおり、成果２に向けた活動を通して、家畜資源有効活用に関わる経験と知識

が蓄積されてきているが、指標にある「家畜資源有効活用ガイドライン」はまだ作成さ

れていないことから、指標 2-1 の達成レベルの評価は現段階では時期尚早といえる。し

かしながら、担当 C/P や農家は、これまでの活動から家畜資源有効活用に関わる知識を

習得していることは推察される。 
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指標 2-2 プロジェクトで救済された仔牛の生存率が 90％となる。 

１）表３－３は 2015 年 11 月から 2016 年 7 月の間に子水牛救済センターに導入された子水

牛の数と死亡頭数をまとめたものである。同センターが稼働し始めて 1 年未満であるも

のの、導入された 89頭の子水牛のうち死亡したのは 7頭であったので死亡率は 7.9％で、

生存率は 90％を超えている。 
 

表３－３ 救済された子水牛の数と死亡率 

年 次 導入された子水牛 死亡した子水牛 死亡率（％） 
1 年次（2015 年 11 月～2016 年 2 月） 48 3 6.3 
2 年次（2016 年 3 月～7 月） 41 4 9.8 

合 計 89 7 7.9 
 

２）M/P 調査時（2011 年）の飼育試験では、死亡率が 25％を超えていたことからみると、

技術が確実に改善されていることがわかる。これらの事実から、指標 2-2 の達成レベル

は「非常に高い」といえる。ただし、これまではプロジェクトによる高価な投資（生乳

やカーフスターター）がなされており、今後はより安価な投資による実現可能な飼育モ

デルを試験する予定である。 
 

（２） 全般的な達成状況と見込み 
・ プロジェクトは、子水牛救済センターにおける子水牛の試験飼育を通して救済技術の開

発に成功しつつある。実施チームは、これまでの試験から得られた経験・情報を基に、

「子水牛育成マニュアル」の取りまとめを予定している。今後、伝統的なシェアリング

方法を参考に、農家への子水牛配布の仕組みを幾つか試行する計画である。また、同時

に、子水牛の育成に関心のある畜産ステークホルダー（商業農家や一般農家、NGO、関

連企業）に対する技術の啓発を行っていくことを計画している。 
・ ハイデラバードのキャトルコロニーにおいて、妊娠診断技術（直腸検査等）、繁殖障害

診断と治療に関わる技術指導を継続する。また、シェアリングやマイクロファイナンス

の調査結果を検証し、可能であれば、乾水牛のリサイクリングに適用する方法を模索す

る。 
・ プロジェクトはこれまでの活動を通して、家畜資源有効活用改善に貢献する技術的な可

能性を見いだしつつあるものの、子水牛の育成経費が現状では市場における同年齢の子

水牛の価格を超えていることから、経済的な面で解決すべき課題がある。経済的な実行

可能性が証明されないと、関係者の関心をひくことは難しいとみられる。 
・ 以上の分析結果に基づき、現段階では成果２の達成度と見込みは「中」レベルと判断し

た。 
 

３－３－３ 成果３ 

成果３ 開発、実証された適正技術、仕組みがパイロット県内の農家に普及される。 
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（１） 指標達成状況の検証 

指標 3-1 マスタートレーナーや普及員も含め担当カウンターパートの 70％が、プロジェク

トで作成する普及計画とマテリアルを習得している。 
１） 成果３は、成果１、２で開発、実証した適正技術と家畜資源を有効活用する仕組みを、

対象県の農家へ普及させる活動である。プロジェクトの普及実施チームは、普及活動に

先立ち、対象地域の村落内外での情報伝達の仕組み、意思決定プロセスなど、村落の社

会構造を調べ、畜産技術の普及に係る留意点及び普及活動展開に向けた提言をまとめる

ために、「参加型村落調査手法（PRA）」を実施し、調査結果を普及計画作成のために活

用した。 
２） 当初計画では、プロジェクト開始と同時に 25 名のスタッフが普及活動を行うために

雇用される予定であったが、シンド州政府内の手続き上の問題で、2 年以上遅れた。こ

のため、プロジェクトは 2 年目に計画どおり普及活動を開始することができなかった。

対応策として、各県 1 名の獣医官（VO）と 1 名の畜産アシスタント（SA）をマスター

トレーナー（MT）、普及員（EW）に指名してもらい、臨時普及チームを組織して、代

わりに活動を進めた。プロジェクトとしては、女性スタッフも配置してもらい、女性農

家への普及活動も計画したが、女性職員は業務を辞退したため、男性農家への普及活動

のみ行ってきた。 
３） 臨時普及チームに対しては、表３－４に示すとおり、普及研修が実施された。 

 
表３－４ 臨時普及チームに対する普及研修 

No. 期 間 参加者 目的・内容 
1 2015/10/12-28 

（11 日間） 
10 名（5 FPs,
5 SAs） 

①プロジェクト活動及び普及計画についての理解を

促す。 
②今後普及チームとして活動するためのチームビル

ディングを行う。 
③村で活動するのに必要なソーシャルモビライゼー

ションなどの知識を学んでもらう。 
2 2015/11/ 30-12/ 2 

（3 日間） 
10 名（5 FPs,
5 SAs） 

SA の適正技術についての理解度を高めることを目的

に補完的な内容で実施された。 
3 2016/4/12-13 

（2 日間） 
9 名（5 FPs,
4 SAs） 

普及チームがセンシタイゼーション会議の内容や重

要なポイントを学び、村で実践できるようになるため

に、本研修が実施された。 
 

４） 予定されていた期限付き雇用スタッフのうち 17 名（MT・EW）が、2016 年 5 月に採

用され、7 月下旬より導入研修が実施された。 
５）以上のような状況から、プロジェクト開始より活動に参加してきた普及担当のメイン

C/P は指標にあるとおり普及計画や教材の内容を十分理解しているとみられるが、雇用

されたばかりの 17 名の普及スタッフは十分理解している段階にはない。さらに、15 名

の EW がまだ雇用されていない。したがって、指標 3-1 の達成レベルは、現状、「低い」

レベルにあると判断された。 
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指標 3-2 7,500 農家（普及員経由で 95％の農家、農家から農家へ 5％の農家）に適正技術

が伝わる。 
１）上述のとおり、2016 年 7 月に新しく雇用された普及チームへの研修が実施されたばか

りのため、農家に対する実際の普及活動は 1 年目に選定された P/F のいる 12 村で実施さ

れたのみである。よって、指標 3-2 の達成レベルも未だ低いレベルにあるといえる。 
 

（２） 全般的な達成状況と見込み 
・ プロジェクトは、1 年目、2 年目に実施した参加型農村調査手法（PRA）調査によって農

村社会について一定の理解を進めたが、普及スタッフの雇用及び移動手段（車両やバイ

ク）の調達の遅れが成果３のための活動に少なからず影響を及ぼしている。当初計画に

よれば、3 年目終了までに約 100 カ村で普及活動が始まっているはずであったものの、

実際にこれまでできたのは P/F が選定された 12 カ村のみであった。 
・ プロジェクト後半に普及活動が本格的に展開される見通しであるが、下記のとおり、何

点かの懸念事項が実施チームにより挙げられている。 
i) 普及スタッフは 5 月に雇用されたが、その能力は活動を始めてみないと分からない。 
ii) 今のところ女性普及スタッフがいないため、村の女性へのアウトリーチが限られて

いる。 
iii) 普及ガイドライン上は、農家（第 1 受益者）から農家（第 2 受益者）への普及が起

こることを想定しているが、実際にどの程度それが起こるかどうかは分からない。 
iv) 5 県同時並行で普及活動が展開されることになり、活動のフォローアップ、進捗管

理が円滑になされるか不明である。 
・ これらの事項のほか、成果１に関わる活動（適正技術の検証・開発）と成果３の活動（技

術の普及）間の調整・連携が現状では弱いことが観察された。例えば、成果１で選定さ

れた適正技術は、普及活動の進捗をモニタリングするために準備されている「適正技術

開発チェックシート」（プロジェクト目標の指標１を確認するために利用する表）に必

ずしも反映されていないことが確認されている。 
・ 成果３の活動状況と、残された実施期間を考慮すれば、現行 PDM に設定されている普及

ターゲットの農家数（5 県で 7,500 戸）を実現することは事実上、困難になっていると考

えられることから、調査団としては普及計画を適正なレベルに見直すことを提言した。 
・ 以上の分析から、成果３の全般的な達成状況と見込みは、現状では「低い」レベルにあ

ると判断した。 
 

３－３－４ 成果４ 

成果４ 畜産局の事業運営、管理、調整能力が強化される。 

 

（１） 指標達成状況の検証 

指標 4-1 
4-2 
4-3 

プロジェクトの年次計画が、畜産局主導で作成される。 
月次モニタリング結果が、畜産局県事務所によって報告される。 
プロジェクトの年次評価報告が、畜産局主導で作成される。 

１） 広く畜産局職員を対象としたマネジメント能力強化研修の計画がニーズアセスメン
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ト調査の結果に基づき作成された。1 年目は、表３－５に示されたとおり、2014 年 10
月から 11 月にかけ、212 名の職員に対して 11 のテーマで実施された。161 名が、研修後

テストで一定のレベルに達していることが確認された。 
 

表３－５ 畜産局職員を対象としたマネジメント能力強化研修（1 年目） 

研修テーマ 参加者 
合 計 到達者 未到達者 

1. Social Mobilization  19  11  8 
2. Strategic Planning of Project  20   5 15 
3. Communication Skills  20  14  6 
4. Conflict Resolution  20  20  0 
5. Project Monitoring & Evaluation  21  19  2 
6. Gender  22  22  0 
7. Farmers Organization  21  20  1 
8. Leadership  17  13  4 
9. Decision-making  17  17  0 
10. Reporting  16  11  5 
11. Entrepreneurship Development  19   9 10 

合 計 212 161 51 
 

２） 2 年目からは、プロジェクトマネジメントと普及に関わるタスクフォース（TF）が設

置され、職員の能力研修についての計画を担当するやり方がとられた。普及 TF は、数

回の会合ののち、中心となっていた職員の異動により解散されたが、マネジメント TF
は研修ニーズを確認し、2015 年 10 月から 12 月にかけ 58 名の職員に対し、5 つのテー

マで研修が実施された（表３－６）。 
 

表３－６ 畜産局職員を対象としたマネジメント能力強化研修（2 年目） 

研修テーマ 参加者 試験結果(％) 
合 計 到達者 研修前 研修後 

1. Participatory Planning, Monitoring 
and Evaluation of the Projects 15 12 38 75 

2. Report Writing Skills 12 9 35 72 
3. Project Proposal (PC 1) Writing 13 7 23 63 
4. Human Resource Management and 

Development  9  0  6 46 

5. Developing SOPs for the Department  9  8 12 81 
合 計 58 36 - - 

 
３） 3 年目、総局長（DG）によって任命された 11 名の職員で能力開発ユニット（CBU）

が組織され、マネジメント能力研修の計画策定と実施する体制が整えられた。以後、研

修参加者の選定や研修後のモニタリングは、常設化が期待される CBU メンバーが中心

となり実施されることが想定されている。プロジェクトメンバーと CBU により作成さ

れた計画によれば、3 年目の能力強化研修は、表３－７に示されたとおり、6 つのテー

マで実施される予定である。このうち 2 つのコースが、将来、MT となる人材の育成を

目的とした指導者研修（ToT）である。 
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表３－７ 畜産局職員を対象としたマネジメント能力強化研修（3 年目の計画） 

区 分 研修テーマ 期 間 参加者 
Basic 1. Project Cycle Management 2016/8 (5 days) 25 

2. Project Proposal (PC 1) Writing 2016/8 (5 days) 25 
3. Monitoring and Reporting 2016/10 (6 days) 25 
4. Developing SOPs for the Department 2016/11 (5 days) 25 

Master  
Trainers 

5. Social Mobilization 2016/11 (6 days) 20 
6. Participatory Planning, Monitoring and 

Evaluation of the Projects 2016/12 (6 days) 20 

 
４） プロジェクトでは、対象 5 県で普及活動が本格的に開始されたのち、これまで実施し

てきた研修をベースに、県と本省を結ぶレポーティング体制を構築することを計画して

いる。しかしながら、マネジメント能力に関わる研修の到達目標がいまひとつ明確にさ

れておらず、設定されている指標 4-1 から 4-3 がどの程度実現されるかは現段階では明

らかではないため、これらの 3 つの指標達成レベルは「低い」と判断された。 
 

指標 4-4 畜産開発プラットフォームが、畜産局主導で定期的に開催される。 

１）州内の畜産ステークスホルダーを集めた「畜産開発プラットフォーム」会議は、表３

－８に示されるとおり、これまでに 2 回実施された。 
 

表３－８ 畜産開発プラットフォーム会議の実績 

No. 日 場 所 参加者 内 容 
1 2015/1/20 Hyderabad 64 プロジェクトの内容・進捗、シンド州に

おける畜産開発についての意見交換 2 2016/12/3 Hyderabad 65 
 

２）これまでこうした会議の必要性は認識されながら、実現に至っていなかったことから、

プロジェクトがイニシアティブをとった意義は高かったといえる。こののち、フルタイ

ムのプロジェクト・マネジャー（PM）が配置されれば、畜産局が主体となって同様な会

議を開催することが想定されている。このような状況から、指標 4-4 の達成度は「中か

ら高」レベルにあると判断された。 
 

指標 4-5 Standard Operation Procedures（SOP）が発令される。 

１）プロジェクトは、マネジメント分野のガイドラインの第 1 ドラフトを作成し、将来的

にはこれをベースに標準実施手順（SOP）を作成する計画である。指標 4-5 はプロジェ

クト終盤に達成される見込みであるが、現段階では「中」レベルと判断した。 
 

（２） 全般的な達成状況と見込み 
・ マネジメント分野の能力開発研修は、畜産局職員にとって初めての経験であり、プロジ

ェクトは成果４のための活動を試行錯誤で実施してきた。研修の効果を短期的に評価す

るのは難しいものの、MTR 調査では、研修参加者、あるいはインタビューを行った CBU
メンバーから研修内容を評価する声が聞かれた。プロジェクトが計画するとおり、能力

強化が畜産局の通常業務として位置づけられるようになれば、成果４はプロジェクト終

了までに一定のレベルで達成されることが見込まれるが、現段階では活動と指標の結び
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つきが弱いことから、成果４の達成度は「中低（moderately low）」レベルにあると判断

した。 
 
３－４ プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標の達成見込みは、以下のとおり。 
 

プロジェクト 
目標 

畜産に携わる農家の収入と資産（assets）の増大のための基盤（適正技術開発・

普及体制整備・実施機関の体制強化・関係者の能力向上）をパイロット県にお

いて構築する。 
 

（１）指標達成状況の検証 

指標１ ターゲットグループのうち、日常的に適正技術を使っている農家の数が、「適正技術

開発チェックリスト」で示された目標値に達している（ターゲットグループの数は

各県約 1,500 農家、合計 7,500 農家）。 
１） 12 戸の P/F における試行的な普及活動を除き、プロジェクトは一般農家を対象とした普

及活動を本格的に開始していない。よって、指標１の達成状況評価には時期尚早であり、

現段階では「低」レベルと判断された。 
 

指標２ 
指標３ 

パイロット農家の牛・水牛の平均乳量が 25％増加する。 
パイロット農家の牛・水牛の 1 日当たり平均増体重が 10％増加する。 

１） 成果１のための活動の一つとして、プロジェクトメンバーは 12 戸の P/F を定期的に訪問

し、生乳生産量と子水牛の体重を記録する作業を行っている。この作業は、現在も継続さ

れており、集められたデータの分析が終わっていないため、現段階で指標２と３の達成度

を判断することはできない。一方、プロジェクトチームからの報告によれば、試験的に作

成した配合飼料を P/F に配布し、給与したところ、生乳の生産量は目に見えて増加したこ

とが確認されている。また、粗飼料が不足する期間に良質の乾草と配合飼料を給与するこ

とで乳量、体重増加に良い効果をもたらすことが報告されている。こうした効果は、本調

査団が訪問した P/F からも報告された。 
２） 以上の状況から、指標２、３の達成度は「中」レベルと判断された。 

 

指標４ 1 年間に救済された仔牛の数が 50 頭になる。 

１）成果３の検証でも述べたとおり、2014 年 11 月から 8 カ月間に子牛救済センターに導入

された子水牛 89 頭のうち、これまでに死亡した子水牛の数は 7 頭であることから、年間

50 頭以上は救済される見込みである。よって、指標４の達成レベルは「高い」と判断され

た。 
 

指標５ プロジェクトで作成する技術ガイドラインや普及マテリアル・計画などが畜産局全

体で適用されるための Standard Operation Procedures（SOP）が実行される。 
１）プロジェクトは、マネジメント能力向上の一環として SOP 作成に関わる研修を実施した。

今後も、同様な研修を継続する予定であるが、MTR 調査では、指標５の達成度を判断する
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ための情報を十分得ることはできなかった。よって、現段階では、指標が達成されるかど

うか判断することは困難なため、達成度は「低い」レベルにあると判断された。 
 
（２）全般的な達成状況と見込み 

・2014 年 2 月から 2 年半で、プロジェクトは確実に活動を進めてきた。一定数の適正技術が

特定され、P/F における実証が進められている。新生子水牛の救済、乾乳水牛のリサイク

リングの方法も実証される見込みである。農家への普及活動も間もなく本格的に開始され、

対象地域で一定の数の農家が適正技術について学ぶ機会を得ることができるだろう。さら

に、一連の研修を通して、畜産局職員のマネジメント能力が向上することも期待される。

これまでの活動を通して、畜産局のメイン C/P は、畜産に関わるさまざまな技術・知識を

専門家から得ている。適正技術が、農家にいきわたり、農家が実際に技術を採用すること

で、シンド州における生乳の生産性が改善される可能性はあるとみられる。この点で、プ

ロジェクトは目標の実現に向け、進捗しているといえる。 
・一方、幾つかの活動が遅れており、PDM で設定された指標の幾つかは、達成度が低いのも

事実である。パキスタン側による人材、機材の調達、資金執行の遅れが、特に農家への普

及活動の進捗に大きく影響していることは既に報告したとおりである。したがって、プロ

ジェクト目標の達成度、あるいは達成見込みは、現段階では「中から低（moderately low）」

レベルと判断した。 
・プロジェクトはこれまでに実施チーム内、あるいは対象地域の農家と良い関係を築いてき

ていることから、後半において活動の実施スピードを速めることは可能であり、2019 年 2
月の終了までにプロジェクト目標はある程度満足のいくレベルで達成できる可能性はあ

るものとみられる。 
 
３－５ 実施プロセスの検証 

３－５－１ プロジェクトの実施体制 
本プロジェクトは、図３－１で示した体制で実施されている。シンド州畜産局が実施主体と

なっており、総局長（DG）がパキスタン側のプロジェクト・コーディネーター（PC）、計画・

モニタリング部の部長（現在育種部長）がプロジェクト・マネジャー（PM）として兼任で配置

されている。さらに複数の部署から 9 名の獣医官（VO）が専属 C/P として任命され、日本人専

門家とともに日常業務を実施している。 
一方、対象県の県事務所レベルでは、所長である副局長が県 PC として任命され、その下で

VO 1 名がフォーカル・パーソン（FP）兼マスタートレーナー（MT）として、畜産アシスタン

ト（SA）1 名が普及員（EW）として各県で任命された。当初計画では、プロジェクト開始と

ともに、MT と EW が新たに採用される予定であったが、採用手続きが 2 年以上にわたって遅

延したことから、各県で配置された VO と SA を臨時の普及チームとして位置づけ、農村調査

の実施や普及に関わる研修などが行われてきた。2016 年 7 月に予定されていた新しいスタッフ

が各県にそれぞれ 3 名（MT 1 名、EW 2 名）ずつ配置され、普及を実施する体制が整えられた。

こののち、さらに 10 名の女性普及員の採用が予定されている。 
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図３－１ プロジェクト実施体制 

 
事前質問票調査の結果では、過半数の C/P と専門家がプロジェクト実施体制は有効であると

回答した（表３－９）。 
 

表３－９ 事前質問票調査の結果－実施体制の有効性 

回答者 有効性についての評価 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 9 2 0 0 0 
専門家（n=6） 3 1 1 1 0 

合計（n=17） 12 3 1 1 0 
 

３－５－２ 運営管理に関わる会議とコミュニケーション 
プロジェクト運営に関わる意志決定を行う場として「プロジェクト運営委員会（PSC）」が組

織され、年間 1 回の頻度で会議が開催されてきた。PSC 会議は、これまでに 3 回開催され、年

度毎の活動計画や実施チームによる活動進捗、また活動中に発生した懸案事項などについて話

し合われた。また、PSC とは別に、局長、部長など管理職とのコンサルテーション会議がより

頻繁に開催され（年 2～4 回程度）、進捗情報の共有や、当面の課題などが話し合われている。 
事前質問票調査の結果では、過半数の C/P と専門家がマネジメントのための会議の開催頻度

は適切であったと回答した（表３－10）。 
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表３－10 事前質問票調査の結果－マネジメント会議の開催頻度 

回答者 開催頻度についての評価 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 10 0 1 0 0 
専門家（n=6） 4 2 0 0 0 

合計（n=17） 14 2 1 0 0 
 

現場レベルでは、C/P ミーティングが、担当専門家の任期中は毎週行われ、日常的な活動や

課題について情報共有、解決策を話し合う場となっている。全般的に、C/P と日本人専門家間

のコミュニケーションは緊密に行われており、プロジェクト実施メンバー間に良好な関係が築

かれていることが、活動がスムーズに進む要因として働いてきたとみられる。事前質問票調査

の結果も、チーム内でのコミュニケーションが良好に行われていることを裏づけるものであっ

た（表３－11）。 
 

表３－11 事前質問票調査の結果－チーム内でのコミュニケーションの有効性 

回答者 有効性についての評価 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 4 6 1 0 0 
専門家（n=6） 3 2 1 0 0 

合計（n=17） 7 8 2 0 0 
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第４章 ５項目評価の結果 
 
４－１ 妥当性 

以下の分析から、本件プロジェクトの妥当性は引き続き「大変高い」と判断された。 
 

（１）パキスタン国・シンド州政府の政策との整合性 
プロジェクトをとりまく政策的な環境は、2014 年の活動開始以降、大きくは変わっておら

ず、中央、州政府とも社会経済開発政策において、畜産セクター開発に重点を置いている。 
中央レベルでは、「Pakistan Vision 2025」が 2014 年に首相によって発表され、国民 1 人当

たりの収入の増加、貧困削減、輸出の増加が強調されている。同政策書は 7 つの柱（pillars）
からなり、畜産を含む農業開発への方針は、4 番目の柱（「水、エネルギー、食料安全保障」）

のなかでふれられている。中央政府は、このヴィジョンに沿って、年次開発計画を策定して

いる。一方、州レベルでは、2007 年に策定された「Sindh Vision 2030」が包括的な開発政策

となっていて、このなかで、乳・肉生産、養鶏を含む畜産サブセクター開発の重要性が述べ

られている。酪農開発については、特に国内需要と輸出マーケットのために高品質な乳製品

を開発することで、収入と雇用機会を増加させることできるとしている。 
 
（２）ローカルニーズとの整合性 

シンド州には 1,400 万頭を超える牛・水牛が飼養されており、大半の農民にとって、牛・

水牛を飼育することは最も一般的な農業生産活動である。乳･肉は、州内農家の重要な栄養源

であるとともに、生計の手段となっている。しかしながら、多くの農家は伝統的な方法によ

って家畜を飼育しており、その生産性は極端に低いままであることから、改善の余地が大き

い。こうしたなかで、プロジェクトは小規模農家にあった適正技術の開発と普及に重点を置

いている。調査団が出会った農家は、プロジェクトから紹介された技術を高く評価しており、

ローカルニーズとの整合性は高いことが確認された。 
 
（３）わが国の援助政策との整合性 

日本政府のパキスタンに対する援助政策は、プロジェクトが形成された当時から大きくは

変更されていない。経済成長を通した持続的社会を構築するための経済基盤改善が、国別援

助政策のなかで重点的に取り組む分野と位置づけられている。これに沿って、JICA の年間事

業実施計画では、本プロジェクトが農村における経済開発支援に対する取り組みとして位置

づけられていることから、整合性に齟齬はない。 
 
（４）わが国による技術協力の優位性 

畜産物、特に乳製品は、日本人にとっても日常的に消費する重要農産品であり、わが国は

酪農についても長い経験と先進的な経営技術をもっている。一方、シンド州における酪農技

術は発展途上にあり、特にプロジェクトがターゲットグループとしている小規模農家の技術

は日常的に改善された技術情報に接する機会が少ないことから、世界標準からみて大きく遅

れている。したがって、日本がシンド州の酪農分野への技術協力を行う優位性は高いといえ

る。また、JICA は過去に複数国で酪農分野への技術協力事業を行ってきた経験を有している
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ことも、優位性を高める要因となっているといえる。 
 
（５）C/P の期待との整合性 

事前質問票調査で、C/P に本プロジェクトの活動がどの程度、期待に沿っているか聞いた

ところ、「ある程度」以上の回答であった（表４－１）。 
 

表４－１ 事前質問票調査の結果－チーム内でのコミュニケーションの有効性 

回答者 期待に対する満足度 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 4 3 4 0 0 
 
４－２ 有効性 

以下の分析から、本件プロジェクトの有効性は、「中」レベルと判断された。 
 
（１）成果とプロジェクト目標の達成度 

表４－２は、前章で述べた成果とプロジェクト目標達成度の評価結果を要約したものであ

る。 
 

表４－２ 成果とプロジェクト目標達成度の評価結果 

項 目 達成度・見込み評価結果 
成果１ 中から高 
成果２ 中程度 
成果３ 低い 
成果４ 低から中 
プロジェクト目標 低から中 

 
これまでに何度かふれてきたとおり、普及員（EW）の配置や機材の調達が遅れたことが、

特に成果３の活動に影響し、結果としてプロジェクト目標の達成度見込みを低下させる要因

となってきた。プロジェクトとしては、現職職員による暫定普及チームを組織し、本来、新

規に雇用された EW によって行われる予定であった農村調査や研修を、暫定チームが行うこ

とで影響を最低限に抑えるための対策をとった。これにより、プロジェクトの普及担当メン

バーは、より多くの時間を準備に費やすことができ、またガイドラインや教材の内容を改善

することにも役立てることができた。このような進捗を考慮すれば、プロジェクト目標の達

成度は、現状では高くないものの、後半の活動で遅れを取り戻し、目標がある程度のレベル

で達成される可能性はあるものと考えられる。 
表４－３は、プロジェクト目標の達成度に関わる事前質問票調査の結果である。C/P が達

成見込みを楽観的にとらえているのに対し、専門家は「分からない」とする回答が半数以上

を占めた。 
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表４－３ 事前質問票調査の結果－プロジェクト目標の達成見込み 

回答者 達成見込み 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 2 5 4 0 0 
専門家（n=6） 1 1 0 0 4 

合計（n=17） 3 6 4 0 4 
 
（２）成果とプロジェクト目標の因果関係 

プロジェクト目標は、期待される 4 つの成果が達成されれば、実現できるレベルの内容と

なっており、PDM で設定された成果とプロジェクト目標の論理関係に、おおむね問題はない

と考えられる。一方、現行 PDM に関する問題が、成果、プロジェクト目標のそれぞれの達

成度を評価するために設定された指標にあることが指摘できる。つまり、現行 PDM で設定

されている指標は、当初から想定されていたプロジェクトへの投入規模（人材や資金）、ある

いは実施機関である畜産局が置かれた環境（厳しい財政事情や意志決定に州政府上層部の影

響が大きいことなど）を考慮すると、プロジェクト開始時に設定した指標レベルが高過ぎた

面があったと考えられる（例えば、7,500 世帯への技術普及など）。また、畜産局にとって小

規模畜産農家に対する技術普及は全く新しい事業であり、そうしたサービスを専門に行う部

署も経験のある職員もいないなかで、本プロジェクトが開始されたことを考えると、このよ

うに高いレベルの目標を指標として設定したことで、パキスタン側からの投入の遅れなどが

より深刻にプロジェクトに影響することになったのではないか。計画の枠組みを変えること

なく、指標を現状に合わせたレベルに設定することで、最初から活動や投入規模をもう少し

低く抑えられた可能性もあったものと考えられた。さらに、プロジェクト目標の指標２、３、

４は成果１及び２の指標としてより適切だったなど、幾つかの指標が適切なレベルに設定さ

れていなかったことで、プロジェクト目標の達成レベルを正確に評価できなかった点も指摘

できる。 
よって、MTR 調査団として、指標を中心に PDM の見直しをできるだけ早い時期に行うこ

とを提言することとした。 
 
（３）外部条件の影響と予測されなかった促進要因・阻害要因 

成果からプロジェクト目標に至る外部条件として、①パイロット農家やその周辺農家が、

洪水または旱魃によって深刻な損害を受けない、②世銀によるシンド州畜産プロジェクトが

当プロジェクトとの間で適切に調整を図る、の 2 点が挙げられていた。1 点目について、プ

ロジェクト開始後、対象地域で不規則な降雨などはみられているものの、大規模な洪水や干

ばつが起きたとの事実は報告されていない。2 点目について、世界銀行は 2015 年 7 月に「シ

ンド州農業成長プロジェクト畜産コンポーネント（SAGP-L）」を開始した。現地調査期間中

に、当該プロジェクト実施ユニットの事務所を訪ね、情報収集、意見交換を行った結果、対

象地域（県）、活動に本プロジェクトとの重複はなく、外部条件として影響する可能性はほぼ

ないことが確認された。よって、PDM 見直しの際に、2 点目の外部条件は削除することを提

案することとした。 
その他、プロジェクト目標に影響する、予測されていなかった促進要因・阻害要因は、特

に確認されなかった。 
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４－３ 効率性 

以下の分析により、本プロジェクトの効率性は「低～中」レベルと判断された。 
 

（１）パキスタン側からの投入 
C/P の配置、プロジェクト事務所を含む施設・機材の提供、CVDL と PRI における分析施

設の提供、C/P 資金の拠出などが、本件プロジェクトに対するパキスタン側からの投入であ

った。9 名の専属 C/P が、プロジェクト開始と同時に配置されたことは特記に値する。しか

し、その後の投入（普及員の雇用、車両・オートバイの調達、C/P への日当など）は軒並み

遅延しており、プロジェクトの進捗に少なからぬ影響を及ぼしてきたことが、プロジェクト

の効率的な実施を妨げる原因となっている。 
表４－４は、パキスタン側からの投入の適性度に関わる事前質問票調査の結果である。全

体的に「かなり（substantial）」とする回答が多かったが、日本側からの投入に比べ、中、低

とする評価も多かった。 
 

表４－４ 事前質問票調査の結果－パキスタン側からの投入の適性度 

＜C/P の配置＞ 

回答者 適性度についての評価 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 3 8 0 0 0 
専門家（n=6） 3 1 0 2 0 

合計（n=17） 6 9 0 2 0 

＜施設・機材の供与＞ 

回答者 適性度についての評価 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 2 6 0 2 1 
専門家（n=6） 0 2 1 2 1 

合計（n=17） 2 8 1 4 2 

＜活動費＞ 

回答者 適性度についての評価 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 2 5 3 1 0 
専門家（n=6） 0 1 2 1 2 

合計（n=17） 2 6 5 2 2 
 
（２）日本側からの投入 

本プロジェクトに対する日本側からの投入は、専門家の派遣、機材供与、CVDL 研究者へ

の本邦研修の実施、ローカルコストの負担などであった。すべての投入は、おおむね計画ど

おりであったことから、効率性はある程度高かったと判断された。しかしながら、パキスタ

ン側からの C/P に対する日当拠出が遅れていることから、2015 年 3 月より日本側で補完的に

支出しているのは計画外であり、効率性を損ねる要因であった。また、PRI の飼料分析機器

と畜産局の建物内に供与された生乳分析機器が一部いまだ稼働していないことも確認されて

おり、効率性に影響を与えている。 
表４－５は、日本側からの投入の適性度に関わる事前質問票調査の結果である。C/P、専
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門家とも、「高い」あるいは「かなり」とする回答が多かった。 
 

表４－５ 事前質問票調査の結果－日本側からの投入の適性度 

＜専門家の配置＞ 

回答者 適性度の評価 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 4 4 3 0 0 
専門家（n=6） 2 2 1 1 0 

合計（n=17） 6 6 4 1 0 

＜施設・機材の供与＞ 

回答者 適性度の評価 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 1 8 0 0 2 
専門家（n=6） 5 0 0 0 1 

合計（n=17） 6 8 0 0 3 

＜活動費＞ 

回答者 適性度の評価 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 3 4 3 0 1 
専門家（n=6） 4 0 0 1 1 

合計（n=17） 7 4 3 1 2 
 
（３）投入・成果の効率性 

本プロジェクは研究開発（R&D）的な性格の活動も多いため、厳密な費用・便益分析を行

うことは困難であるものの、下記の理由から、投入・成果の効率性は全般的に悪くはないと

みられる。 
１） プロジェクトで実証・開発される適正技術は、シンド州のみならず、パキスタン全土の

畜産農家に裨益する可能性がある。 
２） 畜産局職員に対する能力向上研修は、研修参加者のみならず、局全体また将来的には畜

産農家に裨益する可能性がある。 
３） 普及活動については現段階で本格的には始まっていないので、裨益者数を特定できない

ものの、予定どおり実施されれば、一定数の農家に裨益する可能性はある。 
 
（４）外部条件の影響 

PDM では、活動が成果に結びつくための外部条件として、「シンド州政府によって、プロ

ジェクト資金、カウンターパートその他のプロジェクト要員、車両、インセンティブなどプ

ロジェクトの円滑な実施に必要な投入が適時に行われる。」ということが挙げられていた。既

述のとおり、パキスタン側からの投入は大幅に遅れていることから、この外部条件は成果の

達成に相当影響しているといえる。 
 
４－４ インパクト 

下記のとおり、「低～中」レベルの正のインパクトが予測される。 
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（１）上位目標実現の見込み 
プロジェクト期間内にプロジェクト目標が実現すれば、上位目標がプロジェクト終了後に

実現に向かう可能性はあるとみられるものの、そのためには、パキスタン関係者による継続

的な努力が必要である。上位目標の実現は、畜産局がパイロット地域を越え、州全体に裨益

するような普及体制を確立できるかということに関係しており、これは重要な外部条件とな

る。 
表４－６は、上位目標の達成見込みに関わる事前質問票調査の結果である。大多数の C/P

が「ある程度」と回答したのに対し、専門家は「分からない」とする回答が多かった。 
 

表４－６ 事前質問票調査の結果－上位目標の達成見込み 

回答者 上位目標の達成見込み 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 0 3 7 0 1 
専門家（n=6） 0 1 1 0 4 

合計（n=17） 0 4 8 0 5 
 
（２）受益者の生計へのインパクト 

シンド州の大半の農家にとって、畜産物は重要な栄養源であり、また収入を得る手段とな

っている。プロジェクトが、州内農家の家畜管理技術の改善を目的としていることから、広

範囲の農家の生計向上に正のインパクトを及ぼす可能性はあるといえる。 
 
（３）負のインパクト 

これまでのところ、負のインパクトは特に報告されていない。また、こののちも発生する

可能性は認められない。 
 
４－５ 持続性 

以下の観察・分析から、持続性の見通しは「低～中」レベルと判断された。 
 
（１）政策・制度・組織面 

「４－１ 妥当性」のところで述べたとおり、プロジェクトは中央・州政府の社会・経済

政策に沿って実施されているので、現在の政策が維持される限り、政策的な持続性は高いと

考えられる。 
一方、プロジェクトが取り組む普及事業は、畜産局にとって新しい試みであり、制度、組

織面での持続性には不確実な要因も多いことが予測される。プロジェクトを通して、普及事

業が農民の家畜管理技術の改善、ひいては収入の面で目に見えるインパクトを実証すること

ができれば、畜産局がそうしたサービスを発展させていく可能性が高まり、組織的な持続性

も高くなるものと推察される。現在取り組んでいる技術面、マネジメント面での畜産局職員

の能力向上が、組織的な持続性を高めるのに寄与することも期待できる。 
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表４－７ 事前質問票調査の結果－持続性の達成見込み 

回答者 持続性の見込み 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 0 1 8 1 1 
専門家（n=6） 0 1 0 2 3 

合計（n=17） 0 2 8 3 4 
 

表４－７は、プロジェクト成果の制度・組織面での持続性見込みに関わる事前質問票調査

の結果である。大多数が「ある程度」、「低い」あるいは「分からない」と回答した。 
 
（２）財政面 

本プロジェクトの活動経費の多くが、日本側からの予算でまかなわれているが、畜産局と

しても州政府の開発委員会（開発予算）I（PC-I）へ申請を行い C/P 予算を確保する努力を続

けている。州政府は、プロジェクト開始時に 5 年間で総額 1 億 7,550 万ルピーの予算を承認

したものの、これまでに実際に拠出され、利用できた額は 20％程度にとどまっている。当面

は、承認されている開発予算が実際に活用できることが重要であるが、開発予算はあくまで

もプロジェクト実施期間中につく有期限資金であり、プロジェクト終了後の財政面の持続性

は通常予算として手当てされることで担保される。この点について、州政府の通常予算は開

発委員会（開発予算）IV（PC-IV）で認められる必要があるということなので、将来的には

プロジェクトで支援した活動が、PC-IV による業務として組み込まれれば、財政面における

持続性が担保される。通常、プロジェクト終了半年前からプロジェクト関連活動を PC-IV へ

申請することが可能になるということで、本プロジェクトとしても畜産局の能力向上の取り

組みの一環で、プロポーザル作成支援を行うことが計画されているが、現段階ではその実現

性を見通すことは難しい。 
他方、農家レベルでの経済的な持続性は、技術がもたらす収益性によっている。プロジェ

クトが普及する技術が、農家の収入増につながることが証明されれば、農家はプロジェクト

や政府の関与がなくともその技術を継続することは容易に想像される。農家への技術の普及

はまだ初期段階にあり、農家レベルでの持続性を見通すことは難しい。 
 
（３）技術面 

技術面での持続性は、C/P レベルと農家レベルで検証する必要がある。まず、メイン C/P
がプロジェクト活動を通して得る知識や技術は、彼らが畜産技術者として業務に従事する限

り役立つものであり、C/P レベルの技術面における持続性は高いとみられる。一方、プロジ

ェクトで支援する技術は小規模畜産農家にとって適性となる内容が取り組まれているので、

農家が自らの技術を改善しようとする意志をもつ限り、長期にわたり農家の役に立つことが

期待できる。したがって、技術面での持続性はある程度高いことが期待できるものの、通常、

農家の行動変容には長い時間が必要であり、残された 2 年半という限られた期間で、新しい

技術がどの程度定着するかは、現段階では予見することが難しい。 
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表４－８ 事前質問票調査の結果－農家レベルにおける持続性の達成見込み 

回答者 持続性の見込み 
高い かなり ある程度 低い 分からない

カウンターパート（n=11） 0 1 8 1 1 
専門家（n=6） 0 1 0 2 3 

合計（n=17） 0 2 8 3 4 
 

表４－８は、プロジェクトで推奨する技術の農家レベルにおける持続性の見込みに関わる

事前質問票調査の結果である。C/P の多くが「ある程度」、専門家の多くは「分からない」と

回答した。 
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第５章 結論と提言 
 
５－１ 結 論 

プロジェクト期間の前半において、パキスタン側からの普及人材、機材、日当などの投入に関

わる遅れが影響しているものの、専門家、C/P 双方の努力により活動はプロジェクト目標の達成

に向け進捗していることが確認された。2014 年 2 月の事業開始と同時に専属 C/P として配置され

た獣医技術職員 9 名が、専門家の指導の下で熱心に現場活動に取り組んでおり、これまでの活動

を通して、C/P 職員、25 戸のパイロット農家をはじめ、関係者の能力向上は着実に進んでいると

みられる。シンド州では、畜産関連のドナー事業として、世銀や国連食糧農業機関（FAO）によ

る事業（口蹄疫ワクチン接種）も実施されているが、なかでも本件プロジェクトが、土地なし農

民など、貧困割合の高い小規模農民層を直接ターゲットとする活動を展開していることに対して、

州政府や畜産局高官をはじめ、関係者から高い評価を得ていることは特記されるべきである。 
一方、本件プロジェクトは、適正技術の実証、小規模農家への技術普及、畜産局のマネジメン

ト能力向上と幅広い分野で活動を展開しており、プロジェクトの目標に対し、直接的な効果が見

込まれない一部の活動にまで手を広げすぎている面もあることが観察された。プロジェクトの後

半では、活動範囲をある程度絞り込むことで効率的に活動を進めるとともに、各活動の目標を適

正なレベルに設定し直すことも必要である。MTR 調査団からの提言に沿って、こののち、遅れて

いる州政府からのプロジェクト予算が執行され、滞っていた EW や必要機材の調達が進めば、協

力期間終了までにプロジェクト目標は満足のいくレベルで達成される可能性はあるものと考えら

れた。 
 
５－２ 提 言 

本 MTR 調査の結果に基づき、下記の提言を行った。 
 

（１）プロジェクトチームに対する提言 
１） 成果１ 

本プロジェクトの成果、活動はターゲットグループ（小規模農家）に裨益することを最

優先させる必要があることから、育種協会に係る活動（血統登録）については資する投入

へ最適化する。 
２） 成果２ 

家畜資源の有効活用について、伝統的な家畜シェアリング、リボルディング、マイクロ

ファイナンスについての情報収集、子水牛救済センターの設置、繁殖障害診断と治療、早

期妊娠鑑定技術導入による乾乳水牛救済などが取り組まれてきたが、小規模農家にとって

も経済的に導入できる仕組み・技術としていく。 
３） 成果３ 

プロジェクト終了後の持続性を高めるために、開発予算（PC-I）による有期限スタッフ

による普及活動に限らず、畜産局の正規職員である獣医官（VO）や畜産アシスタント（準

獣医官）（SA）を可能な限り活動に巻き込む。また、既にこれまで活動に参加してきた 5
名のフォーカル・パーソン（FP）を引き続き関与させることや、パイロット農家（P/F）
を農家間の技術普及を行うファシリテーターとして有効活用を図るなどの対策を取る。 
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４） 成果４ 
畜産局のマネジメント能力向上支援について、まずは人材育成戦略を作成し、レベルや

人数を考慮して研修を実施する。また、研修受講後に習得した業務を生かせるようなフォ

ローアップも実施する。 
５） 成果１と３の活動の調整・連携 

例えば、成果１で選定された適正技術は、成果３で普及活動の進捗をモニタリングする

ために準備されている「適正技術開発チェックシート」に必ずしも反映されていないなど、

成果１（適正技術開発）と成果２（技術普及）の活動の調整・連携が現状では弱いことが

観察されたので、連携を強める。 
６） 現職技術職員への研修 

プロジェクト終了後の成果の持続性を高めるために、現職技術職員（VO や SA）への研

修機会を増やす。 
７） PDM の改訂 

調査団からの提言に基づき、できるだけ早期に PDM を改訂する（改訂案は、付属資料

４のとおりである）。 
 
（２）畜産局に対する提言 

１） フルタイムの PM が雇用されるまで、現 PM を補佐する体制を強化する。 
２） PC-I により確保された予算の執行プロセスについて、プロジェクトチームがフォローで

きるよう共有する。 
３） 畜産局の正規職員である VO や SA がプロジェクト成果を習得できる機会を増やす。 
４） 養鶏研究所（PRI）飼料分析ラボと畜産局内ミニラボに整備された供与機材を持続的に

稼働し有効活用するために早急な処置をとる。 
 
（３）シンド州政府に対する提言 

１） 遅延している普及用車両・バイクの調達、10 名の女性普及員の雇用、フルタイム PM の

雇用、C/P 向け日当支払いなどを含む改訂 PC-I 作成ための手続きを迅速にすすめるよう支

援する。 
２） PC-I、将来的（プロジェクト終了後）には PC-IV による人材の雇用、予算・機材の調達

への継続的な支援を行う。 
３） プロジェクトで開発・実証された技術が対象となる農家へ普及されるよう、PC-I を改訂

する。 
 
（４）JICA に対する提言 

１） シンド州政府からの C/P 予算がこれ以上遅延することがないことを確認のうえ、4 年次

の投入を慎重に検討する。シンド州側の対応について、遅くとも 2017 年 2 月までには確

認し、JICA からの投入に反映させる。 
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５－３ 団長所感 

（１）「適正技術」について 
開発する適正技術の種類が多く、なかには非常に基本的と思えるものまで含まれる。小規

模畜産農民は長年にわたり自らの都合に従った飼養方法を実践してきたことに対して疑問に

思った者はいなかったのだろう。水牛の視点で快適な環境をつくりだしてやることで子水牛

の生存性や泌乳水牛の生産性が改善され、彼らの目からウロコをとった日本人専門家の技術

力は高く評価される。これらの適正技術が生み出す実際的な効果を実証し、周知広報する手

段があれば農民間に浸透するだろう。 
また、現場（県畜産事務所）の獣医師や獣医師補はいわゆる獣医業務（疾病治療と予防接

種）以外の畜産技術を顧みることがなかった。プロジェクトの推進する適正技術が家畜の生

存性と生産性向上に直結するならば、これを修得することにより獣医技術者個人の信頼度は

高まり、彼らのモチベーションは向上すると期待される。そのためには個々の技術について

実際的なデータによる科学的な裏づけが欠かせない。 
 
（２）家畜資源の有効活用 

都市のキャトルコロニーでは水牛が牛乳生産機械のように効率性を求められて飼養され

ている。その結果として高泌乳能力を備えた水牛の新生産子は生後即処分され、１泌乳サイ

クルを終えた（一腹搾り）乾乳水牛も処分される運命にある。高能力の家畜資源が無駄に処

分されている。また、通常でも農家における子水牛の哺育育成期間中の死亡率は高い。 
キャトルコロニーと小規模農家を有機的に結びつけ、経済的実現可能性を伴った子水牛救

済と乾乳水牛リサイクルの仕組みが創出されれば、キャトルコロニーは高泌乳生産性の水牛

資源を有効活用が可能になり、かつ、小規模農民は既存の低生産性の水牛を高生産性の水牛

と入れ替えることが可能になる（ただし、新生子水牛が性成熟、妊娠、分娩を経て泌乳を開

始するまで最短 4 年を要するため、プロジェクト期間内に小規模農家が資産形成するのを確

認するのは容易ではない）。 
この仕組みづくりがプロジェクト後半の主活動となる。プロジェクトで実証している子水

牛の哺乳育成率の改善は画期的な技術であり、着目している商業的優良農家らステークホル

ダーに採用され実用化されることで普及する可能性が高い。乾乳水牛については泌乳期中に

おける繁殖障害治療と受胎促進技術の開発、早期妊娠診断技術（直腸検査）により実現可能

となる。人工授精技術も期待されるが、生理学・繁殖学的見地からは水牛においては早急な

開発・普及は期待できない。 
 
（３）畜産局による適正技術普及 

プロジェクトで計画する普及活動の展開から、シンド州に適合するものが創出される可能

性がある。しかし、畜産局に「普及」という新たな業務を所掌させる必要性は局幹部も認め

るが、自らの組織改革を行うのは容易ではないだろう。プロジェクト後半の活動において、

既存の職員が本来の「獣医業務」以外に「適正な飼養管理技術」の指導能力を備えた場合に

起こる効果を検証することは意義が大きい。また、プロジェクトの推進する能力開発ユニッ

ト（CBU）の常設化、政策的・財政的支援等が追随することも欠かせない。 
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（４）畜産局職員の能力強化 
畜産局職員の能力開発をめざす研修活動は彼らに革新的な着想を与えることが多く、彼ら

自身が生まれ変わったような満足感を与えることがある。しかし、研修終了後時間をおかず

にその研修成果の応用機会を与えないと効果は消失してしまいかねない。いかに職員を適材

適所に活用し、職員個人のモチベーションを向上させるか、畜産局がそれだけの組織力をも

たねばならない。 
 
（５）実施体制について 

プロジェクトの全般的進捗は遅れ気味であることから MTR の評価はやや低い。しかしな

がら畜産局から配置された C/P たちのモチベーションの高さは特筆に値し、今後の活動展開

が更に期待される。 
シンド州計画開発局（開発担当次官）と畜産局（次官）はともに本案件を高く評価してい

る様子がうかがえた。シンド州政府予算執行の遅れへの指摘に対し迅速に対処し政府内での

連携を支援する言質を得た。とはいえ、政府高官の頻繁な異動が常態化している以上、引き

継ぎが危ぶまれることのないようフォローが必要である。また、プロジェクトで期限付き雇

用人事への大臣・高官によるネポティズム介入はこの国の文化として十分にあり得ることと

認識し、事前に回避する努力が必要である。 
５年間のプロジェクト実施期間においては、このプロジェクトの適正技術と水牛資源の有

効活用の仕組みが普及される状況を一般的な生物の成長曲線（S 字カーブ）でたとえるなら

ば、その立ち上がりの部分までしか関与できない。しかし、このプロジェクトは上位目標を

越えて、シンド州の地域の安定と発展に貢献する可能性を秘めているものである。 
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付属資料－２ 
 
プロジェクト名：パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
プロジェクト期間：5 年間（2014 年 2 月～2019 年 1 月）  
対象地域：シンド州の 5 県（バディン県、ハイデラバード県、マティアリ県、タンド・アラヤ県、タンド・ムハマド・ハーン県） 
ターゲット・グループ／本事業の受益者：プロジェクトサイト内において 6 頭未満の家畜を日常的に飼育する農家（注釈 1 参照）  
作成日：2016 年 4 月 8 日 

 
プロジェクトの要約 指標 入手手段 外部条件 

上位目標： 
適正技術および家畜資源の有効活用方法がシンド州
内の農家によって適用される。 
 

 
1. 対象県におけるターゲット・グループの新たな

20％（5 県で 1,500 農家）と、パイロット県外の
750 農家が日常的に適正技術を使っている。 

2. ターゲット・グループの 20％（1,500 農家）が収
入と資産を増やしている。 

 
1. 畜産局による調査 
 
2. 畜産局による調査 
 

 
・畜産局に継続的に必要予算が配分さ
れる。 

 

プロジェクト目標： 
畜産に携わる農家の収入と資産（assets）の増大のた
めの基盤（適正技術開発・普及体制整備・実施機関
の体制強化・関係者の能力向上）をパイロット県に
おいて構築する。 

 
対象県において: 
1. ターゲット・グループのうち、日常的に適正技術
を使っている農家の数が、「適正技術開発チェッ
クリスト」で示された目標値に達している。（タ
ーゲット・グループの数は各県約 1500 農家、合
計 7500 農家） 

2. パイロット農家の牛・水牛の平均乳量が 25％増
加する。 

3. パイロット農家の牛・水牛の 1 日あたり平均増体
重が 10％増加する。 

4. 1 年間に救済された仔牛の数が 50 頭になる。 
5. プロジェクトで作成する技術ガイドラインや普

及マテリアル・計画などが畜産局全体で適用され
るための the Standard Operation Procedures (SOP)
が実行される。(脚注 5 参照)

 
プロジェクトによるモニ
タリング調査 

 
・実施機関の体制に大幅な変更がな
い。 

 

期待される成果： 
1. パイロット農家における実証を通じてジェンダー
視点に立った畜産開発の適正技術とマネジメント
手法が開発される。（注釈 2 参照） 

 
 

2. 子牛救済・活用、乾水牛のリサイクリング、家畜
のシェアリング・リボルディング等により家畜資
源を有効活用する仕組みが実証される。（注釈 3 参
照） 

 

 
1-1. マスタートレーナーや普及員も含め担当カウ

ンターパートとパイロット農家の 70％が、プロ
ジェクトで作成する技術ガイドラインを習得し
ている。（注釈 4 参照） 

1-2. 25 農家で適正技術が実証される。 
2-1. 担当カウンターパートと農家の 70％が、プロジ

ェクトで作成する家畜資源有効活用ガイドライ
ンを理解している。（注釈 4 参照） 

2-2. プロジェクトで救済された仔牛の生存率が
90％となる。 

 
1-1.プロジェクトによる

調査 
1-2.プロジェクトモニタ

リグ調査  
 
2-1.プロジェクトによる

調査 
2-2.プロジェクトモニタ

リグ調査  
 

 
・パイロット農家やその周辺農家が、
洪水または旱魃によって深刻な損
害を受けない。 

 
・世銀によるシンド州畜産プロジェク

トが当プロジェクトとの間で適切
に調整を図る。 
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3. 開発、実証された適正技術、仕組みがパイロット
県内の農家に普及される。 

 
 
 
 

4. 畜産局の事業運営、管理、調整能力が強化される。
 
 
 

 

3-1. マスタートレーナーや普及員も含め担当カウ
ンターパートの 70％が、プロジェクトで作成す
る普及計画とマテリアルを習得している。（注釈
4 参照） 

3-2. 7,500 農家（普及員経由で 95%の農家、農家か
ら農家へ 5%の農家）に適正技術が伝わる。 

4-1. プロジェクトの年次計画が、畜産局主導で作成
される。 

4-2. 月次モニタリング結果が、畜産局県事務所によ
って報告される。 

4-3. プロジェクトの年次評価報告が、畜産局主導で
作成される。 

4-4. 畜産開発プラットフォームが、畜産局主導で定
期的に開催される。 

4-5. Standard Operation Procedures（SOP）が発令され
る。（脚注 5 参照） 

3-1.プロジェクトによる
調査 

3-2.プロジェクトモニタ
リグ調査  

 
 
4-1. 関係者へのインタビ

ュー 
4-2. モニタリング報告書
4-3. 関係者へのインタビ

ュー 
4-4. 関係者へのインタビ

ュー 
4-5. SOP 

 
活動： 
0. ベースライン調査を実施する。 
1-1. パイロット農家を選定する。 
1-2. パイロット農家と適正技術開発計画を作成する。 
1-3. パイロット農家において適正技術の実証を行う。 
1-4. 実証された技術を周辺農家に適用する。 
1-5. 適正技術の適用状況をモニタリングし、評価する。 
1-6. 大学等の関係者と共に、適正技術開発に必要な研究／活動を実

施する。 
1-7. 技術ガイドラインを作成する。 
 
2-1. 実験農場を選定する。 
2-2. 子牛配布、乾乳牛リサイクル、家畜シェアリング、家畜リボル

ディング方法を検証する。 
2-3. 家畜資源の有効活用計画を作成する。 
2-4. 家畜資源の有効活用計画を試行、評価する。 
2-5. 効果が確認された家畜資源の有効活用方法を農家に適用する。
2-6. 家畜資源の有効活用方法の農家への適用状況をモニタリング、

評価する。 
2-7. 家畜資源の有効活用に関するガイドラインを作成する。 
 
3-1. 普及計画を作成する。 
3-2. 普及マテリアルを作成する。 
3-3. マスタートレーナー及び普及員（女性を含む）のための訓練を実

施する。 

投入： 
日本側 
 
1. 専門家派遣 

(1) 総括／組織強化 
(2) 適正技術開発 1 
(3) 適正技術開発 2 
(4) 飼養管理／飼料 
(5) 家畜衛生／繁殖 
(6) 普及／ジェンダー 
(7) マーケティング 
(8) 業務調整／研修管理 

  
2. 機材供与 

 
3. 研修員受入 
・本邦研修、第三国研修 

 
 

 
パキスタン側 
 
1. カウンターパートほかプ

ロジェクト要員の配置 
 
2. 専門家のための執務スペ

ースと家具 
 
3. ローカルコストの負担、

資機材（未定）、データ、
地図、その他 

 
 

 
シンド州政府によって、プロジェク
ト資金、カウンターパートその他の
プロジェクト要員、車輛、インセン
ティブなどプロジェクトの円滑な
実施に必要な投入が適時に行われ
る。 
 

前提条件： 
 
・パキスタン政府によって本プロジ

ェクトの先方政府負担分に係る
プロジェクトの企画・予算書
（Planning Commission 
Pro-forma：PC-1）が承認される 

 
・プロジェクト実施に必要な予算が

給付される。 

92
－
 
 
－



3-4. 普及活動を実施する。 
3-5. 普及活動をモニタリング、評価する。 
3-6. 普及計画および普及マテリアルの見直しを行う。 
 
4-1. 事業管理、情報共有、調整方法等を含んだ事業運用ガイドライン

（注釈 5 参照）を作成する。 
4-2. 事業計画、管理、モニタリング手法に関する研修を実施する。
4-3. 関係者間の調整及び情報共有のために、「畜産開発プラットフォ

ーム」を設置する。 
4-4. 運用ガイドラインの見直しを行う。 

 
・プロジェクト対象地域における治

安状況が悪化しない。 
 

 

 

注釈 1：ターゲット・グループは日常的に 1 頭～5 頭の牛/水牛を飼育し、かつ、以下のいずれかに分類される農家である。 

１．小規模農家：2.5～5 エーカーの土地の農地を所有する農家 

２．零細農家：2.5 エーカー以下の農地を所有する農家 

３．小作農家：農地を所有せず借地で農業を営む農家 

４．非農家：農業労働者あるいは店番、職工、ビジネス、サービスなど非農業活動に従事する人 

 

注釈 2：適正技術とは、（１）営農、（２）マーケティング、（３）飼養管理、（４）飼料、（５）繁殖、（６）家畜衛生、（７）育種の分野から構成され、プロジェクトが作成

した「適正技術開発チェックリスト」にある A ランクの技術を指す。 

 

注釈 3：家畜資源の有効活用方法には、水牛の救済、乾乳牛のリサイクル、家畜シェアリング、家畜リボルビングが含まれる。 

 

注釈 4：‟習得”の程度は、試験その他プロジェクトが定める方法で把握する。プロジェクトの実施期間中、各スタッフの習得レベルとその進捗を可視化する。その方法につ

いてはプロジェクトで協議、決定する。 

 

注釈 5：この事業運用ガイドライン作成の目的の一つとして、プロジェクトで作成する技術ガイドラインや普及マテリアル・計画などが畜産局内で広く適用されるよう促進

することがある。ただし、これらの適用を畜産局全体に義務付けるためには「Standard Operation Procedures（SOP）」の発令が必要であるため、それを成果指標の一つとする。 
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(1) プロジェクトの実績

評価設問 必要な情報・データ 情報源・収集方法

専門家は適切に派遣されたか（分野、専門分野、人数、派遣のﾀｲﾐﾝｸﾞ） 専門家ｱｻｲﾒﾝﾄ実績ﾃﾞｰﾀ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書（中間ﾚﾋﾞｭｰ事前資料含む、以下同
じ）

C/P研修は適切に実施されたか（研修分野、内容、人数、実施ﾀｲﾐﾝｸﾞ） 研修実績ﾃﾞｰﾀ（人数、期間、研修内容） ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書、研修ﾚﾎﾟｰﾄ

供与機材は適切であったか（投入機材の種類、数量、使用目的、調達のﾀｲﾐﾝｸﾞ） 供与機材ﾘｽﾄ、調達の記録 供与機材実績表、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書

ﾛｰｶﾙｺｽﾄ（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ運営費）負担は適切であったか（在外事業強化費内容、拠出ﾀｲﾐﾝｸﾞ） 在外事業強化費会計報告 在外事業強化費会計報告書、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書

C/Pは適切に配置されたか（人数、職位、交代の有無） C/P配置の記録 C/P配置実績表、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ関連経費の予算と投入金額、拠出ﾀｲﾐﾝｸﾞは適切だったか ﾊﾟ国実施機関の予算と投入実績ﾃﾞｰﾀ ﾊﾟ国実施機関の予算書と会計記録

土地、建物、施設の提供、日本側で供与されない必要機材の購入、機材の更新は適切に行われたか 投入施機材のﾘｽﾄ、調達実績ﾃﾞｰﾀ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書、ﾊﾟ国側のﾚﾎﾟｰﾄ

指標1-1「ﾏｽﾀｰﾄﾚｰﾅｰや普及員も含め担当ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄとﾊﾟｲﾛｯﾄ農家の70％が、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで作成する技術ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを習得して
いる。」は達成される見込みか

担当ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄとﾊﾟｲﾛｯﾄ農家による、技術ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの習
得ﾚﾍﾞﾙ（理解度）

指標1-2「25農家で適正技術が実証される。」はどの程度達成される見込みか 実証される適正技術の数と農家数

指標2-1「担当ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄと農家の70％が、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで作成する家畜資源有効活用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを理解している。」はどの程度達
成される見込みか

担当ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄとﾊﾟｲﾛｯﾄ農家による、家畜資源有効活用
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの習得ﾚﾍﾞﾙ（理解度）

指標2-2「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで救済された仔牛の生存率が90％となる。」は達成される見込みか ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで救済される仔牛の生存率

指標3-1「ﾏｽﾀｰﾄﾚｰﾅｰや普及員も含め担当ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄの70％が、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで作成する普及計画とﾏﾃﾘｱﾙを習得している。」は
達成される見込みか

担当ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄによる、普及計画とﾏﾃﾘｱﾙに対する理解
度

指標3-2「7,500農家（普及員経由で95%の農家、農家から農家へ5%の農家）に適正技術が伝わる。」は達成される見込みか 適正技術が伝わった農家の数

指標4-1「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの年次計画が、畜産局主導で作成される。」は達成される見込みか 畜産局主導で作成されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの年次計画
作成されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの年次計画書、門家・C/Pや関係者
へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

指標4-2「月次ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果が、畜産局県事務所によって報告される。」は達成される見込みか 畜産局県事務所主導で作成された月次ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果
作成されたﾌ月次ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書、門家・C/Pや関係者へ
のｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

指標4-3「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの年次評価報告が、畜産局主導で作成される。」は達成される見込みか 畜産局主導で作成されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの年次評価報告
作成されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの年次評価報告書、門家・C/Pや関
係者へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

指標4-4「畜産開発ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑが、畜産局主導で定期的に開催される。」は達成される見込みか 畜産開発ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ開催の記録 畜産開発ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ会議議事録

指標4-1「Standard Operation Procedures（SOP）が発令される。」は達成される見込みか ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで支援したｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝやﾏﾆｭｱﾙに関わるSOP 発令されたSOP

指標1「ﾀｰｹﾞｯﾄ･ｸﾞﾙｰﾌﾟのうち、日常的に適正技術を使っている農家の数が、「適正技術開発ﾁｪｯｸﾘｽﾄ」で示された目標値に達
している。」は達成される見込みか

日常的に適正技術を使っている農家の数
「適正技術開発ﾁｪｯｸﾘｽﾄ」によるﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果、農家への
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ、農場視察

指標2「ﾊﾟｲﾛｯﾄ農家の平均乳量が25％増加する。」は達成される見込みか ﾊﾟｲﾛｯﾄ農家における平均乳量の変化
ﾊﾟｲﾛｯﾄ農家における平均乳量の記録、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄによるﾓﾆ
ﾀﾘﾝｸﾞ報告書

指標3「ﾊﾟｲﾛｯﾄ農家の1日あたり平均増体重が10％増加する。」は達成される見込みか ﾊﾟｲﾛｯﾄ農家における1日あたり平均増体重の変化
ﾊﾟｲﾛｯﾄ農家におけるり平均増体重の記録、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄによ
るﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書

指標4「1年間に救済された仔牛の数が50頭になる。」は達成される見込みか 1年間に救済された仔牛の数 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書

指標5「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで作成する技術ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝや普及ﾏﾃﾘｱﾙ・計画などが畜産局全体で適用されるためのSOPが実行される。」は
達成される見込みか

畜産局全体で実効されているSOP
作成されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの年次評価報告書、専門家・C/Pや
関係者へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

指標1「対象県におけるﾀｰｹﾞｯﾄ･ｸﾞﾙｰﾌﾟの新たな20％（5県で1,500農家）と、ﾊﾟｲﾛｯﾄ県外の750農家が日常的に適正技術を使っ
ている。」の実現見込みはどの程度か

日常的に適正技術を使っている農家数（対象県とその他
の県）

指標2「ﾀｰｹﾞｯﾄ･ｸﾞﾙｰﾌﾟの20％（1,500農家）が収入と資産を増やしている。」の実現見込みはどの程度か ﾀｰｹﾞｯﾄ･ｸﾞﾙｰﾌﾟの収入と資産の変化

(2)実施プロセス

評価設問 必要な情報・データ 情報源・収集方法

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ活動のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞは、日・ﾊﾟ両ｻｲﾄﾞによって適切に行われているか

PDM・POの軌道修正は適切に行われたか

日本人専門家とﾊﾟ国C/P間で日常的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・情報共有は、適切に行われているか

定期会議、運営調整員会は開催され、課題解決のために機能しているか

JICA（本部・在外事務所）とﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝは良好に行われているか 専門家・JICA事務所職員の意見

ﾊﾟ国側実施機関責任者、C/Pのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ活動への参加は十分あるか ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進捗・活動記録、専門家・C/Pの意見

ﾊﾟ国・ｼﾝﾄﾞ州政府によるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ活動予算の手当は十分なされているか
ﾊﾟ国実施機関の予算と投入実績ﾃﾞｰﾀ、専門家・C/Pの意
見

ﾊﾟ国実施機関の予算書、専門家・C/Pへのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝ
ｹｰﾄ

他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとの連携 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとの連携はあるか

実施機関の組織改編、人事異動（責任者・C/P）があったか、あった場合、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進捗にどう影響したか

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実施ﾌﾟﾛｾｽで生じている問題や、効果発現に影響を与えた阻害要因はあるか

(3)５項目評価

評価設問 必要な情報・データ 情報源・収集方法

協力内容（3つのﾊﾟｲﾛｯﾄ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを含む）は、ﾊﾟ国・ｼﾝﾄﾞ州政府のﾆｰｽﾞと合致しているか
ﾊﾟ国・ｼﾝﾄﾞ州政府の開発計画・農業・畜産政策文書、政策
担当者・専門家・C/Pの意見

関連する開発計画書、政策担当者・専門家・C/Pへのｲﾝ
ﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

協力内容は対象ｸﾞﾙｰﾌﾟ（対象地域の住民）のﾆｰｽﾞに合致しているか 対象地域の受益者（農民）の意見 農民へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ､ｱﾝｹｰﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが設定した目標は、ﾊﾟ国・ｼﾝﾄﾞ州の開発計画やなどとの整合性があり、優先度が高かいか
ﾊﾟ国・ｼﾝﾄﾞ州政府の開発計画・農業・畜産政策文書、政策
担当者・専門家・C/Pの意見

関連する開発計画書、政策担当者・専門家・C/Pへのｲﾝ
ﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

日本のﾊﾟ国に対する援助政策との整合性はあるか
対ﾊﾟ国国別援助計画、JICA事業実施計画、外務省・JICA
担当者の意見

国別援助方針・事業実施計画者、外務省・JICA担当者へ
のｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ｱﾌﾟﾛｰﾁ（適正技術の開発、普及支援、畜産局の能力開発）は、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施戦略として適切だったか

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの対象地域の選定は、ﾊﾟ国・ｼﾝﾄﾞ州政府の開発戦略に照らして適切だったか

ﾀｰｹﾞｯﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ（対象地域の農民）の絞り込みは、ﾊﾟ国・ｼﾝﾄﾞ州政府の開発戦略に照らして適切に行われたか

日本の技術の優位性はあったか（終了技ﾌﾟﾛ、その他、我が国の経験・ﾉｳﾊｳが活かせたか） 専門家・C/P・JICA担当者の意見 専門家・C/P・JICA担当者へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの支援により「ﾊﾟｲﾛｯﾄ県における畜産に携わる農家の収入と資産増大のための基盤構築」が実現される見込みは高
いか

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの4つの成果（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ）は、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標の達成に貢献しているか

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ以外にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標達成に貢献した要因はあるか

成果（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ）からﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標に至るまでの外部条件の影響はあるか

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標達成を阻害する、予期せぬ要因はあるか

成果4「畜産局の事業運営、
管理、調整能力が強化され
る。」の達成度

成果3 「 開発、実証された適
正技術、仕組みがﾊﾟｲﾛｯﾄ県
内の農家に普及される。」の
達成度

成果2 「子牛救済・活用、乾
水牛のﾘｻｲｸﾘﾝｸﾞ、家畜のｼｪ
ｱﾘﾝｸﾞ･ﾘﾎﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ等により家
畜資源を有効活用する仕組
みが実証される。」の達成度

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書、専門家・C/Pや農
家へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

成果（アウトプッ
ト）の達成状況

専門家・C/Pの意見、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ活動の記録
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書、専門家・C/Pへの
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

関連する開発計画書、政策担当者・専門家・C/Pへのｲﾝ
ﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

ﾊﾟ国・ｼﾝﾄﾞ州政府開発計画政策文書、政策担当者・専門
家・C/Pの意見

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書、専門家・C/Pや農
家へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書、専門家・C/Pや農
家へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

畜産局による畜産農家ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ議事録、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書、
専門家・C/P・JICA担当者へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進捗・活動記録、専門家・C/Pの意見
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ議事録、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書、
専門家・C/P、他ﾄﾞﾅｰ関係者へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進捗・活動記録、専門家・C/Pの意見

実施プロセス

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制

実施機関のｵｰﾅｰｼｯﾌﾟ

実施ﾌﾟﾛｾｽにおける留意点・
阻害要因

プロジェクト目標
の達成度

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標「畜産に携わる
農家の収入と資産（assets）
の増大のための基盤（適正技
術開発・普及体制整備・実施
機関の体制強化・関係者の
能力向上）をﾊﾟｲﾛｯﾄ県におい
て構築する。」の達成見込み

上位目標の達成
見込み

上位目標「適正技術および家
畜資源の有効活用方法がｼﾝ
ﾄﾞ州内の農家によって適用さ
れる。」の達成見込み

評価の視点・項目

評価の視点・項目

日本側の投入実績

ﾊﾟ国側の投入実績

成果1 「ﾊﾟｲﾛｯﾄ農家における
実証を通じてｼﾞｪﾝﾀﾞｰ視点に
立った畜産開発の適正技術
とﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ手法が開発され
る。」の達成度

投入実績（実績の
記載のみ）

評価の視点・項目

妥当性

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの必要性・優先度・
政策との整合性

手段・ﾀｰｹﾞｯﾄ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ選定の
適切性

有効性

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標の達成見込み

外部要因の影響

３．評価グリッド 
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評価設問 必要な情報・データ 情報源・収集方法

活動の貢献 成果（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ）を達成するために十分な活動が計画され、ﾀｲﾐﾝｸﾞよく実施されているか

専門家の専門性、資質、派遣人数、日数、ﾀｲﾐﾝｸﾞは適切か

供与機材の種類、量、投入ﾀｲﾐﾝｸﾞは適切か

本邦・第三国研修の対象人数、分野、研修内容、研修期間、実施時期は適切か、得られた知識・技術は帰国後に活用されて
いるか

日本のﾛｰｶﾙｺｽﾄ負担は、金額、使途、拠出ﾀｲﾐﾝｸﾞからみて適正か

C/Pの人数、配置、能力は適切か

土地、建物、施設の規模、質、利便性に問題はないか

ﾊﾟ国側が拠出したﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ活動予算額は、適正規模か

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ以外に効率性を促進した要因はあるか

効率性を阻害した要因はあるか

上位目標の達成見込み
上位目標「適正技術および家畜資源の有効活用方法がｼﾝﾄﾞ州内の農家によって適用される。」は、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの効果として数年
後に達成される見込みがあるか。

上位目標とﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標は乖離していないか

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標から上位目標に至るまでの外部条件が、満たされる可能性は高いか

上位目標の達成を阻害する要因はあるか

予期されなかったｲﾝﾊﾟｸﾄ・波
紋効果

政策、制度、社会経済、技術面などで、上位目標以外のﾌﾟﾗｽあるいはﾏｲﾅｽの効果・影響があったか

政策・制度 協力終了後も、当該ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの成果が政策・制度面から持続される見込みはどの程度あるか

財政 同様な目的のために、ﾊﾟ国・ｼﾝﾄﾞ州政府の予算措置が講じられる見込みはどの程度あるか

組織
同様な目的のために、ﾊﾟ国・ｼﾝﾄﾞ州政府の組織的な整備（人材配置、意思決定ﾌﾟﾛｾｽ等）はどの程度行われているか（見込み
があるか）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで推奨された知識・技術は、関係機関ｽﾀｯﾌに受容されつつあるか

協力終了後、関係機関が強化された能力を維持できる見込みはどの程度あるか

協力終了後、本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ対象外の地域普及する見込みはどの程度あるか

総合的自立発展性 本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄによるｲﾝﾊﾟｸﾄの総合的な持続性は、どの程度見込めるか

(4)計画の見直し

評価設問 必要な情報・データ 情報源・収集方法

活動・投入面での見直しの必要性はあるか

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの成果、目標及び指標について、見直しの必要性があるか

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進捗を促進するためにどのような手段の可能性があるか

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施体制について、見直しの必要性があるか

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進捗・活動記録、専門家・C/Pの意見
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ議事録、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書、
専門家・C/Pへのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

計画の見直し 可能性の検討 活動計画と実績、専門家・C/Pの意見 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書、専門家・C/Pへのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進捗・活動記録、専門家・C/Pの意見
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書、専門家・C/Pへの
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進捗・活動記録、専門家・C/P・受益者の意見
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告書、専門家・C/P・農
民へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･ｱﾝｹｰﾄ

評価の視点・項目

自立発展性
（予測）

技術

効率性

日本側の投入の適性度

ﾊﾟ国側からの投入の適性度

インパクト
（予測）

因果関係・外部条件

外部要因の影響

評価の視点・項目

95－  －



 

1. 上位目標の指標 

現 PDM の指標 変更への提言 理由 

1. 対象県におけるターゲット・グル

ープの新たな 20％（5県で 1,500

農家）と、パイロット県外の 750

農家が日常的に適正技術を使っ

ている。 

2. ターゲット・グループの 20％

（1,500 農家）が収入と資産を増

やしている。 

（R/D 締結時の PDM に示された指標に

戻す） 

プロジェクトで実証された適正技術

及び家畜資源の有効活用方法を採用

した畜産農家数。 

 終了時評価調査までの

進捗に基づき、適切なレ

ベルの指標を設定する。

 

2. プロジェクト目標の指標 

現 PDM の指標 変更への提言 理由 

1. ターゲット・グループのうち、日

常的に適正技術を使っている農

家の数が、「適正技術開発チェッ

クリスト」で示された目標値に達

している。（ターゲット・グルー

プの数は各県約 1500 農家、合計

7500 農家） 

2. パイロット農家の平均乳量が

25％増加する。 

3. パイロット農家の 1日あたり平均

増体重が 10％増加する。 

4. 1 年間に救済された仔牛の数が 50

頭になる。 

5. プロジェクトで作成する技術ガ

イドラインや普及マテリアル・計

画などが畜産局全体で適用され

るための the Standard Operation 

Procedures (SOP)が実行される。

(脚注 5 参照) 

1. ターゲット・グループのうち、日

常的に適正技術を使っている農家

の数が、「適正技術開発チェック

リスト」で示された目標値に達し

ている。（→別添に示す通り。）

 指標自体に変更はない

が、農家目標数値を別添

の表で示す。 

2. プロジェクトで作成した各種ガイ

ドラインが畜産局により公式に承

認される。 

 プロジェクトを通して

作成される予定の技術

成果物は、プロ目の「基

盤」を整える上で重要な

コンポーネントになる

と考えられる。 

3. 州内の畜産ステークホルダー（農

家、NGO など）が子水牛及び乾乳

水牛救済技術を採用した事例が数

件確認される。 

 同様に、子水牛及び乾乳

水牛救済技術がステー

クホルダーによって採

用されることが、「基盤」

を構築するための指標

となる。 

4. 各種ガイドラインに基づき、農家

を指導できる普及員、技術者が各

パイロット県で 10 名以上育成さ

れる（→ガイドライン毎に数を示

す）。 

 普及員、技術者の能力向

上は、「基盤」を構成す

る重要な要素なので、指

標として含める必要が

ある。 

5. （変更なし）  

 

3. 成果の指標 

現 PDM の指標 変更への提言 理由 

成果 1: 

1-1. マスタートレーナーや普及員も

含め担当カウンターパートとパ

イロット農家の 70％が、プロジ

ェクトで作成する技術ガイドラ

インを習得している。（注釈 4

参照） 

1-2. 25 農家で適正技術が実証され

る。 

 

1-1. 乳生産の増加、収益増加に対す

る適正技術の有用性が 25 パイロ

ット農家で飼養される牛・水牛の

次の 2つの指標により確認され

る。 

1) 乳生産量が一般農家の現状

レベル（平均 4L/日）より 25%

増加する。 

2) 増体重量が一般農家の現状

レベル（平均 250g/日）より

10%増加する。 

 

 現在実施されている活

動に沿って、技術が「実

証」されたことを評価で

きる指標を設定する必

要がある。 

 現行 PDM のプロ目のた

めに設定されている指

標2と3を成果レベルに

移して再設定する。 

４．PDM 変更への提言 
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現 PDM の指標 変更への提言 理由 

1-2. 畜産局のカウンターパートが、

適正技術ガイドラインの内容（技

術、手法）を理解し、普及員や現

場の技術者（現職者を含む）を指

導できるようになる。 

 成果 1（技術の実証）で

実施されている活動に

係わる人材（C/P）の能

力向上のレベルを評価

できる指標とする必要

がある。 

成果 2: 

2-1. 担当カウンターパートと農家の

70％が、プロジェクトで作成す

る家畜資源有効活用ガイドライ

ンを理解している。（注釈 4 参

照） 

2-2. プロジェクトで救済された仔牛

の生存率が 90％となる。 

2-1. 子水牛救済センターで救済され
た子水牛の 3カ月齢生存率が 90％
以上となり、子水牛の救済技術が
確立する。 

 「仕組みが実証」された

ことを評価できる指標

とする必要がある。 

 現行 PDM のプロ目のた

めに設定されている指

標 4 を成果レベルに移

して再設定する。 
2- 2 救済された子水牛を農家に渡す

仕組みが経済的に実行可能とな
る。 

 成果 2の究極的な目標

を評価できる指標とす

る必要がある。 
2-3. 繁殖技術の改善により、乾乳水

牛が救済され農家にシェアリング
された事例が 2 農場以上で確認さ
れる。 

 上記 2-2 と同じ。 

2-4. 畜産局のカウンターパートが、

プロジェクトで作成する家畜資

源有効活用ガイドラインの内容

（技術、手法）を理解し、官・民

の畜産ステークホルダーに対し

啓蒙活動（promotion）を実施で

きるようになる。 

 成果 2（畜産資源有効活

用法の実証）で実施され

ている活動に係わる人

材（C/P）の能力向上の

レベルを評価できる指

標とする必要がある。 

成果 3: 

3-1. マスタートレーナーや普及員も

含め担当カウンターパートの

70％が、プロジェクトで作成す

る普及計画とマテリアルを習得

している。（注釈 4参照） 

3-2. 7,500 農家（普及員経由で 95%の

農家、農家から農家へ 5%の農家）

に適正技術が伝わる。 

 
3-1. 畜産局のカウンターパート、

（PC-1 で雇用された）マスタート
レーナーと普及員が普及計画とマ
テリアルの内容を理解し、農家を
指導できるようになる。 

 

 成果 3（農家への技術の

普及）で実施されている

活動に係わる人材（C/P、

普及員）の能力向上のレ

ベルを評価できる指標

とする必要がある。 
3-2. 普及員から農家、農家間で 3,000

農家に適正技術が伝わる。 
 指標設定レベルを、プロ

ジェクトの進捗に合わ

せ再設定する。 

3-3. 農家間技術伝搬の有望な事例・

手法が示される。 

 プロジェクト活動を通

し、農家間技術伝播の有

望な事例・手法を示すこ

とができれば、プロジェ

クト目標に繋がる重要

な成果となる。 

成果 4: 

4-1. プロジェクトの年次計画が、畜

産局主導で作成される。 

4-2. 月次モニタリング結果が、畜産

局県事務所によって報告され

る。 

4-3. プロジェクトの年次評価報告

が、畜産局主導で作成される。 

 

（変更なし）  
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現 PDM の指標 変更への提言 理由 

4-4. 畜産開発プラットフォームが、

畜産局主導で定期的に開催され

る。 

4-5. Standard Operation Procedures

（SOP）が発令される。 

 

4. 指標入手手段 

現 PDM 変更への提言 

プロジェクト目標： 

Monitoring Survey by the Project 

プロジェクトによるモニタリング調

査 

 

1. プロジェクトによるモニタリング調査 

2. 畜産局への確認 

3. プロジェクト進捗報告 

4. 家畜資源有効利用の成功事例、ステークホルダーの確認 

5. 畜産局への確認 

成果: 
1-1.プロジェクトによる調査 
1-2.プロジェクトモニタリグ調査  
 
2-1.プロジェクトによる調査 
2-2.プロジェクトモニタリグ調査  
 
3-1.プロジェクトによる調査 
3-2.プロジェクトモニタリグ調査  

 
4-1. 関係者へのインタビュー 
4-2. モニタリング報告書 
4-3. 関係者へのインタビュー 
4-4. 関係者へのインタビュー 

4-5. SOP 

 
 
1-1. P/F 保有家畜のモニタリング調査 
1-2. ガイドラインの理解度テスト、プロジェクトによるモニタリング 
 
2-1. プロジェクトによる進捗報告 
2-2. プロジェクト進捗報告 
2-3. プロジェクト進捗報告 
2-4. ガイドラインの理解度テスト、C/P による啓蒙活動の事例 
 
3-1. ガイドラインの理解度テスト、プロジェクト進捗報告 
3-2. プロジェクトモニタリグ調査 
3-3. 普及事例のケーススタディ 
 
 
4-1～4-4 （変更なし） 
 

 

5. 活動 

現 PDM 変更への提言 

成果 1 のための活動: 

1-4. 実証された技術を周辺農家に適用す

る。 

1-7. 技術ガイドラインを作成する。 

 

1-4. 優先普及すべきする適正技術の選定を行い、農家への普及活動

（成果 3 の活動）に反映させる。 

1-7. 1-3 から 1-6 の活動結果を反映させ、「適正技術ガイドライン」

を作成・改訂する。 

1-8. プロジェクトに関係する現職職員・畜産技術者（県事務所長、

獣医師、準獣医師、SA）に対して適正技術に係わる研修を行う。

成果 4 のための活動: 

 

（下記を新たに追加する。） 

4-5. 非対象県で普及体制を構築するための畜産局職員の研修を実施

する。 

 

6. 外部条件 

現 PDM 変更への提言 

プロジェクト目標レベル： 

対象県外でも、普及活動を継続するよ

う畜産局全体の体制が整備される。 

（下記に言い換える。） 

 対象県外でも、普及活動を継続するよう畜産局全体の体制が整備

される。 

 カウンタパート職員が、他の職員に知識・技術を開発・移転する

業務や農家への普及に係わる業務に従事する。 
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成果レベル 

世銀によるシンド州畜産プロジェク

トが当プロジェクトとの間で適切に

調整を図る。 

 

「畜産プラットフォーム」（成果 4 の活動）により、他ドナーとの調

査は可能となっているので、この外部条件は削除できる。 
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「パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト」中間レビュー調査 
面談記録・議事録（8/1～8/8 実施分） 

 
議題 表敬、プロジェクトに係わる確認 
訪問先 シンド州政府 HQ 畜産局次官 
面談相手 Mr. Muhammad Ramzan Awan (Secretary, Livestock & Fisheries Dept.) 
日時 8 月 1 日 12:15～13:20 面談場所 次官の執務室 
訪問者 プロジェクト：Dr. Jamil (PM)、Dr. Sarwar (General Coordinator)、岡部総括、富永専

門家、原専門家、調査団：鈴木 
収集情報 
主要事項 

1. 今回の調査の概要説明 
 調査団側より、資料に基づき調査概要を説明した。 

 
2. 日程の確認 
 8 月 10 日の会議について 

→13 時から次官との打ち合わせ、15 時から ACS 表敬（次官も同行予定）で合意。

 最終報告と M/M 署名について 
→8 月 17、18 日に次官自身が対応の予定、都合が悪くなった場合、代理を指名す

る。 
→場所をハイデラバードとするか、カラチにするかは調査団側の意見に従う。10
日訪問時に確認する。 
→評価結果、レポート・議事録の内容は、PM をとおして事前に確認する。 
 

3. 専属 PM のリクルート進捗 
→応募者の一人(Dr. Umrani)に選定委員が含まれていたことから、今週金曜日に委

員の再選定を行う。来週末までには最終決定し、9 月 1 日からアサインできるよう

にする予定。 
 

4. 車両の調達 
→CM が交代したため、新 CM と協議することとなった。 
 

5. PC-1 の改訂 
→中間レビューでの提言事項をも踏まえて最終化する。改訂 PC-1 に含めるべき事

項、シンド政府側の負担事項を議事録に含めて欲しい。 
 

6. プロジェクト終了後の持続性 
→PC-4 で通常業務として予算申請し、それが認められれば予算と担当職員が確保

できるため、終了後も通常業務として継続することは可能である。そのためには、

80%以上成功したと評価される必要がある。 
 

7. 畜産政策について 
→畜産は農業セクターの一部として位置づけるべきだと考えている。ミルク、肉

生産の改善はシンド州政府にとって重要項目である。政府は、畜産農家を国際水

準まで引き上げる努力をしている。 
→畜産局の政策については、活動自体が政治的な影響を強く受けるため実現して

５．面談記録 
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いない。世銀を含め、政策策定に対する支援を要請した。 
 

8. 他のドナー事業について 
→世銀、USAID/FAO による FMD 撲滅 

 
議題 調査の概要、プロジェクトに係わる確認 
訪問先 畜産局ハイデラバード HQ 
出席者 DR. Ali Akber Soomro (DG), Dr. Jamil Ahmed Shaikh (Director Breeding /PM), 

Dr. Mushtaq Hussain Jokhio (Director Animal Husbandry), 
Dr. Aslam Parvez Umrani (DG/Director Veterinary Research & Diagnosis/Evaluation 
Member), 
Dr. Abdul Qadir Junejo (Director, Animal Planning & Monitoring/ Evaluation Member) 
（プロジェクト）岡部総括、富永専門家、Dr. Sarwar（調査団）鈴木 

日時 8 月 2 日 10:25～12:10 面談場所 畜産局会議室 
収集情報 
主要事項 

冒頭に、シンド側評価メンバーの Dr. Umrani より、M/P 策定から始まる JICA の支

援が大変有益であり、感謝の意が伝えられた。その後、下記の内容で議論が行われた。

 
(1) 今回の調査の概要 
 調査団側より、資料に基づき調査概要を説明した上で、日程を確認した。 
(2) PC-1 予算 
 （R. Soomro）PC-1 の現予算は、JICA からの協力期間が終了した後も、PC-1 を

改訂すれば 1～2 年間延長して使うことは可能である。1 年とするか 2 年とするか

はどの程度現計画の活動が未了かによる。 
 （R. Soomro）5 県以外の県へも裨益させることを考える必要がある。 

→別の PC-1 でフェーズ 2 を検討するのも一案。 
→上位目標に繋げることのできるモデルを構築することが大切。 

(3) 子水牛の救済活動 
 （Dr. Mushtaq）貴重な家畜資源を保護するために、非常に重要な活動である。で

きるだけ多くの子水牛を救済する必要がある。 
(4) プロジェクトのマイルストーン 
 （Dr. Umrani）中間評価を行うにあたり、本件プロジェクトのマイルストーンは

何か？ 
→JICA のプロジェクト評価は、PDM に基づいて行われるので、PDM に示された

指標がマイルスト－ンにあたる。 
 （Dr. Umrani）Input, Output といった指標があるが、資料がないと評価ができな

い。 
→プロジェクトですでに準備した英文資料があるのでそれを渡す。 

(5) 開発された技術の評価 
 （Dr. Umrani）成功した（つまり多くの農民が活用できる）技術の数を確認する

と共に、技術を経済面から検証する必要がある。そうした技術の普及が極めて重

要である。それによって、将来、政府がどのような事業を行うか検討する材料と

なる。 
(6) プロジェクト終了後の持続性 
 （Dr. Umrani）持続性は、PC-IV を作成し、活動を通常予算化する必要がある。政
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府レベルの予算が確保できるかという点とともに、農家レベルで技術が受け入れ

られているかという点から検証する必要がある。例えば家禽の飼料を有料にして

いるが、農家はそれを購入しても利益がでることが分かっているので成功してい

る。 
(7) 職員の能力向上研修 
 （Dr. Junejo）畜産局の一般職員にとってこうした研修は初めてなので、長期的な

視点から評価する必要がある。 
(8) 県レベル Focal Persons の継続アサイメント 
 （Dr. Umrani）スタッフの雇用が遅れたことでアサインされた県レベル Focal 

Persons は、プロジェクト活動に参加することで能力アップが図られた。その能

力は、他の事業でも役立つ。 
 （Dr. Umrani）新規雇用されたスタッフと来年 2 月まで活動することで、大方の

引き継ぎは完了すると思われるが、その後も、必要に応じてプロジェクト活動を

サポートすることは可能だろう。畜産局から必要な TA/DA（日当）を支払うこと

ができる。 
(9) 畜産局のフィールドスタッフ（SA、準獣医師）に対する技術研修 
 適正技術をより多くのフィールドスタッフ（SA）へ伝え普及員として位置づける

ことも重要なのでは？ 
→（Dr. Umrani）SA に（通常業務と合わせて）技術普及の役割を担わせることも

ある程度は可能である。C/P が講師となり SA に研修を行うことは可能である→
（Dr. Junejo）中間レビュー調査後に改訂する予定の PC-1 に SA への研修を活動

として含めることは可能である。また、彼らにパイロット農家を紹介するための

exposure visit も有益。 
 （Dr. Mushtaq）タンド・ムハマド・ハーン県にある research & training Institute

（RTI）を活用することも一案。RTI は半民営化しており、資金を出してもらうこ

とが必要。C/P を含めて講師はいる。 
入手資料 PM から入手した PC-1 の予算執行状況は、下記のとおり。 

 
 2013-14 2014-15 2015-16 2016-17 
Allocation 43.611 37.000 35.000 35.000 
Released 31.968 16.500 18.570  
Utilization 17.176 5.949 6.065  

(Unit: Million Rupees) 
 
畜産局側から release された予算を使うための申請は州政府（第一首相宛）に対して

提出されてるが、ペンディング状態のままとなっている。 
 
議題 C/P へのインタビュー 
訪問先 畜産局ハイデラバード HQ 
出席者 C/P9 名中の 8 名（普及担当の C/P は研修実施のため不在） 
日時 8 月 2 日 12:20～17:00 面談場所 畜産局会議室・プロジェクトオフィス 
収集情報 
主要事項 

(1) 調査概要・日程の説明 
全体会議にて、調査概要を説明し、翌日からのフィールド訪問の日程を確認した。
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その後、個別にインタビューを行った。 
 
(2) C/P からの聞き取り 
① Dr. Ghulam Muhammad Jiskani (Farm Management) 

 今週、月次データ収集、マーケット情報収集のために P/F を訪問している。

 短期専門家の指導で収集した情報のデータベースを構築し、2 農家の経済分

析を行った。 
 この後、他の農家の分析も行う予定である。結果は、ガイドラインへ反映さ

せる。 
 プロジェクトでの経験は、プロジェクト後も通常業務の中で役立つ。 

② Dr. Iqtadar Ali Memon (Marketing) 
 月毎のミルク価格情報を収集している。 
 P/F の半数以上は、ミルクを中間業者に販売しているが、不利な価格で販売

することが多い。少しでも有利な販売が出来るよう、農家と市場を繋ぐため

の活動を行っている。 
 これまでに 5 つのパイロット村でマーケット開発のワークショップを開催し

たが、こうした活動は畜産局にとって初めての経験であった。今後、他のパ

イロット村でも同様なワークショップを行う予定である。 
 要望として、第 3 国研修の実施と、超過勤務手当の見直しが出された。 

③ Dr. Safdar Ali Fazlani (Feeding Management) 
 主な活動－飼養管理施設の改善、子水牛救済。 
 泌乳能力の高い牛から生まれた子水牛が救済の対象としている。 
 キャトルコロニー内での子牛飼育は下痢による死亡率が高かったため、畜産

局の敷地内に救済センターを設置した。 
 PC-1 予算により、救済子牛の数を増やし、農家へ配布する事業を計画してい

る。 
④ Dr. Muhammad Arif Khan (Fodder Development) 

 ローカルに入手できる材料（メイズ、小麦、フスマ、ヒマワリ粕、コーング

ルテン、砂糖粕、米ぬかなど）を使い、3 つのタイプの配合飼料を開発した。

 この飼料の給与試験により、育成牛の体重増加率、搾乳牛のミルク生産量が

増加することが確認された。 
 一般的に自生している在来野草”Chabber”を天日で乾燥し給与したところ、嗜

好性の改善、採食量の増加が見られた。シンド州には、粗飼料は青草のまま

給与する習慣しかないので、乾燥調製技術は農家にとって重要である。 
 PRI への飼料分析技術の支援は、飼料の栄養価値を知る上で重要。 

⑤ Dr. Ali Akhtar Shahani (Reproduction)/Dr. Naeem Siddique Ansari (Livestock 
Assets) 
 直腸検査による発情検査や妊娠鑑定が正確にできるようになった。 
 中央政府の Bhutto Youth Program で AI 技術の研修を担当している。 
 キャトルコロニー内で行った子牛救済は下痢による死亡率が高かった。 

⑥ Dr. Zulfiqar Ali Pathan (Animal Health) 
 P/F 選定、繁殖カレンダー、健康カードの作成と、農家への指導などを行っ

た。 
 FMD、HS ワクチンの接収を P/F の飼育牛に行っている。ワクチン接種は、
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政府でサービスを行っているが、スタッフ不足と農家の関心が低いため、十

分に行き渡っていない。 
⑦ Dr. Muhammad Mubarak Jatoi (Genetic Improvement) 

 クンディ水牛の品種登録システムを開発している。 
 民間育種農家の育成のため、登録協会を設立し、技術研修を実施する予定で

ある。 
 
議題 サイト視察とインタビュー 
訪問先 ハイデラバード県内の関係施設・パイロット農家 
日時 8 月 3 日 09:30～18:30 面談場所 ハイデラバード県内 
訪問者 プロジェクト：Dr. Jamil (PM), Dr. Safdar, Dr. Arif, Dr. Shahani (C/P) 

評価団：Dr. Umrani, Dr. Junejo, 鈴木 
収集情報 
主要事項 

(1) 畜産局子牛救済センター 
 これまでにキャトルコロニーから導入した子水牛は 90 頭で、内訳は下表のとお

り。 
 

農家へ配布済 育成中 死亡 合計 
69 15 15 90 

 
 一頭の子牛の育成期間は 90 日で、前半 45 日間はカーフハッチでの個別管理、後

半 45 日間はパドックでの群飼育。 
 エサは日本から輸入した代用乳、スターター、プロジェクトで設計・配合した育

成用配合飼料、在来野草”Chabber”の乾草である。 
 子牛の調達先は、オールド・キャトルコロニー内の個人農場（Mr. M. Ghore）で、

農場オーナーから子牛が生まれて販売できる場合、C/P のところへ連絡が来る。

子牛購入価格は、一頭あたり 2,500 ルピー。 
 今のところ、一頭飼育するのに飼料代が 2～3 万ルピーかかっていて、3 カ月齢子

牛の市場相場は 2 万ルピー前後とのことなので、採算性が課題である。 
 
(2) 中央獣医診断研究所（CVDL） 
 今回のシンド側評価メンバーとなっている Dr. Umrani が所長を務める研究所で、

本件プロジェクトとは繁殖生理調査を進める上で連携している。 
 同研究所は 1985 年に FAO/UNDP の資金・技術援助を受けて設置された。2010

～13 年にかけ、中央政府を通して ADB の支援で、最新の施設・機材が整えられ

た。 
 研究所所属の研究員 Dr. Parkash が、昨年一ヶ月ほど PCR を使った診断技術を習

得するための本邦研修に参加した。 
 停電に備えるため、ソーラー発電施設も導入されていて、家畜の病気診断、獣医

学に係わる研究をすすめるための環境は一通り整っている。 
 
(3) パイロット農家 Mr. Pehraj（2014 年選定） 
 ハイデラバードの市街地より 15km ほど離れたところにある村の小作農家（土地

なし）。 
 現在飼育されている水牛は合計 8 頭で、内訳は下記のとおり。 
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 搾乳 乾乳 雌育成 雄育成 合計 
自己所有 1 1 - 1 3 
シェアリン

グ 
1 - 1 - 2 

プロジェク

ト 
- - 2 1 3 

 
 以前は青刈りの草や作物残渣しか給与していなかったが、プロジェクトの指導で

搾乳牛に配合飼料を与えるようにしたことで、乳量が大幅に増加した（2kg→11kg/
日）とのこと。 

 配合飼料は、現在、プロジェクトから供給されているが、プロジェクトからの支

援が終わった後も、給与は続けたい。 
 数年前より、近隣農家 12～13 軒から生乳を集めて、ハイデラバード市内にある

お菓子・乳製品を製造する店に販売する仲買業も行っている。農家からの生乳買

い取り価格は 20 ルピー/L、販売価格は 60 ルピー/L で、自ら生産する分もあわせ

て毎日約 50 リッターを集めて販売している。 
 農家へのインタビューの後、地主の家の近くに設置された保定枠を視察した。 
 
(4) キャトルコロニー（プロジェクトが子牛を購入している Mr. Ghore へのインタビュ

ー） 
 現在、搾乳、乾乳を含めて合計約 550 頭を飼育する（育成牛は 2, 3 頭）。 
 通常、分娩直後の成牛を家畜市場から入手する。繁殖用の雄牛も保有していて、

搾乳期間中に発情の来た牛にはパドックでの自然交配により種付けをする。雄牛

は、50～60 頭に 1 頭の割合で飼養。 
 繁殖障害などで妊娠しない牛は淘汰するが、普通は 5 産ぐらいさせることができ

る。年間の更新率は、20～25%程度（→年間 120～150 頭の乾乳牛を淘汰し、新

たに同数の成牛を購入する） 
 農場で生まれた子牛は、通常は仲買人・精肉業者に販売する。販売価格は、雄子

牛が 1,000～2,000 ルピー、雌子牛が 2,000～2,500 ルピー。（雌の方が高いのは、

業者が農村部の農家に育成用に販売するからではないか。特に、農産物収穫期、

手元にまとまった現金がある時期に農家は子牛を買うことが多い。） 
 生まれる子牛は、雄の割合が高い。 
 乳量の多い搾乳牛（日量 15L 以上）の子牛は、更新用に雄も雌も農場に保留する。

 一乳期は平均 8 カ月で、分娩後 4～5 カ月ぐらいで発情が来る。発情が来る頃に、

乳量が下がるため、ホルモン剤を注射して乳量をできるだけ高く維持する。 
 現在、平均の日乳量は一頭あたり 9L、総量約 3,400L を毎日販売している。生乳

販売価格は 72 ルピー/L。 
 プロジェクト 1 年目に生まれた子牛を農場内で育成しようとしたが、下痢で死亡

した。子牛の育成は難しい。家畜市場では、育成雌牛が 1 万 2,000～1 万 5,000
ルピー、分娩後の成牛が約 15 万ルピーぐらいで取り引きされているので、それに

対抗できる採算性が見込めないと、子牛の育成は経済的には成り立たない。 
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(5) 畜産局ハイデラバード県事務所（所長：Dr. Abdul Latif Memor、FP:Dr. Aligan） 
 県事務所の職員数：26 Veterinary officers, 21 Para-vet technicians 
 新しい普及員が配置になったあとも PF がプロジェクト活動に従事できるかどう

か。 
→データ収集などは継続できるだろう。 

 今研修を受けている新しい普及員によって、プロジェクトが目標としている数の

農家（18 農家×5 か村）への普及活動が可能かどうか。 
→普及員に他の業務の兼任がなく、移動手段、日当、燃料などの手当てと村の中

に配置されている Para-vet technicians による補助が受けられれば、可能と思う。

→改定 PC-1 で予算を盛り込む必要がある。 
 マネジメント能力向上研修に参加した職員が何人いるか、またどのような成果が

見られるか。 
→後で回答する。 

 普及活動用の車両はまだ受け取っていない。 
所感 キャトルコロニーの農場で聞いた、一頭の水牛に種付けをし、5 回ぐらい搾乳をして

いるという話について、もしこれが他の農場でも一般的に行われているとすれば、プ

ロジェクトの成果 2 でやっている「乾乳牛の救済・リサイクル」のやり方を探求する

のはあまり意味を持たなくなると考えられる。この点について、評価メンバーの Dr. 
Umrani は、水牛の価格が上がっているので、農家も 1 回だけ搾乳するやり方が採算に

合わなくなっているのではないかとの意見であったが、富永専門家によれば、経済性

のある家畜をと殺することが法律で禁じられているので、農家が事実を語っていない

可能性もあるとの意見であった。 
 
議題 サイト視察とインタビュー 
訪問先 バディン県事務所と県内のパイロット農家 
日時 8 月 4 日 08:00～19:00 面談場所 バディン県内 
訪問者 プロジェクト：Dr. Jamil (PM), Dr. Safdar, Dr. Jatoi, Dr. Naeem (C/P) 

評価団：Dr. Umrani, Dr. Junejo, 鈴木 
収集情報 
主要事項 

(1) パイロット農家 Mr. Qazi（2014 年選定） 
 バディン県市街地から約 25km はなれた集落にある土地無し小作農家。水田地帯

で、周辺には牛を飼育する農家が多い。 
 2014 年に 2 頭の子水牛をプロジェクトから供与された。現在、この 2 頭の他に、

乾乳間近の経産牛 1 頭、育成牛 5 頭（うち 1 頭は種付け後流産した）を保有する。

 ミルクの販売価格－水牛 Rs. 40/L、牛 Rs. 30/L 
 エサは通常、青刈り野草、稲わらなどの粗飼料のみで、家畜は飼育されている。

プロジェクトから配布された配合飼料はいいが、マーケットは遠く、原料を村の

周辺で入手することは難しい。近くで入手できる飼料原料は、綿実粕、米ぬか。

 プロジェクトから 1 年前に供与された家畜小屋の材料（丸太、竹）が、使われず

にパドックの隅に置いたままになっていた。 
→農家、担当 FP によれば、どのように建てるかプロジェクト側から指導がない

ため、そのままになっているとの説明であった。FP はプロジェクト関係の会議で

何度か対応を要請したが、動きがなかったとのこと。 
→担当の C/P は、木材は耐久性が低いので、別の材料を探していると回答。 
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(2) 畜産局バディン県事務所（所長：Dr. Krishan Baluawi, PF:Dr. Dodo Chamdio） 
 所長は、家畜小屋が放置されていたことは知らなかった。 
 バディン県の土壌は塩分レベルが高く、環境に適した牧草を導入する必要がある。

そのために土壌分析を行うことが計画されたが、実現していない。 
 プロジェクト活動に関心を持つ農家は増えているので、普及活動が始まれば、技

術を取り入れる農家は増えるのではないか。 
 新しい普及員が 5 村をターゲットとすることは可能かどうか。 

→車両や必要経費があれば、問題ない。 
 マネジメント研修について、同県からは FP 一人しか参加していないので、増や

すべき。 
 普及活動用の車両はまだ受け取っていない。 

 
(3) パイロット農家 Mr. Luqman（2014 年選定） 
 2014 年に 2 頭の子水牛をプロジェクトから供与された。この 2 頭の他に、搾乳牛

4 頭、育成牛 10 頭を飼育する。水牛の飼育は始めて。 
 供与された子水牛は 2015 年 9 月生まれで、プロジェクトによる記録では 150kg

になっているが、全般的にやせ気味でエサが十分給与されていない模様。 
 Agro（乳業会社？）によるプロジェクトで、4、5 カ月前まで生乳の集荷が行われ

ていたが、買取価格に問題があり、突然集荷されなくなった。 
 現在 4 頭の搾乳牛から 12L を生産し、5L を販売、7L を自家消費している。 

 
(4) 育種農家 Mr. Suhail Gujjar の農場 
 クンディ種の血統登録制度構築をすすめる 10 軒の農家の一つ。 
 父親が育種を行っていた関係で、同事業に参加することになった。 
 現在保有する 80 頭の水牛のうち、60 頭を登録審査の対象とし、乳量や体型の記

録など行っている。14 頭が現在搾乳中。 
所感  昨日訪問したハイデラバード県の農家に比べ、配布した子水牛の生育状態も悪く、

またプロジェクトで供与した日よけ家畜小屋用の材料が放置されているなど、指

導が十分に行き届いていないことが観察された。バディン県は、対象地域のなか

でハイデラバードから最も遠くに位置し、同行した C/P によれば、南部に向かう

ほど貧困農家が多いと言うことで、そうした条件から農家を十分フォローするこ

とが難しいのかもしれないが、今後の対応について検討する必要があると感じら

れた。 
 
議題 サイト視察とインタビュー 
訪問先 タンド・アラヤ県事務所と県内のパイロット農家 
日時 8 月 5 日 09:30～15:00 面談場所 タンド・アラヤ県内 
訪問者 プロジェクト： Dr. Jiskani, Dr. Zulfiqar, Dr. Iqtadar 

評価団：Dr. Umrani, Dr. Junejo, 鈴木 
収集情報 
主要事項 

(1) 畜産局タンド・アラヤ県事務所（所長：Dr. Mhamood Baloch, FP: Dr. Magsood 
Almud） 

 月次データの収集や農家への定期訪問は初めての経験であった。 
 繁殖生理に係わる実地研修に、同県から 3 名の獣医師（政府 1、民間 2）が参加し

た。 
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→（Dr. Umrani）こうした研修には、パイロット地域の獣医師が参加すべき。 
 新しい普及員が 5 村をターゲットとすることは可能かどうか。 

→新しい普及員は、他地域の出身で、県内の事情には疎いことから、FP による適

切な指導が必要である。 
 

(2) パイロット農家 Mrs. Saleha（2014 年選定） 
 タンド・アラヤ市街地から 25km ほど離れた集落の土地無小作農家。25 県の P/F

のうち、唯一の女性農家。15 年の水牛飼育経験がある。 
 C/P の Dr. Jiskani が以前 FAO プロジェクトで同県を担当していたことから、この

農家のことを知っていた。 
 保有家畜は、プロジェクト供与の育成水牛 2 頭の他、搾乳水牛 1 頭、乾乳水牛（妊

娠中）1 頭、雌子水牛 1 頭、雄子水牛 1 頭。 
 プロジェクト供与の育成水牛は 2014 年 12 月生まれで、現在、214kg と 201kg。

健康状態は良好。 
 プロジェクトから供与される配合飼料を給与することにより、搾乳量が日量 6L

から 10L に増加した。 
 種付けは 1km ほど離れた隣村の農家のところに発情した水牛を連れて行って行

う。 
 

(3) パイロット農家 Mr. Mushtaq（2014 年選定） 
 5 エーカーの土地持ち農家。作付け農作物は、綿、ミレット、飼料作物。 
 保有家畜は、プロジェクト供与の育成水牛 2 頭の他、搾乳（妊娠中）2 頭、育成 6

頭、雄育成 5 頭、計 14 頭。 
 プロジェクト供与の育成水牛は 2015 年 2 月生まれで、現在、214kg と 201kg。

健康状態は良好。 
 プロジェクトから学んだこと－改良された飼養管理技術、有利なミルク販売方法、

濃厚飼料の給与により日量 5L から 10L へ乳量が増加した。 
 マーケティングワークショップに出た後、肉生産のために肥育を始めた。 
 通常、もと牛は 10km ほど離れたところにある家畜市場で購入する。 
 ミルクの販売価格は、Rs.60/L。 

所感  この日訪問したタンド・アラヤ県は、土地の肥沃度が高く、灌漑設備も整ってい

ることから、農業の生産力が高い。このため、前日訪問したバディン県に比べ、

全般的に住民の生活レベルが高いことが観察された。プロジェクトから供与され

た育成水牛も、同じような年齢にもかかわらず、生育が早く健康状態も格段に良

いことから十分な飼育管理ができていることがうかがわれた。 
 
議題 普及チームへのインタビュー 
訪問先 畜産局 
日時 8 月 8 日 11:05～13:45 面談場所 畜産局会議室 
訪問者 評価団： Dr. Junejo, 鈴木 
収集情報 
主要事項 

調査団側から中間レビューの概要を説明した後、下記項目について、対象各県の普

及チーム（新・旧普及員）にインタビューを行った。 
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(1) 新任普及員のバックグラウンド 
 5 月に新たに採用されたマスタートレーナー5 名、普及員（SA）9 名（1 人欠

席）の経歴、資格などは下記のとおり。 
 大半が獣医、準獣医師の資格、経験を持っているが、普及活動の経験を持っ

ているものは 1 人だけであった。 
 出身地は多くの者がアサインされた県と同じであった。 

 
マスタートレーナー 
県 HB BD TA MA TMK 
準獣医師の資格 有 有 有 有 有 
普及活動の経験 無 無 無 無 無 
前職 民間獣医 民間獣医 大学院 民間獣医 民間獣医 
出身地 同 同 同 他 他 

普及員（SA）① 
県 HB BD TA MA TMK 
準獣医師の資格 有 有 有 有 有 
普及活動の経験 無 有 無 無 無 
前職 民間 AI NGO 民間獣医 NGO NGO 
出身地 同 同 同 他 他 

普及員（SA）② 
県 HB BD TA MA TMK 
準獣医師の資格 （欠席） 有 有 無 有 
普及活動の経験  無 無 無 無 
前職  民間獣医 民間獣医 ？ 民間獣医 
出身地 他 同 同 他 他 

HB:ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ県, BD:ﾊﾞﾃﾞｨﾝ県, TA:ﾀﾝﾄﾞｱﾗｲ県, MA:ﾏﾃｨｱﾘ県, TMK:ﾀﾝﾄﾞﾓﾊﾒﾄﾞｶｰﾝ県 
 
(2) 普及員研修（7 月 13～28 日）についての感想 
 研修の内容に対する感想は、大半が肯定的で、不安・不満を述べる者はいな

かった。 
 獣医技術だけでなく、農民へのアプローチの仕方や社会調査法（PRA）など

知識を得ることができた。 
 研修で普及を行う準備が出来た。 
 

(3) 今後の計画、課題 
 研修の内容に基づき、パイロット村、周辺の村で普及活動を広げてゆく。 
 普及の目標は、年間 100 人の農家。 
 村への移動手段（車・バイク）がまだ確保されていない。 
 村によっては、研修を行うのに適当な場所がないところもある。 
 普及教材が十分でない－絵だけで十分かどうか。 

所感  経歴情報にあるとおり、新たに採用されたマスタートレーナー・普及員の大半が

準獣医師で普及活動の経験がないという条件は、これまで研修の対象としてきた

畜産局県事務所の技術者（フォーカルパーソン、SA）と同じである。出身地は同

じと回答した者が多かったので、全くよそ者ということではないものの、普及活

動に慣れるまでには一定の時間を要すると推察された。 
 いずれにしても、車、バイクが県事務所に配置されないと、対象の村を訪問する

こと自体が難しいので、移動手段の確保を早急に進める必要がある。 
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議題 世銀による畜産分野への支援事業 
訪問先 世銀 SAGP 畜産コンポーネント PMU オフィス 
日時 8 月 8 日 14:10～15:45 面談場所 PMU 会議室 
面談相手 Dr. Nazeer Hussain Kalhoro (Project Director), DR. Abdulla Sethar (Deputy PD), 

Dr. Muzammil Memon (Deputy Financial Manager), 他数名 
訪問者 （プロジェクト）岡部総括、Dr. Sarwar、（評価団）Dr. Junejo, 鈴木 
収集情報 
主要事項 

① 「シンド州農業成長プロジェクト（SAGP）」の畜産コンポーネントを、2015 年 6
月から 5 年間の予定で実施中。2017 年 7 月、中間レビュー調査の予定。 
 

② 活動の概要→下記、3 つの分野で事業展開 
1) 酪農バリューチェーン開発 
 事業目標：対象 9 県にて 153 ミルク生産者グループ（MPG）の設立 
 対象地域：Tharparkar, Mirpurkhas, S. Benazirabad, Thatta, Hyderabad, 

Thatta, Naushehroferoze, Khairpur, Sukkur, Larkana 
 5 リッター/頭、40 頭/村、5 村/MPG 
 153 グループ（MPG）に太陽光発電式集乳設備の設置 
 人工授精センターの設置 
 獣医診断施設の設置 
 ソーシャル・モービライゼーション（社会流動化） 
 マーケット・リンケージ 

2) 能力開発 
 3,075 人の農民研修 
 760 名の人工授精師の育成 
 海外研修・視察 

3) インフラ整備 
 洪水・干ばつ被災地域の獣医関連施設の補修（100 病院、2 SPU、6 CVDL

研究室、13LPO オフィス） 
 

③ 活動の実施体制 
 対象県畜産事務所に DPIU（県プロジェクト実施ユニット）を設置、フォ

ーカルパーソン、技術者が畜産局職員からアサインされ、家畜へのワク

チン接種、病気診断のための採血などを行っている。 
 NGO (Plan International Pakistan)とコンサルタント契約し業務委託して

いる。 
 インフラ整備のコンサルタントは選定途中。 

 
④ 進捗・実績 

 2015 年 11 月 2 日 署名、12 月 2 日 事業開始 
 2016 年 1 月 25 日 ソーシャル・モービライゼーション・チームによる活動

開始 
 2016 年 5 月 1 日ミルク・マーケティング・チームによる活動開始 
 2016 年 5 月 30 日 9 MPG 設立 
 これまでに、対象地域にて 7 万 4,000 頭の家畜にワクチン（HS, BQ, ET, CPP, 

PPR）を接種済み。 
 予算執行率 43%。 

所感  5 年間で 9 県内にミ太陽光発電式ルク保冷設備を設置して 153 の生産者グループ

を設立するという事業目標は相当野心的である。事業開始後、すでに 1 年半を経

過しているが、実際に設立されたのは 9 グループであることから、目標の達成が

危ぶまれている。 
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 対象地域としては、JICA プロジェクトとの重なりはハイデラバード県一カ所であ

ることから、現場で何らかの連携活動を行える可能性はないと見られる。 
 この事業とは別に、世銀が畜産政策策定を支援しているか聞いたところ、農業・

畜産・養鶏・水産・森林分野を含む政策策定を進めているとの回答であった。今

年 2～3 月頃、FAO のコンサルタントが入り、12 月ぐらいまでにはドラフトがま

とまる予定であるとの情報が得られた。 
 
議題 CBU メンバーへのインタビュー 
訪問先 畜産局 
日時 8 月 8 日 16:05～17:15 面談場所 畜産局会議室 
出席者 CBU メンバー11 名中の 8 名 
訪問者 （プロジェクト）岡部総括、弓削田専門家、（評価団）Dr. Junejo, 鈴木 
収集情報 
主要事項 

調査団側から中間レビューの概要を説明した後、下記の内容でインタビューを行っ

た。 
 

(1) これまでの活動概要 
 プロジェクト・マネジメント・タスクフォース（PMTF）として 9 回会合を開

き、畜産局の能力向上について話し合った。 
 これまでに行った研修内容は、プロジェクト・サイクル・マネジメント、モ

ニタリングと評価、PC-1 作成、レポート作成、ジェンダー配慮、葛藤解決な

ど。 
 今年 5 月に PMTF は、CBU として再編。 
 参加者をプレテストによって選抜する仕組みを現在実施中の研修から取り入

れた。 
 

(2) これまでに参加した研修について感想 
 レポート作成能力が十分でなかったので、研修に出て体系的に学ぶことがで

きた。学んだことを日常業務の中で活用している。 
 PC-1 作成の手順について学ぶことが出来、役立っている。 
 PC-1 作成研修は 4 日間であったが、もっと長く行う必要がある。 
 ジェンダー配慮について政策立案時に役立てることができるだろう。 
 

(3) 今後の計画、課題 
 これまでの研修参加者からマスタートレーナーを選定し、研修講師を局内の

人材で実施できるようにする。 
 プロジェクト終了後も続けられるよう、恒久的な研修としてゆくことも検討

する。 
所感  PDM 成果 4 の指標に「畜産局による年次計画・評価報告、県事務所による月次モ

ニタリングができるようになる。」ということが設定されているので、現状、局内

にどのようなレポーティングシステムがあるのか確認したところ、月次、隔月、

年次、災害発生時に県事務所→各部→DG→次官という流れで報告書を作成してい

るとのことであった。岡部総括によれば、報告書は実際には見たことがないとの

ことのため、この指標が適切かどうか検討するために、現状のレポーティングが

どのように行われているのか、もう少し現状を把握する必要があると考えられた。
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「パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト」中間レビュー調査 
面談記録・議事録（8/10～8/13 実施分） 

 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 Landi キャトルコロニーを構成する大規模畜産農家 
先方 Dr. Nasrullah（FAO Consultant, Former District Veterinary Officer）,  

Dr. Aziz Ahmud (Veterinary Officer, Veterinary Hospital under Livestock Dep. ）,  
Dr. Faique 

日時 8 月 10 日 10:10～11:00 面談場所 大規模畜産農家飼育場 
当方 調査団：要田団長、鈴木団員、今村職員、 

富永専門家、岡部総括、前田職員、Dr. Sarwar（プロジェクトコーディネーター） 
収集情報 
主要事項 

プロジェクトはハイデラバードにて実施されているが、大規模畜産農家群によって

運営されるキャトルコロニーの実態を視察した。収集した情報は以下の通り。 
 
訪問先概要 
1) 基本情報 
 キャトルコロニーとは、複数の大規模家畜農家の集合体の総称である。 
 カラチでは 1958 年に Municipal Council により、環境改善の目的で市内に所在

していた畜産農家を市街地に移設する計画が実施された。 
 大規模農家（オーナー）は土地を Municipal Council に（最大 30 年）使用料を

支払い借上げる。必要なインフラ整備はオーナーにより対応される。本来衛生

面は同 Council により監督指導されるものであるが、対応されずオーナー任せ

となっている。毎日大量に出る排泄物は海洋に投棄している。衛生的・環境的

問題への対応は後回しになっている。 
 キャトルコロニー単位で事業が展開されているわけでなく、個々のオーナーに

より生乳生産事業が実施されている。オーナーは生乳生産事業のみであり、生

乳の購入、加工、販売まで手を広げていない。（すみ分けている） 
 

2) 規模 
 カラチには 12 のキャトルコロニーに約 120 万頭の乳牛（水牛及び一般牛）が

飼育されており、Landi コロニーは計 40 万頭規模の最大コロニーとなってい

る。同コロニーは約 3000 の大規模畜産農家（各農家が 100 頭から 2000 頭の

乳牛を保有）から構成される。視察先は 500-1000 頭を保有。80％が水牛、20％
が一般牛。 
 

3) 運営 
 飼育場所の制限があり、基本的には出産直後の乳牛を買取（子牛付）、1 回（10

か月程度）搾乳後に肉牛として売却する。子牛は初期の搾乳を促すために買取

るが、その後ホルモン注射により搾乳を日々実施することから、多くは売却（屠

殺）される。 
 出産直後の牛は 10-20 万ルピーで買い取る。実際に搾乳し乳量（12 リットル
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程度）により値段が決まる。搾乳後の乳牛（乾乳牛）は 6-8 万ルピーで売却さ

れる。乳量の安定と売却時の肉付の良さのために成長ホルモン（BST）を注射

する場合もある。 
 １泌乳期間は 6～8 か月、乳量が３リットルを下回ると乾乳させ、売却する。

オキシトシン注射は 30 年以上前から慣例的に実施される。乳房炎も多く、治

療に抗生物質は多用している。BST も含めたこれら薬物の生乳中の残渣につい

ては監督されていない。 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 FAO プロジェクトオフィス 
面談相手 Dr. Nasrullah（FAO Consultant, Former District Veterinary Officer）,  

Dr. Aziz Ahmud (Veterinary Officer, Veterinary Hospital under Livestock Dep. ）,  
Dr. Faique 

日時 8 月 10 日 1100-1145 面談場所 FMD（口蹄疫）プロジェクトオフィス 
訪問者 調査団：要田団長、鈴木団員、今村職員、 

富永専門家、岡部総括、前田職員、Dr. Sarwar（プロジェクトコーディネーター） 
収集情報 
主要事項 

畜産分野において実施中の他プロジェクトについて聞き取りを行うため FAO の

FMD プロジェクトオフィスを訪問した。収集した情報は以下の通り。 
 

1. FMD プロジェクト概要 
 2011 年から 5 年間のプロジェクト、FAO の外国人プロジェクトチームは、イ

スラマバードから出張ベースで訪問（パキスタン全国で実施のため）。 
 FMD のアウトブレークを阻止するためのワクチン接種とモニタリングが主な

活動。 
 本施設は ELISA（エライザ）という診断機材を利用した多検体処理が可能なシ

ステムを導入したもの 
 発生多発地域へのサーベイランス強化（ウイルスの血清型 3 種をモニター）、

同地域周辺へのワクチン接種など、有効であることが実証された。ワクチンは

ロシア製、当地の発生から分離された野外株をもとに製造されている。 
 

2. プロジェクト終了後について 
 2016 年 9 月にプロジェクト終了後は、畜産局の CVDL の下部機関となる。 
 スタッフはリサーチオフィサー1 名、ラボテクニシャン 3～４名を通常予算で

雇用するが、資材消耗品の調達経費は確保されていない。プロジェクト終了後

はワクチネーションも終了する。サステナビリティに問題がある。 
 日本へ資金援助要請出ている（日本側は前向きに検討しているとの情報有り）。

 
3. その他 
 パキスタンでは FMD 防疫規制（感染した個体の移動の禁止等）は整備済みだ

が、実効性がない。 
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議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 シンド州畜産次官 
面談相手 Mr. Muhammad Ramzan Awan, Secretary of Livestock and Fisheries Dep., Gov. of 

Sindh,  
Dr. Umrani, DG of Extension and Research +Director, Veterinary Research and 
Diagnosis,  
Dr. Junejo, Director, Animal Planning and Monitoring,  
Mr. Jamil, Project Manager(PM) 

日時 8 月 10 日 12:50－13:15 面談場所 シンド州畜産次官執務室 
訪問者 調査団：要田団長、鈴木団員、今村職員、 

富永専門家、岡部総括、前田職員、Dr. Sarwar（プロジェクトコーディネーター） 
収集情報 
主要事項 

中間レビュー調査実施にあたり、表敬及び先方負担事項の確認のためシンド州畜産

局次官と面談した。概要は以下の通り。 
 

１．ステアリングコミッティ（SC）の開催について 
 合同で実施する中間レビューの結果及び提言の報告のため、次官による SC の

開催を依頼。 
 次官の都合上可能であれば 16 日（火）の午前中が望ましいが、ミッションの

日程上 17 日（水）ハイデラバードにて開催することに決定。次官も出席予定。

 万一次官が出席できない場合は、18 日（木）にカラチにて別途報告の場を設

ける。 
 
２． 先方負担事項について 

調査団より負担事項の実施を求めたところ次官より以下説明があった。 
 プロジェクトマネージャー（PM）の公募は選考まで実施したが、資格要件に

合致する候補者が 1 名に絞られ、その１名も不合格となった。このため資格要

件を見直し、再度公募を行うことになる。なお、PM の資格要件の変更はシン

ド州側プロジェクト計画書（PC-1）を改訂しなければならない。 
 車両については、（新規調達は州長官により禁止されており困難との理解のた

めか）既存車両 4 台を手配したはずである。修理が必要であれば修理費用の改

訂 PC-１への計上が必要。 
 改訂 PC-1 は州政府の PDWP による審査のみで、連邦政府 CDWP による審査

は不要との理解。 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 シンド州政府計画開発局(Planning and Development Department) 
面談相手 Ms. Rehana Ghulam Ali Memon, Secretary Development  

Mr. Shahab Memon , Senior Chief Livestock  
Mr. Altaf Bijarani, Secretary Planning 
Mr. Raja Masroor Hassan, Assistant Chief  Foreigner Aid  

日時 8 月 10 日 15:00～15:30 面談場所 P&D 会議室 
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訪問者 調査団：要田団長、鈴木評価分析官、今村職員、 
富永専門家、岡部総括、濱野所員、前田職員、 
Dr. Ghulam Sarwar(Project Coordinator), Mr. Jamil(Project Manager) 

収集情報 
主要事項 

計画開発局主席次官補（Assitant Chief Secretary）は欠席。冒頭、要田団長より先方

への訪問受け入れ謝意を伝え、鈴木団員より中間レビュー概要につき説明後、今後の

日程及びプロジェクトの懸案事項につき確認を行った。計画開発局の見解やコメント

概要は以下の通り。 
 
1.車両の購入について 

1） 購入規制 
 車両購入について以前は規制が存在したが、外国の援助機関のプロジェクトに

対して現在規制は「ない」。 
2） 予算 

他の開発予算に余りがあれば流用することが可能。 
 畜産局から申請(Re-Appropriation Proposal)を出し、計画開発局で承認を受け

た後、財務局の承認を受ければ予算の執行が可能。 
 車両価格の物価上昇があり当初より増額する必要がある場合、正当な理由を説

明の上 PC-1 を改訂し増額する必要がある。 
 車両については今年度予算の流用にて購入し、それで必要数確保できない場合

は、12 月に予算の再配分を行うのでそれ以降で検討願いたい。 
2.フルタイムのプロジェクトマネージャ－の採用について 
1) 現状 
 既に募集をかけ選考を行ったが、基準を満たす適任者がいなかったため、基準

を緩和した上で再度選考することが必要。（プロジェクト側説明） 
 基準は PC-1 で定められていることから、緩和するためには PC-1 改訂が必要。

 
3.女性の普及員の採用について 
1) 普及員採用の現状 
 PC-1 には 25 人の普及員の採用が記載されており、現在 10 名の普及員が採用

されている。現在の 10 名は全員男性である。（プロジェクト側説明） 
2) 女性の普及員について 
 家畜の世話を担う女性が多いという現状から、技術を女性たちにも普及させる

ために 10 名の女性の普及員が必要。（プロジェクト側説明） 
 PC-1 では、採用すべき普及員の性別には言及していないため、25 人の範囲内

であれば男女問わず採用することは可能。 
 人の採用に係る規制についても、外国援助機関のプロジェクトについては現在

「ない」との理解。 
 
4. PC-1 の改訂について 
1) 想定スケジュール 
 畜産局次官に対し、PC-1 の改訂について、中間レビュー結果を踏まえて、9
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月第一週に申請を出すよう求めるレターを送付。 
 9 月第一週に畜産局から申請提出 
 9 月中に PDWP の承認を取り付け CDWP へ送付する。 
 30 億以下の申請であるため ECNEC の承認は不要。 

 
5. その他 
1) PC-4 について 
 プロジェクト終了の 6 か月前から提出可能。 

2) カウンターパート手当（Project Allowance）について 
 PC-1 改訂後、予算が 10 億ルピーを超える見込み、その場合には州予算から支

出可能。 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 シンド州畜産局 
面談相手 Dr. Aslam Pervez Umrani,, Director General, Livestock(Research & Extension) and 

Temporary DG of Livestock 
Dr. Mushtaq Hussain Jokhio, Director, Animal Husbandary, Livestock 
Dr. Gthulam Qalis Junejo, Director, Planning & Monitoring, Livestock 
Dr. Muhammad Ibrahim Shaileh, Deputy Management JICA 
Dr. Muhammad Alawaj Sanjsani, Veterinary Officer of CBU 

日時 8 月 11 日 11:30～14:00 面談場所 畜産局会議室 
訪問者 調査団：要田団長、鈴木団員、今村職員、 

富永専門家、岡部総括、前田職員、Dr. Sarwar（プロジェクトコーディネーター） 
収集情報 
主要事項 

面会予定であった畜産局総局長の不在により、代理として畜産局普及研究担当局長

であるウムラニ氏と面談。昨日（8 月 10 日）のシンド州政府計画開発局次官との面談

内容を踏まえて、プロジェクトの課題とその対応、及びプロジェクト終了後の持続性

等について議論した。概要は以下の通り。 
 
1.プロジェクトの課題及びその対応 
1）車両・バイク購入について 
 PC-1 で承認され予算の確保もなされているのに未だに車両の購入が実現して

いないのは、財務（finance）局で手続きが遅滞することが大きな原因である。

（先方） 
 畜産局でできることは、計画開発局に対し次官から予算流用の申請

（Re-appropriation Proposal）まで、計画開発局から承認を受け財務局へ書類

が提出された後、財務局で迅速に手続きが進むかどうかは定かではない。基本

的には財務局での手続き停滞が課題と認識。また、プロジェクトマネージャー

（PM）の能力次第で手続きが動くとの認識。ただし、新長官（CM：Chief 
Minister）は財務局も兼任しており、CM との関係が近い計画開発局次官の発

言であれば早期の実現可能性はあるのではないか。（先方） 
※このほか、PM については報告がない、パフォーマンスが低い等の問題意識
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を畜産次官と共有しているとの発言もあり。 
 畜産局による負担事項対応であり、PM に一任することでない。畜産局関係者

も手続きの遅滞を自身の問題として捉え、フォロー願いたい。（当方及びプロ

ジェクトチーム） 
2）普及員の採用について 
 PC-1 では 25 名の採用としているが、確保時期が大幅に遅れ、現状として 10

名しか採用されていない。（当方及びプロジェクトチーム） 
 農家の女性への普及のためには、女性普及員が必要である。現行 PC-1 の下で

は女性普及員確保は可能であるが、獣医師を準獣医師としてしか雇うことがで

きず待遇が不十分となってしまう。（当方及びプロジェクトチーム） 
 このため女性普及員 10 名を 1 回で確保したい。計画では 15 名を 2 回に分け

て、とあるが、これまでの遅延を踏まえれば、再発を割けたく、プロジェクト

残期間中の早期実現を強く要望したい。（プロジェクトチーム） 
 現行 PC-1 にて進めて確保できればよいが、改訂 PC-1 案の条件（資格要件）

が適切。ただ、リクルートにかかる時間を考慮すれば、また、応募者がいるの

であれば、現行 PC-1 に基づきリクルートを開始しつつ、改訂 PC-1 の手続き

を進め、最終的には、待遇を調整してはどうか。（先方） 
 
2.プロジェクトの持続性について 
1）プロジェクト終了後どのように継続していくか 
 終了 6 か月前から提出可能である PC-4 において経常予算化する。（先方） 
 これまで普及体制がなく、また技術開発も行っていない中で、プロジェクトに

よりこれらを実証・整備し、恒常的なものとしたい考えは理解するものの畜産

局には多数の獣医師と準獣医師補が正規雇用されており、また現場の農家との

接点があることから、この既存の体制を活用することも検討願うよう、調査団

から提言を想定している。（当方） 
 提案を理解。ただ、プロジェクトカウンターパートはプロジェクト活動に従事

しており、その情報量から必要なものを取捨選択して共有する必要があり、そ

のノウハウが必要ではないか。また、これら職員に対するカウンターパートか

らの技術研修は効果的と思われる。（先方） 
 農家レベルに対する視察旅行の機会を作るなどして、農家から農家へ徐々に技

術が広まっていくような仕組みを作ることも重要。またパイロット農家の女性

が他の女性に普及することも考えられるのではないか。（先方） 
 
3.その他 
1）組織体制について 
  畜産局次官の判断により既存ポスト（Deputy Director で空席のポストがあ

る）の業務追加や変更、ポスト自体の新設もありえるため、普及体制整備を提

案することも一案。（先方） 
2）車両・バイク調達及び PC-1 改訂に係る想定スケジュールについて 
  本中間レビュー調査団滞在中に、車両及びバイクの調達に必要な予算額と予

算確保の可否は判明する。（おそらく可能）その後、計画開発局へ書類を送付。
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同局から財務局への督促を期待。（先方） 
 中間レビュー調査団の報告や提言を受けて、9 月第一週には改訂版 PC-1 を計

画開発局へ提出、9 月中には PDWP の承認を受け、CDWP へ送付。CDWP 承

認に 3 か月程度要すると予想。（先方） 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 PCM 研修 
先方 岡部専門家、弓削田専門家、研修参加者 20 名（畜産局及び同兼事務所スタッフ） 
日時 8 月 12 日 10:45～11:55 面談場所 Hotel Indus 会議室 
当方 調査団：要田団長、今村職員、 

前田職員 
収集情報 
主要事項 

成果 4 の能力強化に関する活動 4－2 の研修の一つである PCM 研修の現場を視察し

た。収集した情報は以下の通り。 
 
１．プロジェクトにおける取組概要 

 1 年目は試験的に 1－3 日間の短期研修を 11 のコースにわたって実施。参加者

の反応等を見ながら継続するコースを選定。 
 現在は PCM の他 PC-1 研修 5 つの等実践的な研修が行われている。 

 
２．関係者概要 
（講師） 

 Capacity Building Unit から派遣される。 
（受講者） 

 畜産局及び同兼事務所のスタッフであり、獣医師あるいは準獣医師。 
 
３．受講者からのフィードバック 

 受講者は獣医師あるいは準獣医師であるため通常業務において技術面につい

ては問題ないが、マネジメント経験は乏しいため他ドナー等複数のプロジェク

ト業務や部下への業務指示等、全体管理においてＰＣＭ研修は役立つ。 
 プロジェクト予算書（PC-1）作成に活かせる（PDM や PO の内容構成が参考

になるためか）。 
 

 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 畜産局敷地内子水牛救済センター  
先方 － 
日時 8 月 12 日 10:35～11:05 面談場所  
当方 調査団：要田団長、今村職員、Dr. Umlani, Dr.Junejo 

富永専門家、前田職員 
C/P; Muhammad Arif Khan, Zulfiqar Ali Pathan, Safdar Ali Fazlami, Ali Akhtar 
Sbahani 
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収集情報 
主要事項 

成果 2 に係り、子牛の死亡率の低下のため様々な技術の適用やデータ収集等を行う

子水牛救済センターを視察した。収集した情報は以下の通り。 
 

 子牛生育期間は、前半 60 日はカーフハッチで個別管理、後半 30 日はパドック

で群管理 
 飼料作物は、在来種の野草を刈取後乾燥させて給与（子牛の下痢を発生させな

いため） 
 ルーメンの大きさが将来の牛の体重や乳量を左右するため繊維の多いものを

与えるようにする。 
 野草を与えるためコストがかからないこと、ミルクも内部で調達できることを

嬉しそうに語っていた。（カウンターパート） 
 生育時期に応じたカーフスタータ（離乳用配合飼料）の開発、試験； 2 種の

寒冷紗を用いた暑熱対策試験； 週例で体重測定し増体確認など。専属チーム

（パラベテ 1 名、ワーカー2 名）が管理する。 
 飼養管理に関する適正技術ガイドラインはプロジェクトサイトで収集したデ

ータをもとに解説するものとしている。 
 開発された適正技術のなかには、当たり前と思われるものが多く含まれてい

る。しかし、実証してみせるとパキスタン人には目からうろこが落ちたかの如

く驚異するものが多い（富永専門家）。 
 

 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 中央獣医診断研究所（Central Veterinary Diagnostic Laboratory） 
先方 Dr. Aslam Pervez Umrani Director, Veterinary Research & Diagnosis Sindh 

Dr. Parkas Dewani Senior Research Officer, CVDL Sindh Tando Jam 
日時 8 月 12 日 10:45～11:55 面談場所 Central Veterinary Diagnostic

Laboratory 
当方 調査団：要田団長、今村職員、 

富永専門家、前田職員 
C/P; Muhammad Arif Khan, Zulfiqar Ali Pathan, Safdar Ali Fazlami, Ali Akhtar 
Sbahani 

収集情報 
主要事項 

水牛の繁殖性改善が生産性向上に不可欠であるところ、プロジェクトは本研究所敷

地内でモニタリングを実施している。収集した情報は以下の通り。 
 
１．訪問先概要 
 1)CVDL 概要 

 シンド州畜産局の家畜疾病診断担当部局。獣医研究・診断総局傘下にある。 
 所長 Dr. Umrani は 2008 年より務め、現在は総局長（DG Vet Res&Diagnosis）

も兼任している。 
 州内に 6 か所の支所を持つ。本所の職員総勢 109 名で、研究官 15 名のほかに
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テクニシャン、ラボアシスタント等がいる。各支所には研究官 1 名を含んで

10 名ほどが配置される。 
 州内の家畜疾病診断を主要業務としており、通常の病性鑑定（フィールドから

提出される検体の依頼検査）と調査研究（本所からチームを組んで出張、採材）

を行う。割合としては後者が圧倒的に多い。本所ではフィールドスタッフの研

修などを実施している。 
 ワクチン製造部門を有し、出血性敗血症、炭疽、気腫疽、などのワクチンを製

造する。 
 連邦政府の National Vet Lab と連携している（Umrani 氏によるとスタッフ不

足という）。近年、ズーノーシスへの関与が高まり、連邦 National Research 
Council 傘下の National Institute Health との連携もある。 

 ソーラー発電施設はシンド州予算にて整備。 
 
  2)各研究室概要 

 「分子生物ラボ」：原虫病、細菌病、ウイルス病の病原因子を検出する。ブル

セラ病は 12000 検体を検査した。罹患率はキャトルコロニーでは 9～10％、地

方部では 4～5％。 
 「ELISA ラボ」：かつて牛疫 Rinderpest の撲滅に貢献した。現在、FAO のプロ

ジェクトで FMD ウイルスの血清型診断を実施している。このプロジェクトは

9 月に終了し、その後は連邦政府が引き継ぐ。ハードヘルス（牛群健康管理）

プログラムの一翼を担い、5 疾病の診断、非臨床型乳房炎の診断などにも関与

する。連邦政府によるインターンシッププログラムで女子学生を受け入れてい

た。 
 「血清診断ラボ」：訪問時、牛乳サンプルからブルセラ病のミルクリングテス

ト（MRT）実施中。本検査はハイデラバード県からの依頼が多い。通常は MRT
陽性検体を血清凝集検査（RBT）で検査し、その陽性個体を ELISA で診断す

るとのこと。しかし、陽性個体が摘発されても、殺処分の補償金制度もなく、

家畜所有者は売却処分する。 
 「寄生虫ラボ」、「病理ラボ」を順次視察した。各ラボとも相当数の検体が処理

されている。診断依頼検体は病理ラボが受理・登録し、関与するラボに振り分

け、最終的に病理ラボが総合診断結果を下す。 
 

3)プロジェクトの活動 
 水牛は牛より発情兆候が微弱であり、受胎に至るまでの期間が長い。水牛の繁

殖性改善がその生産性向上に不可欠である。 
 プロジェクトでは、分娩後の成水牛４頭を本所敷地内で繋養し（受胎・妊娠確

認まで）、日常的に直腸検査を実施し生殖器官（卵巣と子宮）の周期的な変化

をモニターし、外部兆候による発情検出に努めている。さらに、月例で血清を

採材し IGF2 というホルモンを定量し、水牛における性周期の動きを把握し、

発情や排卵時期の推定に役立てようと試みている。 
 牛では分娩後泌乳増加により IGF2 は 35～50％低下を招くとされるが、水牛で
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はどの程度影響されているか未知である（短期専門家（日本大学・津曲教授：

8 月下旬赴任予定）の指導を仰いでいる）。 
 分子生物ラボの研究官パルカシ氏を本邦研修、動物衛生研究所（つくば）で

PCR 技術を習得させた。同氏が津曲教授赴任まで血清サンプルを保存してい

る。 
団長所感  地方政府の研究診断ラボとして、キャパシティは高い。診断技術は畜産行政に

対応したものであればコンベンショナルで簡易なもので十分であるが、高度・

高価な診断技術を用いてもその結果が行政に反映されなければ意味をなさな

い。人獣共通伝染病に対する市民の理解が広まれば、CVDL への要望も高まり、

より正確・迅速な試験が求められる。ブルセラ病、結核は酪農振興上、防疫対

策を施さねば頭打ちになる。 
 また、JICA プロジェクトの繁殖生理分野に関与したことにより、栄養・繁殖

分野の調査研究の必要性を提示したようである。 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 パイロット農家（Mr. Mantar） 
先方 Mr. Mantar 
日時 8 月 12 日 12:20～13:00 面談場所  
当方 調査団：要田団長、今村職員、Dr. Umlani, Dr.Junejo 

富永専門家、前田職員 
C/P; Muhammad Arif Khan, Zulfiqar Ali Pathan, Safdar Ali Fazlami, Ali Akhtar 
Sbahani 

収集情報 
主要事項 

成果 1 に係り選定されたパイロット農家を訪問した。収集した情報は以下の通り。

 2 年次（2015 年 12 月）にパイロット農家に選定、プロジェクトから 2 頭の救

済子水牛を受入れ計 8 頭（すべて雌）、内 2 頭を搾乳中、同じ村で雄牛により

受胎させる。 
 プロジェクトによる技術指導により、乳量が 6 から 10 リットル/日に増加。 
 飼料給与法や給水技術、飼育環境改善が役立っている。 
 8 エーカー（約 3.2 ヘクタール）の土地持ち、バラ、綿花、牧草、唐辛子も栽

培。 
 バラ農園でとれるバラは時期や乾燥度合いにより値段が 50Rp から 600Rp ま

で変動する。 
 他の農家から技術や知識を求められれば、共有したい。 
 生乳はミドルマンに 50Rp/Lで売る（ミドルマンはハイデラバードで 70～80Rp

で卸す）。 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 パイロット農家（Mr. Pehlaj） 
先方 Mr. Pehlaj 
日時 8 月 12 日 13:10～13:50 面談場所  
当方 調査団：要田団長、今村職員、Dr. Umlani, Dr.Junejo 
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富永専門家、前田職員 
C/P; Muhammad Arif Khan, Zulfiqar Ali Pathan, Safdar Ali Fazlami, Ali Akhtar 
Sbahani 

収集情報 
主要事項 

成果 1 に係り選定されたパイロット農家を訪問した。収集した情報は以下の通り。

 パイロット農家唯一のヒンズー教徒、土地なし小作農家（バラ農園管理）、最

近ミドルマン・ビジネスを手掛け始めた。 
 バラは月極めでキロ 37Rp で売っている。1 日に 8－10 キロ売っている。 
 牛は小作農家保有（地主敷地内に居住し、牛飼育場所も確保）。 
 シェアリングにより 1 搾乳水牛と 1 子水牛を飼育、依頼者が妊娠あるいは出産

直後の水牛を購入し、小作農家が無償で引き取り、飼育にかかる費用は小作農

家が負担するが、得られる牛乳の売却益はすべて小作農家に入る、小作農家が

シェアリングの牛を売却した場合、牛が妊娠した場合に子牛を売却した場合

は、その利益から当初の購入費用を差し引き、残りを折半する 
 プロジェクトの泌乳水牛用配合飼料、妊娠末期から出産後の泌乳期間中の栄養

要求に応じた給餌法が効果的。予防接種、駆虫薬投与などの技術も効果がある。

広めの牛舎に水牛が適切な距離をおいてつながれている（Tie system）。運動

不足のため蹄が伸びているので近いうちに削蹄技術を導入する。 
 本来、牛をつながずある程度自由に歩かせる方が望ましいが、この地域の慣習

として根強いものであるため、牛をつないだ場合の適正技術を開発したいと考

えている(富永専門家) 
 プロジェクトにより乳量が増加したことから、それまで少量のため、仲買人に

牛乳を買い取ってもらったが、直接町のお菓子・乳製品製造店と交渉し、有利

な価格で売ることを実現、その利益で中古バイクを購入し、周辺農家（12－13
軒）から牛乳を買取、さらに安定量を確保して直接店に（46Ｌほど）販売して

いる、周辺農家にも利益になっている（仲買人の買い取り価格より有利） 
 農家から 50Rp で買い取り、市場で 60～65Rp で売却。日量 40～50L を集乳す

る 
 すでに、他の農家から技術や知識を求められ共有しているそうだが、ヒンズー

教徒であるため近隣のムスリムとの交流は多くないようだった。 
 週当たり 500Rp 程度だった家畜業の収入はプロジェクトを経て週 5000Rp ま

で大幅に伸びた。これは、プロジェクト開始前の状態が相当悪かったことも影

響している。 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 MP 調査時のパイロット事業による受益農家（Ms. Sakina） 
先方 Ms. Sakina 
日時 8 月 12 日 14:10～14:30 面談場所  
当方 調査団：要田団長、今村職員、Dr. Umlani, Dr.Junejo 

富永専門家、前田職員 
C/P; Muhammad Arif Khan, Zulfiqar Ali Pathan, Safdar Ali Fazlami, Ali Akhtar 
Sbahani 
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収集情報 
主要事項 

MP 調査時にプロジェクトとして初めて子牛を渡した農家のその後を視察した。収

集した情報は以下の通り。 
 2012 年 8 月に調査において子水牛救済パイロット事業（キャトルコロニーの

一大規模農家から子水牛を買取）から３頭の雌子水牛を受入れた（うち１頭は

返却するところを買い取り、娘に与えた、これも妊娠中）、すでに 4 年経過し

妊娠、１頭が８月４日に雄子牛を出産し搾乳中、1 頭が妊娠中。泌乳中の水牛

は現在日量８L、３０日後に生殖器の検査を行い、早期受胎に努める 
 キャトルコロニーからの水牛と以前から飼育している水牛の成長具合、乳房及

び周辺の形から、前者の水牛の能力が高いことが伺える（前者 8 リットル/日、

後者 4 リットル/日） 
 受益農家は、妊娠前（8 万ルピー）と妊娠後（15 万ルピー）の市場価格の差か

ら大きな利益が得られることを認識 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 キャトルコロニーを構成する 1 大規模農家（Mr.Aamir）  
先方 Mr.Aamir 
日時 8 月 12 日 14:50－15:45 面談場所  
当方 調査団：要田団長、今村職員、Dr. Umlani, Dr.Junejo 

富永専門家、前田職員 
C/P; Muhammad Arif Khan, Zulfiqar Ali Pathan, Safdar Ali Fazlami, Ali Akhtar 
Sbahani 

収集情報 
主要事項 

 土地を借り上げて運営しているキャトルコロニーは、乳の出ない牛は処分すること

が多い。プロジェクトは性能の良い牛を残し、小農とキャトルコロニー経営者双方に

メリットが出るような仕組みを模索している。このような経緯からキャトルコロニー

を構成する大規模農家を訪問した。収集した情報は以下の通り。 
 牛乳買取仲介業者であったが、19 年前にキャトルコロニーのオーナーとなっ

た、弟が街で買い取り仲介を行っている。 
 カラチ同様オーナーは市から使用料を払い土地を借り上げている。 
 子水牛の内、能力の高いと判断されるものは、一部売却せず飼育しているが、

劣悪な環境下では生存率は 60-70％程度、とくに冬季に肺炎、下痢を発症する。

 牛は仲買人経由あるいは直接買い付けているが、市場動向を確認し、出産間も

ない牛が多数出るタイミングで能力の高い牛を可能な限り低価格で購入する

ようにしている。 
 更新する泌乳水牛はミドルマンを通じて売買する。泌乳能力を見る目は備えて

いる。 
 プロジェクトに子水牛を提供している。 
 MP の試験事業以来、繁殖改善技術を導入し乾乳牛を選抜して残すようにして

いる。3 年以内に土地を買いリサイクルセンターを作ろうと考えている。 
 プロジェクトと連携したメリットとして発情の同期化により８０％の水牛の

発情回帰が見られた。しかし、そのテクニシャンが辞めてしまったため、進捗

していない。（９月よりプロジェクトが指導を再開する） 
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団長所感  カラチほどの密集状態ではないが、各生産者が所有する敷地外（道路）に糞を

積み上げ、雨季には道路が糞で埋没する。環境衛生対策が早急に求められてい

る。 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 畜産局ハイデラバード県事務所 
先方 Dr. Abdul Latif Menon, Dupty Director, Livestock, Animal Husbandary 

Dr. Imiaz Ahmed Abhasi 
Dr. Jai Kumar 

日時 8 月 12 日 16:05-17:05  面談場所  
当方 調査団：要田団長、今村職員、Dr. Umlani, Dr.Junejo 

富永専門家、前田職員 
C/P; Muhammad Arif Khan, Zulfiqar Ali Pathan, Safdar Ali Fazlami, Ali Akhtar 
Sbahani 

収集情報 
主要事項 

 畜産局兼事務所の活動の現状等について聞き取りを行った。収集した情報は以下の

通り。 
 当県事務所は 1899 年英領時代に建てられた獣医病院を元にしている。 
 Directorate Animal Husbandry 管下の各県の出先機関。通常は１名の所長（Deputy 

Director for Livestock）だが、プロジェクトのパイロット５県のうちここともう１

県は２名の Dy Director が任命され、「衛生（畜産）」と「繁殖」を分担する、前者

は疾病対策（診療、予防接種）、後者は人工授精と妊娠鑑定を所管する。 
 主要業務は、県内の情報を収集し局へ送る、試験検体を採集し CVDL へ送る、疾

病発生時の防疫対策、獣医クリニックの活動モニタリングと動物薬の供給など。

 獣医職員 26 名、準獣医師職員 21 名。 
 プロジェクトによる研修への参加者数やその効果を尋ねたが明確な回答無。 
 準獣医師（SA：Stock Assistant）のワクチン接種等巡回サービスのための移動手

段はバイク、バイクは SA が最終的に買い取る形で畜産局が調達し、給与から複数

回の天引き、SA はバイクを業務・業務外いずれでも使用できる（個人所有は適正

管理も期待できる模様）。 
 Dr. Junejo より評価チームメンバーとして、バイクの調達方法はプロジェクトが参

考にできること、獣医師及び準獣医師が県レベルには多数配置されており、農家

との接触があるため、彼らにプロジェクトの成果を学び業務に活用してもらうこ

との提案があった。そのためには時宜を得た連携調整が必要である。 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 畜産局マティアリ県事務所 
先方 Dr. SYED Riaz Ahmed Shah （Deputy Director）、Focal Person、パキスタン側評価

チーム Dr. Umnari and Dr.Ｊｕｎｅｊｏ、カウンターパート 3 名（飼養管理、飼料、家

畜衛生担当） 
日時 8 月 13 日 10:30-11:00  面談場所  
当方 調査団：要田団長、今村職員、 
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富永専門家、前田職員 
収集情報 
主要事項 

 畜産局県事務所の活動の現状等について聞き取りを行った。収集した情報は以下の

通り。 
 10 名の獣医師と 25 名の準獣医師補が配置。準獣医師補は県内 20 のサブセンター

に勤務、6 つの家畜衛生施設（クリニック）。 
 家畜の予防接種と診療が主要業務。 
 現在 JICA 畜産開発と 2 つの FAO 疾病対策（FMD、PPR）プロジェクトに関与。

 県事務所スタッフを、研修を通じて技術の普及者として活用は可能。 
 県事務所としては、農家が市場から質の良い生乳の需要に対してどのように対応

してよいかわからないが、これに応える必要性は感じている。 
 プロジェクトで推奨する適正技術についてはまだ認知されていない。 
 プロジェクトは今まで P/F 育成に注力しており、本事務所とのコンタクトは十分

ではない。今後 MT と SA が配属されることになる。 
 
＃パキスタン側調査団の Dr. Junejo は同県が初勤務先。 

 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 パイロット農家（Mr. Hyder） 
先方 Mr. Hyder 
日時 8 月 13 日 11:45－12:30 面談場所  
当方 調査団：要田団長、今村職員、Dr. Umlani, Dr.Junejo 

富永専門家、前田職員 
カウンターパート 3 名（飼養管理、飼料、家畜衛生担当） 

収集情報 
主要事項 

成果 1 に係り選定されたパイロット農家を訪問した。収集した情報は以下の通り。

 約 0.4 ヘクタールの農地所有、水牛は 9 頭(2 頭は救済された子水牛、17 か月

齢)所有、内 1 頭はシェアリングで委託中。 
 プロジェクトにより飼育小屋の簡易屋根（茅葺）設置の他、自らブロックによ

り屋根を設置（パキスタン側調査団からは農家の自主的な取り組みとしてもで

きるとの評価） 
 ただし、外面壁を設け風通しを遮断してしまったことは暑熱対策上問題（富永

専門家）。 
 プロジェクトの指導により飼養管理、給水、衛生管理等を実践中。 
 乳量は増加傾向、生乳の仲買人買い上げ価格は以前より高い、理由として、生

乳への加水をやめ質の高い生乳として村の農家が取り組みを始めた（センシタ

イゼーションによる啓もう活動の成果）ことで実現。 
 ローン返済や簡易インフラ整備も行えており、収入は増加している。農地から

の収入には限界があり、引き続き取得した技術や知識を活用していきたい。村

の親戚等にも共有している。 
 C/P によると、農家による牛乳への加水は慢性的悪習としてミドルマンとの駆

け引きで行われている。訪問時、近村のミドルマンが訪れ、加水なき牛乳（pure 
milk）として次週より 1 割増し価格（55Rp）で購入すると言っていた。 
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議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 育種農家（Mr. Qammerdin Rahu） 
先方 Mr. Qammerdin Rahu 
日時 8 月 13 日 11:45－12:30 面談場所  
当方 調査団：要田団長、今村職員、Dr. Umlani, Dr.Junejo 

富永専門家、前田職員 
カウンターパート 3 名（飼養管理、飼料、家畜衛生担当） 

収集情報 
主要事項 

より性能の良い牛を確保することは生産性の向上において非常に重要であるとこ

ろ、優秀な種牛を持つ育種農家を訪問した。収集した情報は以下の通り。 
 約 5 ヘクタールの土地を所有。その半分で飼料作物、その他サトウキビ、バナ

ナ、小麦等栽培。 
 Kundhi 種の水牛を飼養し、生乳生産と育種が主要な事業。 
 現在、成雌 15 頭、若雌 9 頭、成雄 2 頭、若雄 3 頭を飼養する。 
 育種は、体型や乳量などより能力が高いと判断される雄雌水牛を残し、交配さ

せるようになった。プロジェクトからはその判断に必要な技術や知識を得た。

 生乳は 80Rp/リットルでホテルに卸している。 
 これまで 65 頭の水牛を飼育し、50 頭を売却（高い牛では 50 万ルピー）、9 頭

をシェアリングに回している。 
 過去 1 年間で 4 頭を種畜として売却した。購入者は共進会などの生産量のコン

ペに出したがる農場主。 
 パンジャブ州の育種農家を訪問し、適正な飼料割合などを意見交換する。 

 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 育種農家（Mr. Haider Shah）  
先方 Mr. Haider Shah 
日時 8 月 13 日 11:45－12:30 面談場所  
当方 調査団：要田団長、今村職員、Dr. Umlani, Dr.Junejo 

富永専門家、前田職員 
カウンターパート 3 名（飼養管理、飼料、家畜衛生担当） 

収集情報 
主要事項 

より性能の良い牛を確保することは生産性の向上において非常に重要であるとこ

ろ、優秀な種牛を持つ育種農家を訪問した。収集した情報は以下の通り。 
 約 60 ヘクタールの土地所有、父親よりすべて相続、父親は数々の表彰を受けるほ

ど優秀な育種農家、Kundhi 種血統登録協会（仮）のリーダー、2 か所の農場に 40
頭の成雌と 2 頭の雄を飼養する 

 プロジェクトではシンド州固有のクンディ種水牛の保存と遺伝的改良が将来的な

同水牛の生き残りや畜産農家の生計向上維持のために有用な取り組として行って

いる、プロジェクト期間中にすべて達成されるわけではないが、畜産局と共に、

現在活動に参加している 7 つの育種農家に対して、個体の選抜基準、個体登録（耳

標による ID 識別）やそれに必要な組織（組合）構築、人材育成（乳量検定員等）

を期間中に進めて、プロジェクト終了後に実行可能な基盤整備を行う予定 
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 ブリーダーによるブリーダーのための組織構築を目指している（富永専門家）。協

会側の要望として、畜産局のなかに協会の事務所を確保し、乳量検定記録や登録

証の発行ができればと願っている。 
 

議題 パキスタン国シンド州持続的畜産開発プロジェクト 
訪問先 パイロット農家（Mr. Ashif）  
先方 Mr. Ashif 
日時 8 月 13 日 15:30－16:00 面談場所  
当方 調査団：要田団長、今村職員、Dr. Umlani, Dr.Junejo 

富永専門家、前田職員 
カウンターパート 3 名（飼養管理、飼料、家畜衛生担当） 

収集情報 
主要事項 

成果 1 に係り選定されたパイロット農家を訪問した。収集した情報は以下の通り。

 ランドレス（小作人）農民であり、初年度の P/F である。 
 PLSD より牛舎屋根材料、救済子水牛 2 頭を供与。 
 小作作業が多忙な時は妻や兄弟が世話をする。 
 水牛は計 8 頭、4 頭を所有、4 頭はシェアリングによる委託飼育、雄は 1 頭の

み、2-3 年飼育し売却を予定（飼料には困らないため投入コストが抑えられ、

子牛よりは成牛が価格的に有利）。 
 プロジェクトによる指導で飼養管理、病気発見等が役に立っている 
 乳量は確実に増えている（記録では 1 年程度前 3.3 リットルから現在 9.6 リッ

トル）。 
 村の親戚や妻などには習得したことを共有している。他の農家から技術や知識

を求められれば、共有したい。 
 自分は小作業務で多忙であり、妻や兄弟に牛の世話を任せることが多いことも

あり 
女性普及員による指導があればありがたい。 
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乾乳水牛のリサイクリングと子水牛救済の流れ
（キャトルコロニー）

従来

売却 売却

提案

飼育 飼育

1サイクル 1サイクル

搾乳（約10か月）

飼育（約4年）

搾乳（約10か月）

搾乳（約10か月） 搾乳（約10か月）

搾乳（約10か月）

搾乳

出産・買取 搾乳終了

子

雌牛A

雄雌とも売却

出産・買取

雌牛A

雌牛B

出産・買取

子
雄雌とも売却

雌

子

牛

搾乳終了

繁殖障害の診断と治療・

受胎促進、妊娠診断

出産

畜産農家への
飼育委託（シェアリング）

3か月

救済センター等による集中管理

子 子

出産

畜産農家での飼育・自然交配・受胎（妊娠期間約10.5か月）

出産

搾乳牛

＋

子牛

子

畜産農家への
飼育委託（シェアリング）

再利用

畜産農家の資産形成（性能の良い雌牛の保有）

畜産農家への配布（雌2頭）
雌牛1頭の返却

搾乳終了 搾乳終了

雌

育

成

畜産農家の資産

繁殖障害の診断と治療・

受胎促進、妊娠診断

６
．
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